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影執事マルクの契約
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







「──エルミナさんはもう、助からないわ」





　ふてぶてしく膝ひざを組み、悪びれた様子もなくそう告げたのはクリスだった。


「〈アルス・マグナ〉には契けい約やく者しやでも精せい霊れいでも届かない」


　こんなときですら真っ赤なドレスに身を包み、クルクルと巻いた長い髪かみを膝の上に流し、小指を立てて紅茶を一口啜すする。鼻にかかる甘ったるい香こう水すいといい、どこからどこまでもマルクを挑ちよう発はつするような存在だった。


「たった一つの希望だった。〈空白の契約書〉は、壊こわれてしまった」


　最後の引き金になったのは、皮肉にもエルミナがマルク自身の望みを叶かなえようとしたことだった。


　──エルミナにももっと歌ってもらいたい──


　そんな自分の戯ざれ言ごとに応こたえて、エルミナは歌った。


　歌うことが、自身の寿じゆ命みようを縮めると知りながら、それでも彼女は歌った。自分の全ての気持ちを込めて、マルクのために恋れん歌かを歌ってくれた。


「いいえ、〈契約書〉ですらエルミナさんを救う希望にはなり得なかった。彼女は自分とエミリオさんの立場を入れ替かえることしかできなかったのだから」


　エミリオ──双ふた子ごの妹を救うことが、エルミナの全てだった。


　そして、彼女はその望みを叶えた。自分の存在と引き替えに。


　エルミナは自分の命を使い過ぎたのだ。だから今、ここにエルミナはいない。


「頼たのみの綱つなだった精霊〈フォル・ウォレ〉も、とうとう力を失ってしまった。そして──」


　クリスは警いましめるようにマルクを見み据すえた。





「──今のあんたは、契約者ですらない」





　そう、マルクは全てを失った。


　過去にもマルクはエルミナに──〈アルス・マグナ〉に打ち砕くだかれ、能力を失ったことがあった。しかし今のそれはまた状じよう況きようが異ことなる。時間が経たったところで、マルクが〈クフ・リーン〉を取り戻もどせるかは分からない。そしてそれを待つ時間もない。


「今のあんたじゃ、エルミナさんを救うどころか、彼女の元へたどり着くことすらできない。〈アルス・マグナ〉に呑のまれたあの場所へは、契約者であってもたどり着けない。現存する最後の〈器うつわ〉の持ち主である、アルバですらたどり着けなかったのだから」


　マルクは自分の手の平へと視線を落とした。そこには赤子の拳こぶしほどもある大きな瑠璃ラピス・ラズリがあった。


　アルバ＝ディーノが所持していた〈精霊の器〉──かつて彼が妹を救うために縋すがった奇き跡せきの欠片かけら。犬けん猿えんの仲であるマルクになど間ま違ちがっても触ふれさせないだろう、アルバの切り札ふだ。


「仮に蜃しん気き楼ろうの屋や敷しきまでたどり着き、壊れた〈契約書〉でエルミナさんを起こすなんてことができたとしても、〈アルス・マグナ〉は止められない。あれはもう、契約者と精霊のルールから完全に外れた存在なのだから」


　一人の契約者に一つの能力。精霊もまた、一人の人間としか契約することができない。契約精霊は、闇やみを抱かかえた人間の、その心の隙すき間まを住すみ処かとするのだから。


　それが、エルミナとエミリオという二人の契約者を得た──彼女たちが双子であることを認識してしまった〈アルス・マグナ〉は、契約者のルールをも超ちよう越えつしてしまった。


　もう一度紅茶を口に含ふくみ、クリスは諭さとすように続ける。


「ねえ、あんたとエルミナさんが出会ってから、まだせいぜい四か月でしょう？　良い子ではあったけれど、もう諦あきらめなさい。あんたにあの子は救えない。あたしでも救えない。誰だれにも救えない」


　全ての女性を笑わせる──それを生き甲が斐いにしてきたクリスが、この言葉を口にするのはどれほどの屈くつ辱じよくだろうか。


　マルクを見据えた眼光はふざけた女装男のそれではなく、マルクが敬愛し、目め指ざしたギャングスターのそれだった。





「諦めろ。今のお前にはなんの力もない。お前にはなにもできない。現実を見ろ。それすらもできないのなら、今俺がこの場でお前の両足を撃うち抜ぬいてやる」





　兄からの戒いましめはどこまでも正しかった。


　マルクは叩たたきつけられた言葉の一つ一つを反はん芻すうし、咀そ嚼しやくし、その中に込められたクリスなりの口くち惜おしさ、そして〝弟を死なせたくない〟という彼の今まで気付きもしなかった思い遣やりを、ありのままに受け止める。


　それらの意味と、なんの力もないという自分自身の現実を真まっ直すぐ見つめ、マルクはようやく兄の顔を見返した。


　そして、無言を貫つらぬいてきたマルクが出した答えは────





「私は──」










　第一章　それは壊こわれた秘密で







「──それで、エルミナの身になにが起こったのです、エミリオ？」





　熱い湯気が立つティーカップを差し出し、マルクは主あるじと同じ顔をした少女に問いかけていた。


　陽光を思わす金色の髪かみ。澄すんだ湖のごとき翠すい玉ぎよくの瞳ひとみ。マルクが誰だれよりも慕したう少女とまったく同じ姿をしながら、まったく逆の印象を抱いだいてしまうのは彼女が豊かな表情を浮うかべるせいだろうか。


　少女が視線を落とす紅茶の表面には、小さな波は紋もんが浮かんでは消える。ガタンゴトンと響ひびく、特急列車の揺ゆれが起こすものだ。





　──姉様が、消えてしまった──


　泣き出しそうな顔でそう言ったのは、この少女だった。


　そのとき、マルクは主のエルミナと酒場にいた。そこで、エルミナがマルクのために歌った謳うたを聴きいていたのだ。


　だというのに、エルミナは突とつ然ぜん倒たおれてしまった。


　──消えたく、ない──


　そう、言い残して……。


　そして彼女の体で目を覚ましたのが、エミリオだった。


　なにか酷ひどく厄やつ介かいなことが起こっている。


　そう感じたマルクたちは、誰が言い出すともなく予定を切り上げ、エルミナの屋や敷しきがあるロックウォールへ向けて、一路帰き還かんを始めていた。





　特急列車の中でもさらに一級車両である特等客室には、マルクを含ふくめて六人の男女の姿があった。


　そのうちの一人──エミリオ＝ヴァレンシュタインは、沈ちん痛つうそうに首を横に振ふった。


「分かりませんの」


「分からない？　エルミナが消えたと言ったのはあなたのはずですよ？」


「よさぬかマルク。エミリオにしてみれば、いきなりわけの分からぬ場所に放り込まれておるのじゃ。なにからなにまで説明できるわけがなかろ？」


　マルクを諌いさめたのは侍じ女じよの少女だった。


　粉砂糖のような肌はだから首筋で揃そろえられた髪、使用人の前まえ掛かけに至るまで雪の精と見み紛まがう純白にして、可か憐れんな容姿。侍女兼けん裁縫師ニードルワーカーのカナメである。


　マルクが我われに返ったのは諌められたからではなく、カナメが冷静な口調とは裏腹に、指から血の気が引くほど愛刀の柄つかを握にぎり締しめていたからだった。


「申し訳ありません。取り乱していました」


「いえ、それは構わないのですけど、わたくしにもなにがどうなっているのか……」


　エミリオは自分の胸に手を当てる。


「この体で目を覚ますと、いつも胸の中でなにかざわめくような感覚がありますの。それが今はなにも。ただ、ぽっかりと穴が空あいてしまったような……上う手まく言えませんわ」


　語りながら、エミリオは首筋から背中へ指を伝わせる。


「ただ、今回は背中を裂かれたみたいな痛みで起こされて、そしたら姉様の悲鳴が聞こえて、手を伸のばそうとしたときには消えてしまって、姉様が消えてしまったという感覚だけが残ったんですの」


　そして、胸むな元もとから壊れたペンダントを取り出す。


「それは？」


「フォルちゃん……姉様を揺り籠かごから連れ戻してくれたのは、この精せい霊れいさんでしたの」


　そう言って、ギュッと大切そうに抱だきしめる。


「忘れないで、そう、わたくしに言ったのです。なのに……」


　ツッと、頰ほおを涙なみだが伝っていた。


　ペンダントの中は空くう洞どうだった。中に宝石かなにかを収めていたのだろうと、マルクにも見て取れた。恐おそらくは精霊の媒ばい体たいとなる〝なにか〟があったのだろう。


　それを見て、カナメが露ろ骨こつに顔を強こわ張ばらせた。


「カナメ、このペンダントがなにか？」


「い、いや……あのときの〝音〟は、これが砕くだけた音か？」


　エルミナが倒れる直前、なにかが割れる音が聞こえた。体の内側から響くような、嫌いやな音だった。


「エルミナちゃんが歌ったときと、そのあと酒場を出る時に聞こえた〝あれ〟ですね」


　珍めずらしくまともな口調で補ほ足そくしたのは、長身の女性──セリアだった。


　スラリとした四し肢しを男物のスーツで包み、椅い子すに腰こし掛かけることなく壁かべに寄りかかったその姿は写真誌のモデルのようでさえある。激情を表したような赤い髪と、冷たい藍らん玉ぎよくの瞳が対照的なセリアは屋敷の料理人である。


「怪け我がはなさそうだが、あの〝音〟と貴公の痛みは、なにか関係があったと思うか？」


　次いで指し摘てきしてきたのは、全身黒尽ずくめの少女──ジェノバだった。


　腰こしまで覆おおう見事な黒髪に、血のような赤の瞳。普ふ段だん、愛用している舞ぶ踏とう会かいの仮面と帽ぼう子しは今は付けていないが、口紅ルージユから衣服の末まつ端たんに至るまで漆しつ黒こくという、カナメとは正反対の容姿だった。


　爪つめを嚙むジェノバに、エミリオは首を横に振る。


「分かりませんわ。でも、関係があるとしても、どう関係があるのか」


　不安そうに呟つぶやいたエミリオから、カナメが堪こらえられなくなったように視線を背そむけた。


　その仕草で、マルクは気付いてしまった。


「カナメ、あなたはなにかを知っているのではありませんか？」


　マルクとカナメのつき合いは、時間としてはそれほど長くはない。しかし肩かたを並べて潜くぐった場数は少なくはない。時間の密度としては、決して無視できるものではない。


　隠かくし事は、大体分かってしまう。


　指摘されて、カナメは小さなため息を漏もらした。


「そう、じゃな……。こうなっては、隠すわけにもゆかぬのであろな」


　意外にも、カナメはすんなりと頷うなずいた。ここまで黙だまっていたのだ。彼女にとってそれは軽い秘密ではなかったはずだ。


「それは、列車の中で言っていた、姉様との秘密の話ですの？」


　奇くしくも、今もまた列車の中である。


　カナメは仕方なさそうに頷いた。


「これから話すことは、恐らくおんしにとって辛つらいものになると思う。それでも、覚かく悟ごは良いか？」


　カナメの確認に、エミリオは力強く頷いた。


　それを見て、カナメは小さく深呼吸をした。不安げに揺れる瞳に、国内最強の契けい約やく者しやの強さはなく、なにかを堪えるように刀を抱き寄せる姿は、行き先を忘れた迷い子のようですらあった。


　──一体、なにを隠していたのです……？


　その様子に、自然とマルクたちも身が固くなった。


　そして、カナメはようやく重たい口調で口を開いた。





「──エルミナは、〈眠ねむり姫ひめ〉になってしまったのじゃ」





　カナメの言葉に、耳を疑ったのはマルクだけではなかったはずだ。


「どういう、ことです……？」


「エルミナがエミリオを救うために創つくった〈空白の契約書〉──あれは、すでに〈アルス・マグナ〉に届いておったのじゃ」


　そう言って、エミリオへ目を向ける。


「エミリオは、目を覚ましたであろ？」


〈空白の契約書〉──異能を振るう契約者は、その〝対価〟としてなにかしらの欠けつ陥かんを背負うこととなる。その契約者の法則を覆くつがえしたのがこれだった。


　エルミナと〝契約〟を交かわした契約者は、彼女に絶対服従を誓ちかう代わりに、契約者として支払った〝対価〟を還かん元げんされる。その力で、エルミナは〈アルス・マグナ〉の契約者である妹エミリオを救おうとしていたのだ。


「そ、それは〈契約書〉の力が強く──〈アルス・マグナ〉に近づいたから、その〝対価〟に触ふれてしまったからではなかったのですか？」


　ときおり入れ替かわってしまうエルミナとエミリオ。二人の少女が同じ体に存在する理由を、マルクはそう説明された。セリアやジェノバたちもそうだったはずだ。


　カナメは沈痛そうに首を横に振った。


「〈空白の契約書〉は〈精霊の器うつわ〉じゃ。契約者のように〝対価〟を必要とするものではないのじゃ」


「では何な故ぜエルミナとエミリオが入れ替わるのですか」


「……〈契約書〉は〈アルス・マグナ〉の模造品レプリカじゃ。能力には欠陥がある。おんしも知っておろ？」


　理解が追いつかないマルクより先に、エミリオの顔から血の気が引いていった。


「それでは、わたくしがここにいるのは……」


　言いにくそうに、カナメは頷いた。


「おんしの〝対価〟はすでに還元されておる。その欠陥は、エルミナの体と入れ替わることじゃ。そして、おんしの立場には今、エルミナがいる」


　クラリと、糸が切れたように頽くずおれるエミリオを、セリアが素早く支ささえた。


　倒れ込みたいのは、マルクも同じだった。


「ならば、私たちが契約者を集めてきたのは一体なんだったのです……！」


　列車に乗るところで別れてしまったが、擬ぎ態たい能力を持つ契約者リーン。エルミナの婚こん約やく者しやであり予測能力者のヨシュア。他にも人の認識を止めるリオや長らく因いん縁ねんの続いていたヨハエル、エルミナが屋や敷しきを飛び出すきっかけを作ったペインとミリエラ。


　マルクたちは多くの契約者と戦い、彼らを〈契約書〉に署名させてきた。


　──全てはエルミナのために──そのはず、だったのです……。


　憤いきどおるマルクの代わりに、ジェノバが訝いぶかるように呟いた。


「カナメ嬢じよう、貴公の話が事実ならば辻つじ褄つまは合うが、エルミナ嬢はなにも対策を講じなかったのか？　ヴィルヘルムの件で余よ裕ゆうがなかったのは知っているつもりだが……」


　まともな格好──普段に比べれば、の話だが──でまともな言葉を話すジェノバは奇き妙みようなほど理知的に見えた。


　半なかば呆あつ気けに取られながらも、マルクはジェノバの言葉に強く共感した。


　仮にも〈空白の契約書〉を創り出し、〈眠り姫〉を目覚めさせ、あまつさえ一国、いや世界という規模で広がるオルダー教枢すう機き卿きようの計略を覆したエルミナが、この事態に直面してなにも対応を考えなかったとは思えない。


　ジェノバの疑問に、カナメは小さく頷いた。


「──〈空白の契約書〉を完成させよ──エルミナは、私にそう言った」


「〈契約書〉を？　ですが──」


「──なるほど、〈契約書〉が欠陥品なのは力が弱いからです。〈アルス・マグナ〉に並ぶ力を持たせられたならば、欠陥は覆せるかもしれません」


　セリアが頷くと、エミリオも僅わずかながら表情を明るくした。わざわざ考察を述べたのは、エミリオを安心させる意味があったのだろう。


　──ですが、それはいつまでかかるのですか？


　二千年という、気の遠くなるような時間をかけて〈アルス・マグナ〉は他の精霊を取り込んできた。その数は計り知れず、エルミナが集めた契約者は十四名に過ぎないのだ。


　本来、契約者という存在は〝在あるはずのない〟ものであり、一つの街どころか、国中探さがしても片手の指で足りてしまう程度の数しか存在しない。


　この大陸は近年まで大陸先住民クーランが精霊を祀まつっていたことから、契約者も数多く存在するが、それでも三桁けたに届くかどうか。


　呻うめきながらも、マルクの目は屈くつ服ぷくしてはいなかった。


「良いでしょう。世界中の契約者を跪ひざまずかせてでも、完成させてやりましょう。〈空白の契約書〉を」


　マルクの言葉に、その場にいる他の五人も頷いた。





　彼らは知らなかった。


　自分たちに、その時間すらも残されていないことを……。





　ガシャンッ──終しゆう焉えんへの秒読みのように、なにかが砕くだける音が耳を貫つらぬいた。





「──痛っ！」


「ぐ……」


　エミリオが小さな悲鳴を上げるのと同時に、マルクも呻き声を漏らした。


　心臓を殴おう打だされたような衝しよう撃げきが、体を貫いたのだ。


「大だい丈じよう夫ぶか、エミリオ？」


　セリアがエミリオの肩を抱だき、カナメが側に駆かけ寄る。マルクもそうするべきだったのだが、動くどころか倒れ込まないのが精せい一いつ杯ぱいだった。


　幸さいわい、エミリオの方はすぐに痛みが引いたのか、気き丈じように微笑ほほえもうとしていたが、マルクの方はそうはいかなかった。


　──なん、です……今のは？


　今の〝音〟に苦痛を感じたのは、マルクもエミリオも同時だった。


　──これでは、まるで…………。


　エミリオと──正確にはエルミナの体とマルクの間に、痛みまで共有させるような繫つながりがあるとすれば、それは一つしかない。


　青ざめるマルクに、ジェノバが気付いた。


「マルク、貴公も痛んだのか？」


　ジェノバの言葉に、カナメとセリアも顔を強こわ張ばらせた。


　──〈クフ・リーン〉？　いえ、列車の中では……ですが……。


　三度響ひびいた〝音〟。


　一度目は、エルミナが倒たおれた。


　三度目は、マルクが苦痛に喘あえいだ。


　二度目にも誰だれかの身になにかが起こっていたとしたら？


　同じ考えに至ったのだろう。カナメが蒼そう白はくな唇くちびるで呟いた。


「いや、おんしは二番目であった。三番目ではない。そうであろ？」


　──そうではない。


　即そく座ざに浮うかんだのは、否定の言葉だった。


〝あれ〟に関わったのが、最初の一人を彼女ではなくエルミナだとするなら、マルクは三番目になるのだ。


　マルクの表情から、その答えが分かってしまったのだろう。


　カラン──カナメの手から、刀が滑すべり落ちた。


　その音は、判決を告げる木き槌づちの音に似ていた。


　セリアが大きく目を見開き、ジェノバが呻くように額ひたいを手で覆おおった。


「な、なんですの？　なんの話をしていますの？」


　一人事情を知らないエミリオが、狼狽うろたえた声を上げる。


　ガタンゴトン──車輪の音だけが響く沈ちん黙もくの中、カナメが観念したように口を開いた。


「エミリオ、背中を見せるのじゃ」


「え、背中？」


　そう言ってマルクに困こん惑わくしたような目を向ける。


　エミリオの背中には〈空白の契約書〉──その本体が刻まれている、らしい。背中の痛みとそれが関係しているならば──〈契約書〉を見せろというならば、この場で裸ら身しんを晒さらすことになる。


　マルクは慌あわてて背中を向けるが────


「即そく、退出」


　問答無用でセリアにたたき出された。
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「──話は、大体分かった」


　上等なソファに腰こし掛かけ、アルバは吸っていた葉巻を灰皿に擦こすりつけた。


　クーラン特有の褐かつ色しよくの肌はだ。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみには狩人かりゆうどのごとき眼光。その身を包むスーツの右袖そでには腕うでが通っていない。ディーノ・ファミリー首領アルバ＝ディーノである。


「ごめんなさい、アルバさん。他に、行くところが思い付かなくて……」


　アルバの前で申し訳なさそうに人差し指を絡からめたのは、アイシャだった。


　アルバ同様、褐色の肌と琥珀色の瞳。ピンピンと跳はねる癖くせ毛げを使用人のヘッドドレスで押さえ込み、群ぐん青じようのワンピースの上に真っ白な前まえ掛かけをつけている。


　アイシャは縮こまるが、そんな少女を見るとアルバは自然と表情が柔やわらかくなってしまう。こんなときであっても、だ。


　──こんなときに、頼たよってくれるものか……。


　それを誤ご魔ま化かすように、アイシャの背後に佇たたずむ巨きよ漢かんへと目を向ける。


　こちらは長身のアルバが見上げなければならないほどの巨きよ軀くで、頭が天てん井じようにつっかえ猫ねこ背ぜとなっている。その顔はどういう意図なのか、フクロウの面で覆われている。アイシャの同どう僚りようで、庭師のアーロンだ。


「迷わずここに来たのは正解だったな。〝あれ〟が暴走したとなれば、俺の縄なわ張ばりもただではすまん。その点に関しては感謝しておこう」


　考えをまとめるように、アルバは膝ひざを組み直す。


　アーロンに抱かかえられたアイシャが転がり込んできたのは、数十分前の話だった。


　──〈アルス・マグナ〉が暴走した──


　要は、そういったことなのだろう。


　蜃しん気き楼ろうの屋や敷しきに、同じく蜃気楼のような兵隊と戦場が現れ、アイシャたちを襲おそったらしい。そして、エルミナの懐ふところ刀がたなであり、契けい約やく者しや以上の力を持っていたはずの家か令れい──ドミニク＝ハーケンスが倒れたのだという。


　さらに厄やつ介かいなのは、アイシャにはまだ話していないが、彼らがディーノ・ファミリーのアジトへたどり着くまでの間に、その被ひ害がいは街中にまで侵しん食しよくを始めていることだった。


　カチャリ──と、ノックもなく扉とびらが開いた。


「グレリオか」


　扉の向こうから現れたのは、小麦色の髪かみの少年だった。


　歳は、アイシャより少し下に見える。それなりに小こ綺ぎ麗れいな格好をしており、ギャングのアジトへ出入りするのが不自然な少年だが、これでも契約者だ。


　ただ、よほど近くで能力を使う羽目になったのか、衣服はあちこち破れて焦こげていた。


「まったく、一体なんなんだいあれは？　行って帰ってくるだけで、この有あり様さまだよ」


　服の裾すそを払はらいながら悪態をつくグレリオに、アイシャが慌てた声を上げる。


「グレリオ？　まさか、屋敷まで行ってたの？」


　アイシャの姿を見て、グレリオはしまったというように口を押さえる。それからアルバへ顔色を窺うかがうような目を向ける。


　アルバは顎あごをしゃくり、話してやれ、と指示する。


「いや、屋敷まではたどり着けなかった」


「たどり着けなかった……？」


　いよいよ、アイシャの顔が強張った。


　グレリオはあれで訓練を受けた契約者だ。並の契約者では数人でかかっても歯が立たないだろう。蜃気楼の屋敷の住人とも対等に渡わたり合える存在だ。


　それが、目的地までたどり着くことさえできなかった。その意味が分からないアイシャではない。


「街の北側で、景色が塗ぬり替かえられているらしい。アイシャ、お前たちが屋敷で遭そう遇ぐうした異変と同じものだろう」


　アルバが説明すると、グレリオが頷うなずいた。


「いつの時代か知らないけど、古くさい時代の格好をした兵隊どもがうろうろしてた。あいつら〝起きてる〟人間を見ると襲ってくるんだ」


　契約者は異能であって万能ではない。異能とて、現代の重火器に必ずしも勝るものではない。個として人間に劣おとらなくとも、数の前には為なす術すべもない。


　特別訓練を受けた人間でなくとも、相手が十人もいればよほど上う手まく立ち回らない限りは無傷では済まないだろう。それが百人、二百人といれば、生きて切り抜ぬけることすら難しくなる。


「起きてるって、どういうこと？」


〝動いている〟ではなく〝起きている〟──屋敷の使用人であり〝眠り姫の番人〟であるアイシャならば、そう連想せざるを得ないだろう。


　アルバはそれを肯こう定ていするように頷いた。


「塗り替えられた景色──〝揺ゆり籠かご〟って呼ぶべきな？　あれに呑のまれた人間は、眠って動かなくなる。あいつら姉妹と同じようにな」


　恐おそらく、ドミニクもそうだったのだろう。


　その眠りに抗あらがうため自身を拳けん銃じゆうで撃うちもしたらしいが、それでも踏ふみ止とどまることはできなかった。あの男ですら抗えないのならば、事実上眠りを回かい避ひするのは不可能だということだ。


「そんな……！」


　蒼白になりながらも、アイシャはハッとした顔をする。


「で、でも、あたしとアーロンさんは眠ったりしませんでしたよ？」


　揺り籠の中心にいながら、アイシャとアーロンは無事にここまで切り抜けてきた。


「うぬ。ドミニク殿どのは、それに一つの仮説を立てたのである」


　その疑問に、恐らく一番初めに気付いたのはドミニクだったのだろう。だから、アーロンにそれを託たくした。


「我わが輩はいとアイシャ殿が無事であるにも拘かかわらず、ドミニク殿は眠りに呑まれた。我が輩たちとドミニク殿の違ちがいは、契約者か、人間か、なのである」


「それってまさか……」


　アイシャも、その意味に気付いたのだろう。アーロンが沈ちん痛つうそうに頷いた。





「眠りは〝対価〟──〈アルス・マグナ〉は、単体で複数の人間を契約者……いや、依より代しろにする術を見み出いだしたのである」





　一人の契約者に一つの能力──つまり人間一人に精せい霊れいが一体──それが、契約者のルールだった。


　しかし、エルミナ姉妹はそのルールに抜け道を見つけてしまった。


　双ふた子ごである彼女たちは、精霊の目からは同じ存在だと見なされていた。それゆえ、片方が〝対価〟で眠りにつこうとも、もう片方が異能を振ふるうことができた。


〈超ちよう越えつ者〉──彼女たちを、マルクはそう形容した。〝対価〟を超越した彼女たちは、まさに最強の契約者だった。契約者よりも上位の存在であるアルバをも退しりぞけるほどに。


　だが、それは契約者のルールから見れば明らかに異常だった。一つの精霊に対して、二人の契約者が存在するのだから……。





「あいつらの方でなにがあったのかは知らんが、〈アルス・マグナ〉はエルミナとエミリオの違いに気付いたんだろう。そして、それがあれにルールの超こえ方を〝学習〟させてしまった」


　そして、それが今街で起こっている怪かい異いの正体だった。


　それを確かめるために、アルバは契約者であるグレリオを差し向けたのだ。


　グレリオは戻もどってこられた。すでに精霊と契約している契約者から〝対価〟を貪むさぼり取ることはできない。


「じゃあ、〈アルス・マグナ〉は街の人たちまで契約者にしていってるんですか？」


　震ふるえる声で囁ささやくアイシャに、グレリオが頷いた。


「あれを〝契約〟なんて対等な呼び方をするのかは知らないけどね」


　アルバは新しい葉巻に火を点つけた。


「問題は〝揺り籠〟が広がり続けているということだ。放っておけば、こいつは世界中にでも広がっていくのだろうな」


　こうしている今も、〈アルス・マグナ〉は己おのれの契約者を次々と増やしていっている。


「時間が経たてば経つほど、〈アルス・マグナ〉は強力になっていく。恐らく無制限に。そういうことであるな、アルバ殿？」


　アーロンの能力は他者の思考を読む。アルバの思考を読んだのだろう。覚かく悟ごを試すように語りかける。


「世界の終しゆう焉えんというわけだ。笑えん冗じよう談だんだな」


　嚙かみしめるように口に出し、それから紫し煙えんを吐はき出す。そして大たい儀ぎそうに腰こしを上げた。


「お前らはあの召めし使つかいに知らせてやれ。貸しは高くつくとな」


「アルバさん？」


　アルバは、ポケットの中から大きな瑠璃ラピス・ラズリを取りだした。


「〈ヌー・アッド〉は誕生を祝福する精せい霊れいだ。望まれぬ災さい禍かである契約者の異能を搔かき消す力がある。契約精霊である以上、相手が〈アルス・マグナ〉だろうがそれは変わらん」


　つまり、アルバにはこの怪異を止める力がある。


「この街の三割は、俺の縄張りだ。これだけの騒さわぎを放っておくわけにはいかん。だが、俺にできるのは〈アルス・マグナ〉を止めるところまでだ。〝対価〟に囚とらわれた連中まではどうしようもないだろう。あとの始末は、自分たちでつけてもらう」


「待ってください」


　扉に向かうアルバの裾を、アイシャが摑つかんできた。


「……なんだ？」


「グレリオだって屋敷までたどり着けなかったんです。あたしも行きます」


「足手まといだ」


「そっ、そんなこと──」


「お前、能力が使えないのだろう？」


「──っ！」


　屋敷でなにがあったのかは分からないが、アイシャは今、契約者の能力を失っていた。


〈バーラ・ルー〉──瞳ひとみに映うつる世界を灰に変え、瞳に映らぬ景色を見通す〈魔ま眼がん〉。アルバが持つ〈ヌー・アッド〉と対ついになる精霊だ。


　国内最強の契約者と称しようされる〈四強〉の一角にアイシャが名を連つらねているのは、自身の身体能力の高さもあるが、〈魔眼〉の能力によるところが大きい。


　──そんなお前を連れて行くわけにもいかんだろう。


　クーランであるアルバは開かい拓たく民みんに氏族の集落を焼かれ、妹を守りきれず片かた腕うでを失った。それからひたすら暴力に生き、目的を見失ったころにエルミナが持つ〈アルス・マグナ〉の情報を手に入れた。


　そのときアルバが望んだのは、守れなかった妹を生き返らせることだった。


　アルバはもう妹アイシヤを失うわけにはいかないのだ。


　それからいくらかハッとしてアーロンへ目を向ける。


　──黙だまっていろよ？


　フクロウの面の下で、アーロンが複雑そうな呻うめき声を漏もらした。


　彼には分かっているのだろう。アルバでも今の〈アルス・マグナ〉にどこまで対たい抗こうできるかは分からないということを……。


　アルバはアイシャを突つき放はなすと、扉に手をかける。それから、ふと思い出したように足を止めた。


「ああ、セリアに伝えておけ。さっさと注文した料理を作りに来い、とな」


　言ってから、失敗したと思った。


　こんなときに出てきた名前が、どうしてあの女だったのか。


　悪態をつきながら部屋を出ると、その背中を堪こらえられなくなったような声が貫つらぬいた。





「お兄ちゃん！」





　アルバは、自分が今背中を向けていることを感謝した。


　顔を隠かくすように帽ぼう子しの縁ふちを下げると、片手を上げた。
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　言葉は、かけなかった。まともな声が出せる気がしなかったから。


　そして、アルバは歩き始めた。〝在あるはずのない〟世界に立ち向かうために。
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「どうですか、カナメちゃん」


　セリアの問いかけに、カナメは呻き声しか返せなかった。


　エルミナの侍じ女じよは現在カナメである。その背中──つまりは〈空白の契けい約やく書しよ〉の正確な形を知っているのは、カナメ以外ではその前任者であるアイシャくらいのものだ。セリアもエミリオの着付けを手伝ったことはあるらしいが、素す肌はだまでは確かめていない。


　紐ひもを解ほどかれたドレスとコルセットが落ちぬよう片手で押さえつつ、エミリオも不安そうに肩かた越ごしに振り返ってくる。


　真っ白な素肌。手をかければ簡単に折れてしまいそうな細い首。本より重たいものを持ったことがないのだろう華きや車しやな肩かた。そしてそこに続く、小鳥のような翼つばさでも生えていそうな背中に、翼在る二匹ひきの蛇へびの紋もん章しようが刻まれている──はず、だった。


「な、なにかおかしなことになっていますの？」


　不安げな声を漏らすエミリオに、カナメはようやく口を開いた。


「消えて、おる」


「消えている、ってどういうことですの？」


　貴族の娘むすめには不似合いな、絡からみ合う蛇の紋章。錬れん金きん術じゆつの象しよう徴ちようであるそれが、消えていた。


　カナメは白磁のような背中、その肩けん胛こう骨こつのあたりを指先で撫なでる。エミリオが「ひゃ」と小さな悲鳴を上げた。


「ここに、翼のある蛇が刻まれていたのじゃ。それが、なくなっておる」


　セリアとジェノバも顔を近づけて覗のぞき込んでくる。


「どういったものだったのだ、カナメ嬢じよう？」


「入れ墨ずみじゃ。消えるようなものには見えなかった」


　それが綺き麗れいに消失している。


「姉様は、入れ墨などなさっていたのですか……」


　エミリオにはそちらの方が衝しよう撃げき的だったらしい。消しよう沈ちんした声を漏らすが、ジェノバとセリアは険けわしく表情を曇くもらせていた。


「その入れ墨が、〈契約書〉の〈器うつわ〉だったということですか？」


　カナメは頷うなずくので精せい一いつ杯ぱいだった。


　そして、その意味が分からないものは、ここにはいなかった。





　──〈空白の契約書〉が、失われた──





　そう、口に出すものはいなかった。出せるわけがない。


　ガタンゴトン──規則的な列車の揺ゆれだけが、いつまでも響ひびいていた。


〈空白の契約書〉は、カナメたちの希望だった。エルミナとエミリオを救いうる、唯ゆい一いつの可能性だった。そしてそんなものを創つくり出せるものも、エルミナを措おいて他には存在しえない。


　絶望が四人を覆おおう。


　──こんな唐とう突とつに、全てが終わってしまうのか？


　カナメとエルミナの仲は、侍女である以上に恋こい敵がたきであり、そして親友だった。


　同じ男に恋をして、そしてマルクはエルミナを選んだ。カナメも、相手がエルミナならば仕方がないと、受け入れられたのだ。


　エルミナは、これから幸せになるはずだったのだ。


「なにも、〝今〟でなくとも……」


　拳こぶしを握にぎり締しめて、カナメはハッとした。


「これは……？」


　カーテンを閉めているとはいえ、こんな列車の中で衣服を全て脱ぬがすわけにもいかない。背中だけ見えれば良いと、肩から胸部までしか脱がせていなかったが、その下に黒い筋が僅わずかに覗いて見えた。


「な、なんですの？」


　狼狽うろたえた声を漏らすエミリオに返事もせず、カナメは慌あわててコルセットに残った紐を解き始める。そして──


「──あった！」


〈空白の契約書〉は、絡み合う二匹の蛇の紋章である。それが本体なのだが、その下──腰から下には、契約を交かわした契約者と、その契約精霊の名が綴つづられているのだ。


「〈クフ・リーン〉……それから私と、〈沙イサ波ナミ〉の名じゃ」


　ついて出た声は、震えていた。


　カナメの名の後にはアーロン、セリア、オウマ、ジェノバと続いている。


「アイシャちゃんとマルクくんの名前がありませんが」


　怪け訝げんそうな声を漏らすセリアに、ジェノバが頷く。


「……先ほどの〝音〟でマルクの名が消えたと考えるべきか？　だが〈クフ・リーン〉の名が残っているのは……いや、契約者の名から順に消えていくというだけか」


　それでも、カナメは僅かに安あん堵どの吐と息いきを漏らした。


　──まだ、全てが失われたわけではない。


　まだ、抗あらがう術すべは残されている。


「もう！　わたくしにも説明してくださいな。姉様の背中はどうなっていますの？」


　カナメはセリアたちと顔を見合わせ、小さく頷いた。


「先に服を着るのじゃ。マルクにも話さねばならぬ」
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　カナメに呼ばれ、マルクが特等客室に戻もどるとそこには純白のドレスに身を包んだエミリオの姿があった。


「それで、どうなっていたのです？」


　外で待たされる数分は、永遠のように長かった。


　焦あせる自分を抑おさえながら問うと、カナメが「その前に」と前置きした。


「エミリオ、おんし、ジェノバになにか命令するのじゃ」


「何な故ぜ我われなのだ？」


「なにかあってもおんしなら平気であろ？」


「カナメ嬢、最近の貴公の言動はマルクに影えい響きようを受けすぎているぞ！」


「それではジェノバさん、その場で三回回りなさい」


　ジェノバの抗こう議ぎを気にも留とめず──エミリオも説明を焦じらされたのか苛いら立だっているようだ──躊ちゆう躇ちよなく命令を下す。


「くっ、待たい遇ぐうの改善を要求するぞエミリオ嬢！」


　ジェノバは両手を挙げて踊り手バレリーナのようにクルクルと回る。


　それを満足そうに見届けると、今度はカナメはマルクを指差す。


「次はマルクじゃ」


「何故私まで──」


「──逆立ちをして紅茶を注ぎなさい」


　もう、やけくそのように叫さけぶエミリオにマルクは青ざめた。


　──さすがにそれは無理です！


　身を強こわ張ばらせて、マルクは首を傾かしげた。


「……はて？」


〈契約書〉に署名をした契約者は、エルミナの──その体を使うエミリオの命令には絶対服従である。以前、無理に抗おうとしたマルクは足が攣つって地じ獄ごくのような目に遭あった。そしてそれ以上反はん撥ぱつすれば、死ぬことになりかねない。


　不可能だろうがなんだろうが、エミリオの命令に、マルクは従わなければならない、はずなのだ。


　それが、なにも起こらない。


　──では、やはり〈契約書〉は…………。


　エミリオでも同じ考えに至ったのだろう。蒼そう白はくになっていた。


「やはり、の」


　カナメは納得したように頷くと、エミリオとマルクに座るよう促うながした。執しつ事じとして立っていた方が落ち着くマルクは辞退したが。


「結論から言うのじゃ──〈契約書〉は、失われる」


　予想していたとはいえ、言葉にされると足あし下もとが崩くずれたような気持ちになった。


　──それでは、エルミナは…………。


　助からない──その言葉を、マルクは必死で否定した。否定しようとした。


　しかし、否定する根こん拠きよを見つけ出すことはできなかった。


　カクン、とその場で膝ひざをつきそうなマルクに、カナメは「じゃが」と続けた。


「まだ、完全には失われてはおらぬ」


「どういう、ことです？」


　セリアやジェノバに目を向けるが、彼女たちも詳くわしくは知らされていないらしい。首を横に振ふった。


　一度大きく深呼吸をしてから、カナメは真まっ直すぐマルクを見た。


「〈空白の契約書〉は錬金術の蛇の紋章──その入れ墨が本体だったのじゃ。それが消えておった。じゃが、契約した契約者の名はまだ消えていなかった。一部は消えておったが」


「その消えていたというのは、まさか……」


「おんしと、アイシャの名じゃ。今の命令を見た限りでは、おんしら二人は〈契約書〉の制約から外れてしまったようじゃな……」


「そんな……いえ、ですが、それではまだ〈契約書〉は直せるということですか？」


　マルクが希望を口にすると、カナメは首を横に振った。


「エルミナが起きておったなら、あるいはそれも可能であったやも知れぬ。じゃがエルミナはおらず、そして私たちに残された時間は多くはない」


　それから、エミリオへ目を向ける。


「先ほどから聞こえるあの〝音〟は、秒読みの音だったのじゃ。あの〝音〟が響くたびに、契約者の名が一つ消える。すでにおんしとアイシャの名はなく、じきに私の名もなくなろう。残りは、十二人じゃ」


　カナメ、アーロン、セリア、ジェノバ──いやその前にオウマがいた──ペイン、ミリエラ、グレリオ、それからリオ。ヨシュア、リーン、最後にヨハエル。


　マルクは頭を抱かかえた。


〈空白の契約書〉を完成させる──それがエルミナが残した、たった一つの希望だったのだ。それが完成どころか失われるのを待つばかりだという。


　今まではいくら苦しい状じよう況きようであったとしても、契約者を退しりぞければ全ては好転していた。マルクはただエルミナを守ればそれで良かったのだ。


　それを続ければ、いずれ〈契約書〉も完成する。そう、思っていたのだ。


　現実は、そんなささやかな希望すら許してはくれなかった。


「それでは、どうしろというのです……」


　割れる〝音〟の間かん隔かくは一定ではない。一度目と二度目の間はほとんどなかったが、三度目──マルクのときまでは十時間以上空あいた。仮に十時間おきに一つ消えたとしても、完全に失われるまで数日しか保もたないことになる。


　呻うめくマルクに、カナメは挑いどむような眼まな差ざしを向ける。


「〈契約書〉は直せぬ。そしてあれが消えるまでに残された時間も少ない。その間に、私たちにできることは一つしかない」


　カナメは、エルミナの傍かたわらで精せい霊れいと〈アルス・マグナ〉、そして〈空白の契約書〉の研究に於おいて相談役を担になってきた。


〈契約書〉に関してならば、マルクが知らないことや、考えようもないことにも気付きうる。エルミナを救う可能性に至れるのは、世界中を探したとしてもカナメしかいない。


　そのカナメはまだ諦あきらめていない。諦めないだけの、可能性を知っている。


　固かた唾ずを呑のんで次の言葉を待つと、カナメはこう言った。





「エルミナを〈空白の契約書〉で契約させる──それが残された時間で可能な、そして眠ねむりを覆くつがえしうる唯ゆい一いつの手段じゃ」





　その言葉に、目を丸くしたのはマルクだけではなかった。


「エルミナを、契約させる……？」


〈空白の契約書〉を創り出したのはエルミナである。そのエルミナを契約させるとは、どういうことなのか？


「エルミナとエミリオの立場は入れ替かわった。〈アルス・マグナ〉の今の契約者はエルミナじゃ。契約者ならば〈契約書〉で〝対価〟を覆せる」


「な、なにを言っているのです。エルミナの体に〈契約書〉はあるのですよ？　一体誰だれの血で署名しろというのです」


〈契約書〉で契約を結ぶためには、契約者の血が必要だった。契約者は血けつ判ぱんを押すことでエルミナと契約を交わすのだ。


「たわけ。ここに〈アルス・マグナ〉はおらぬ。エミリオ、〈アルス・マグナ〉はもうおんしの呼びかけには応こたえぬのであろ？」


　カナメの指し摘てきに、エミリオは身を強張らせたが、小さく頷うなずいた。マルクが知らないどこかで──それは行き先こそ逆だが同じ大陸横断特急での出来事だが──それを知るやりとりがあったのだろう。


「ならば、どうすれば良いのです？」


「〈アルス・マグナ〉は、恐おそらく揺ゆり籠かごから動いてはおらぬ。今もエミリオの体に宿っているはずじゃ。いくらあれが常識外れな精霊であろうとも、契約者の体まで入れ替わることはできぬ」


「つまり、エミリオの体から血を採とれと？」


「そうじゃ」


　あり得ない、というようにマルクは首を横に振った。


　カナメの示した方法は、不可能なのだ。それができるなら、エルミナがこんな目に遭あうことはなかったのだ。


　絶望に屈くつしそうだった。


「無理です。カナメ、あなただってご存じのはずでしょう？　〈アルス・マグナ〉に守られたエミリオの体を傷付けることはできません。だから、エルミナは契約者を集めなければならなかっ──っ？」


　カナメが、マルクのネクタイを引っ張ってきた。


「──それでも、やるのじゃ！」


　突とつ然ぜんの剣けん幕まくに、マルクも他の三人も圧あつ倒とうされてしまった。


「本来群れることのない契約者を十四人も集め、目覚めぬエミリオを目覚めさせ、未来まで予測するヴィルヘルムを下して来たのじゃ。今さら不可能が一つ増えたくらいで泣き言を申すでない！」


　ありったけの力を込めた、あまりと言えばあまりの言動に、逆にマルクは納得させられてしまった。


「頼たのむ……」


　それで力を使い果たしたように、カナメはマルクの胸に顔を埋うずめてきた。


「頼むのじゃ……。おんしが無理などと言ったら、誰がエルミナを助けるのじゃ」


　カナメは、震ふるえていた。自分の言葉が荒こう唐とう無む稽けいであることくらい、理解しているのだ。それでも、それを叫ばずにはいられなかったのだ。


　万が一、いや億が一にも満たない、あまりに拙つたないものとはいえ、彼女が見つけたたった一つの希望だから。


　とうとう、カナメが嗚お咽えつを漏もらした。


「あやつを幸せにするのであろ？　これでは、あんまりではないか……」


　マルクは、そっとカナメの肩かたへ両手を載のせた。


「申し訳ありません。また、嫌いやな役回りを任まかせました」


　それから、マルクはカナメの体を自分から離はなした。


「ですが、慰なぐさめはしません」


　マルクが抱だきしめて慰めるべき相手は、カナメではない。マルクは、彼女ではない女を選んだのだ。だから、それを彼女にするわけにはいかない。そう、決めたのだ。


「──その代わり、あなたが言った無理を押し通してやります」


　そうなのだ。ここに来るまで──エルミナと出で逢あってから、何度も死ぬような目に遭った。どうしようもないような状況にだって、何度も追おい詰つめられた。勝ち目がない相手に挑むことなど、いくらでもあった。


　それが今さらもう一つ増えたくらいでなにを狼狽うろたえているというのだ。


　たとえ、それが契約者を超こえた〝在あるはずのないもの〟であったとしても、今までとなにが違ちがうというのだ。


　──手段などというものは、自分で作るものです。


　それが、ヴァレンシュタイン家の執事の在り方なのだ。


　今までも、そしてこれからも……。


　カナメは一度瞬まばたきをしてから、確かに笑みを浮うかべた。


「それで良い。それが私の知っておるおんしじゃ」


　力強く頷き返して、マルクはパンパンと手を鳴らした。


「それでは、そろそろお休みください。エミリオも、カナメたちも。列車がついたら、エルミナを起こすまで休む時間などないと思っていただきたい」


　そう言うと、エミリオが「まあ」と顔を覆おおった。


「困りましたわ。一年ぶりに姉様にお会いするというのに、くたびれた顔を見せるわけにはいきませんもの。早く休ませていただきますわ」


　続けて、セリアが嗜し虐ぎやく的な眼まな差ざしを向けてくる。


「主あるじ就しゆう寝しん。即そく退出──〈ルー・グー〉」


「ぐあっ？」


　セリアの能力は引力とそれを反転させた斥せき力りよくである。


　斥力でマルクは通路まで吹ふき飛ばされた。


　──なにも能力まで使う必要はなかったはずです……！


　マルクが怨えん嗟さの呻き声を漏らしていると、目の前に白い影かげが揺れた。


「ふん、みだりに女子の体に触ふれるからそういうことになるのじゃ」


「あ、あれは不ふ可か抗こう力りよくです」


　そもそも、しがみついてきたのはカナメだったはずだ。


　からかうような笑みを浮かべると、カナメは「じゃが」と続けた。


「私の無理を聞いてくれたことには、礼を言っておくのじゃ」


　マルクはにわかに目を大きく開き、それからなにを今さらというように苦笑する。


「あなたには今までさんざん無理を言ってきました。そのツケだと考えれば、高いものでもありませんよ」


　フンと鼻を鳴らし、カナメが背中を向けた。短くなった白はく髪はつが、ランプの灯あかりで朱しゆに染まって見えた。


　その後ろ姿は、相も変わらず惚ほれ惚ぼれするほど美しかった。


「惜おしい、と思ってはいまいか？　カナメ嬢じようのことを」


「な、なにを言うのです」


　特等客室の扉とびらが閉まるのを見送って、不意にそんなことを言ってきたのはジェノバだった。


「おや、あなたはエミリオの部屋で休まないのですか？」


「主のベッドを使用人が独どく占せんするわけにはいくまい。セリア嬢もじきに出てくるだろう。エミリオ嬢の隣となりにはカナメ嬢がいれば十分さ」


　そう言って、ジェノバは見事な黒くろ髪かみを振ふり払はらう。


　マルクはなんとなく、その姿を見てポカンとしてしまった。ジェノバが眉まゆを顰ひそめる。


「なにか言いたいことでもあるのか？」


「いえ、なんというか、少し大人っぽくなりましたね」


　状じよう況きようが状況だけに、普ふ段だんの馬ば鹿か騒さわぎが影を潜ひそめているせいだろうか。今のジェノバは妙みように落ち着いており、マルクが知る彼女よりも大人びて見えた。


「恋こいをすれば人も変わる、ということさ」


「恋……！」


　今、ジェノバの口から、彼女にもっともそぐわぬ言葉を聞いたような気がする。変の間ま違ちがいではないかと、マルクは真しん剣けんに考えた。


　啞あ然ぜんとする間に、ジェノバは揺れる通路の向こうへ去っていった。


「へぶしっ」


　しばらく呆ぼう然ぜんとしていたマルクは、寒気を感じて我われに返った。


「妙ですね。今夜は冷え込みます……」


　それから、マルクは今が冬に差し掛かかっていることを思い出した。この季節に燕えん尾び服ふく一丁でいれば、それは寒いだろう。


「なんだ。上着持ってないのか。これ使うか？」


「あ、ええ。お借りします」


　身み震ぶるいしていると、上着が差し出された。安物だが、温かそうな黒のコートだ。袖そでを通しながら、マルクは眉を顰めた。


〈契けい約やく書しよ〉の副作用で、マルクは気温に対する感覚が狂くるっている。暑さも寒さも曖あい昧まいにしか感じられないのだ。


　それが今は過か剰じようなほどに寒く感じる。


　──〈契約書〉の異常が影えい響きようしているのでしょうか……？


　これから不可能に挑いどもうとするマルクは、それがどういった異常なのかを考えはしなかった。





　　　　[image: ]





　本来ならば、そこには赤あか錆さびた色の砂をかぶった、古びた街並みが広がっているはずだった。


　それが、今はない。


　いや、正確にはまだ見て取ることはできる。道も道として残っており、建物の面おも影かげも目を凝こらせば確かめることができる。


〝在るはず〟の光景が正常に目もく撃げきすることができないのは、そこに〝別の景色〟が重なっているからだった。


　聞こえるのは鬨ときの声。立ち並ぶのは甲かつ冑ちゆうに身を包んだ男たち。手に握にぎられるのは人の体など容易たやすく貫つらぬくだろう、鋭するどい槍やりや剣けん、鏃やじりのついた弓矢。無骨な車輪と鉄てつ杭くいを備えた戦車チヤリオツツなどというものまである。


　周囲に広がるのもロックウォールの木造建築ではなく、崩くずれた石造りの柱や、かつては華はなやかだったのだろう幽ゆう玄げんな石の回かい廊ろう。踏ふみ荒あらされた戦場の街だった。


　それは旧世界の兵とはいえ、紛まぎれもなく統率の取れた軍の編隊だった。


　契約者ならば、あるいは気付かれずに潜せん入にゆうできるものはいるかもしれない。能力の質次第では、この戦場を突つき抜ぬけることもできるかもしれない。


　しかし、正面から打うち砕くだけるものなど、契約者では存在し得ない。


　将の号令で矢が撃うち放たれ、槍を構えた兵士たちが突とつ撃げきを始める。大男が跨またがり、二本の鞭むちを振るう巨きよ大だいな戦車チヤリオツツが眼前に在る全てを踏みしだかんと迫せまったときだった。





　ゴウッ──世界が、真っ二つに裂さけた。





　進しん撃げきする戦車チヤリオツツが、降り注ぐ矢が、突とつ進しんする兵が、虚きよ像ぞうのように搔かき消けされて散る。


　旧約聖書の聖者がそうしたように、戦場という海が左右に断ち割られる。


「所しよ詮せんはまやかし、だな」


　目の前の奇き跡せきに昂たかぶるでもなく、つまらなさそうに呟つぶやいたのはアルバだった。


　過去の軍勢は、未いまだ攻こう撃げきの手を緩ゆるめはしない。その敵意の雨の中を、アルバは慣れ親しんだ我が家でも歩くように悠ゆう然ぜんと進む。


　アルバに届く前に、全てが消しよう滅めつしているのだ。そこで世界が途と絶だえているかのように。


〈ヌー・アッド〉の羽ばたきは、契約者の異能を搔き消す。それは〈アルス・マグナ〉が紡つむぐ〝在るはずのない〟過去とて例外ではない。


　だから、アルバは自分のために開かれた道を進むだけで良い。


「おい、あんまり〝力〟を無む駄だ遣づかいするなよ。〈バーラ・ルー〉だってもう〈器うつわ〉をなくしたんだ。それだってそんなに力は残ってないんだろ？」


　気遣うように……というよりは、こんなところで放り出されることを恐おそれるように喚わめくのは、グレリオだった。


〈精せい霊れいの器〉は契約者とは違い、対価を必要としない。代わりに、その力は有限である。


　かつて、アルバはエルミナと能力をぶつけ合ったことがある。


　結果は、引き分けだった。


〈精霊の器〉の力は無限ではない。当時のアルバにはやらなければならないことがあり、力を使い切るわけにはいかなかった。


　しかし全力ではなかったとはいえ、契約精霊の〈アルス・マグナ〉はエミリオ一人分の対価で、〈器〉在る精霊〈ヌー・アッド〉と拮きつ抗こうしたのだ。


　それが今や数百人、いや数千人に及およぶ契約者を手に入れてしまった。果たして〈ヌー・アッド〉の力を使い切っても止められるかどうか。


　そもそも、この状況では、〈眠ねむり姫ひめ〉の元へたどり着くまで保もつかどうか。


　アルバは苛いら立だたしそうにグレリオを睨ねめ付けた。


「一体誰だれのせいで〈バーラ・ルー〉が失われたのか、忘れたのか？　そもそも貴様について来いと言った覚えはないんだがな」


「ふん。依い頼らい料を受け取る前に、依頼主に死なれたら困るんだよ」


　大人と子供では歩ほ幅はばが違う。小走りに追いかけながら、グレリオは続ける。


「お前こそ、なんだってこんな割の合わない仕事を請うけ負おったんだ？　アイシャのためとか言うんなら、側にいてやればいいだろうが──うわっ？」


　鬱うつ陶とうしくなって、アルバはグレリオに足をかけた。それから、容よう赦しやのない言葉を浴びせる。


「お前の人生に、なにか意味はあるのか？」


「ふん。契約者が自分の人生に意味なんか求めると思ってるのか？」


「いいや？　思わんな。自分のために生きて自分のために死ぬ。お前たち契約者は単純シンプルで良い。それは素直にそう思う」


「なにが言いたいんだよ」


　胸ポケットから葉巻を取り出し、アルバは火を点けて紫し煙えんを吐はき出す。


「俺は最後はただ道ばたでのたれ死ぬだけの、ただの悪党だ。今さら償つぐなおうとも思わん。それが俺の道だ」


　それから「だがな」と続けた。


「そんなつまらん悪党でも、一生のうちで一度くらい〝なにかを残すために〟命いのちを懸かけてみるのも悪くはない。そう、思っただけだ」


　そうして残した〝なにか〟を受け取るのは誰なのだろう。自分は誰に残してやりたいのだろう。それはアルバ自身にも上う手まく説明できなかった。


　アイシャのためなのか、それともあの不器用な少女エルミナなのか、あるいは……。


　──フン。ナンセンスだな。


　グレリオは腹立たしそうに顔を背そむけた。


「やっぱり、ぼくはお前が嫌きらいだ」


「奇き遇ぐうだな。俺もお前が嫌いだ。あの召めし使つかいの次くらいに、な」


　グレリオは声を上げて笑い始めた。


「はっ、ずいぶん買ってくれるじゃないか！」


　それから両手の人差し指と親指で長方形を模かたどり、その中にアルバを収めるように覗のぞき込む。


「たまにはお前くらいひねた男が主人公の脚きやく本ほんも悪くはない。お前がどんなくたばり方をするのか、意地でも見たくなったよ」


　楽しげに笑う、しかし腹黒い契約者に、アルバは小さく笑った。


「お前の望む結末を演じてやるつもりはないがな」


　と、そのときだった。


　二つに割れた世界──〈ヌー・アッド〉の領域に、一騎きの騎兵が飛び込んで来た。


　アルバは吸いかけの葉巻をポイッと放る。火の点いた葉巻は寸すん分ぶん違たがわず騎兵の顔を直ちよく撃げきし、馬上で悲鳴を上げさせる。


「吹ふっ飛ばせ──〈キー・アーン〉」


　グレリオの呼びかけに、炎ほのおで出来た金雀エインジルが一羽飛び立つ。そして──


　ドゴンッ──爆炎を巻いて、騎兵を呑のみ込んだ。


　瞬またたく間まにガラスとなって砕けた騎兵を見送り、アルバは小さく舌打ちを漏もらした。


「少し、急ぐ必要がある、か」


　力を絞しぼっているとはいえ、〈ヌー・アッド〉でも揺ゆり籠かごを押さえきれなくなっている。


　グレリオも爆ばく風ふうで乱れた髪かみを直しつつ、フンと鼻を鳴らした。


「さっきも言ったけど、無駄遣いするなよ？」


　そして、二人の悪党は走り始めた。





　足早に駆かけながら、グレリオの爆ばく弾だんが兵士の一体を吹き飛ばす。


「はあ、はあ、……こいつら、結局なんなんだ？」


　同じように、アルバも飛び出してきた兵士を面めん倒どう臭くさそうに拳けん銃じゆうで撃つ。


　アルバたちの進む道に、割り込む〝過去〟が増えてきている。


　──〈ヌー・アッド〉が押さえていても、これほどか。


　これでは契約者が徒党を組んだとしても、そうそう切り抜けることはできまい。ただの人間など論外も良いところだ。個としての力では、〝過去〟という膨ぼう大だいな質量には抗あらがいようがない。


　グレリオが能力で牽けん制せいする間に拳銃を口でくわえ、アルバは素早く片手で弾だん丸がんを補ほ充じゆうし直す。


「さあな？　これも揺り籠──エルミナの蜃しん気き楼ろうの屋や敷しきと同じような存在なのだろう。とうの昔に失われた〝在るはずのないもの〟とやらだ」


「これが蜃気楼の屋敷？」


　グレリオは耳を疑うような声を上げる。


「蜃気楼の屋敷は〝在るはずのないもの〟をごちゃまぜに詰つめ込んでるだけで、ただ壊こわれないだけの屋敷じゃないのか？」


〈アルス・マグナ〉の揺り籠は、本来〈眠り姫〉が望む夢であり、望まれぬ来訪者を拒こばむ蜃気楼のようなものなのだ。


　行く手を阻はばもうと、飛び出してきた巨きよ漢かんを、アルバは鬱陶しそうに射殺する。


「お前、それでも〈宣教師〉か？　二千年も〈精杯グレイルの姫〉を追いかけてきたのなら、揺り籠の詳しよう細さいくらい調べておけ」


　かつてグレリオが籍せきを置いていた組織──〈宣教師〉は、〈アルス・マグナ〉──〈精杯グレイル〉とその〈姫〉を長らく追って来た。今こん代だいに於おいても、やはりエルミナがその〈姫〉であると突き止め、狙ねらってきたのだ。


「ふん。分かってないのはお前の方だ。あの屋敷自体が、従来の揺り籠に比べてずいぶんおかしなものだったんだ。……揺り籠は〈精杯グレイルの姫〉が眠る、ただの棺ひつぎなんだ。あんなわけの分からない植物が生えたりする場所じゃない。あんな広いものだった記録もない」


　拗すねたように語るグレリオに、アルバは僅わずかながら関心のある目を向けた。


「では、初めからこの兆候はあったと考えるべきか」


「蜃気楼の屋敷は、こんな凶きよう暴ぼうなもんじゃなかったはずだろ？」


「身を守るために、肥大化していたとは考えないのか？」


　三羽の金雀エインジルを解とき放ちながら、グレリオが首を傾かしげた。


「身を守る？　〈精杯グレイルの姫〉のか？」


「エルミナの一族が追われていたのは昔からなのだろう？　そんな要望に応こたえてくれる〈アルス・マグナ〉なら、あいつはああも苦労はしなかっただろう」


「じゃあ、なんのことを言ってるんだ？」


　呆あきれたようにグレリオへ視線を向け、それからアルバは忌いま々いましそうにその名を口にした。





「──〈アルス・マグナ〉が、に決まっているだろう」





　グレリオが、ポカンと口を開いた。


「俺はクーランの祭司だったもんでな。聞こえるんだよ。敵意と怒いかりの中に、怯おびえるような悲鳴がな」


　理解できないというように、グレリオが首を横に振ふった。


「怯える……？　これだけの力を持った〈精杯グレイル〉が、一体なにから身を守るって言うんだ？」


「そんなものは、一つしかない……──っ！」


　アルバが鋭するどく目を細めたのを見て、グレリオも〝それ〟に気付いた。


　──どうやら、俺の憶おく測そくは正しかったらしいな。


　そこに、一人の青年が佇たたずんでいた。


〈ヌー・アッド〉の羽ばたきを受けていながら、搔き消されぬもの。


「ど、どうなってんだよ。なんでこいつがここにいる……！」


　蒼そう白はくになって震ふるえるグレリオに、今度ばかりはアルバも共感した。


「なるほど……揺り籠には、番人がいるものか」


　それはアルバにしては極きわめて珍めずらしい、呻うめき声だった。


「こいつは、厄やつ介かいだな……」


〈ヌー・アッド〉の力を使えば、倒たおせぬ相手ではない。しかし、恐おそらくそれで〈器〉は力を使い果たす。


　──アイシャ……。


　アルバの手に残された武器は二つ。


　氏族〈ウィード〉が残した〈精霊の器〉と、そしてギャングとして半生を共に過ごした拳銃が一丁。


　それを握にぎるアルバの腕うでは一本しかない。


　そしてアルバが摑つかんだのは────
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　グランテレサ──駅構内


「それでは私はもう一度屋敷と連れん絡らくを取ってみます。カナメたちはエミリオを乗り換かえ口に案内してください」


　大陸横断特急の終着駅にて、マルクは使用人たちにテキパキと指示を飛ばす。これから鈍どん行こうに乗り継つぎ、エミリオの体が待つロックウォールへ向かうのだ。


「それは良いが、屋敷に連絡はつくのか？」


　小声で囁ささやいてきたカナメの指し摘てきに、マルクも難しい顔をした。


　──今度こそ、誰だれか出てくれるとありがたいのですが……。


　特急列車に乗る前にも、マルクは屋敷へ連絡を入れている。屋敷へ戻もどる旨むねと、この厄介な状じよう況きようを知らせなければならないのだから。


　しかし、そのときどういうわけか誰にも繫つながらなかったのだ。定期連絡もあるので、ドミニクかアーロンが出るはずだったのだが……。


「ニュージョンストンはごたついていましたから、その影えい響きようだったと思いたいところですが……」


　この上、屋敷でも問題が起こっていたとなれば手に負えない。


「どうかなさいましたの？」


　エミリオが不安そうな顔を見せたことで、マルクは微笑を取り繕つくろった。


「いえ、乗り換え口の確認をしていただけでございます」


　言ってから、マルクはしまったと思った。


　──迂う闊かつ。エミリオは思考を読めるのでした。


　下へ手たなごまかしは不安を煽あおるだけだったかもしれない。


　そう思ったのだが……。


「そうですの。迷子にならないでくださいな」


　クスリと笑って、エミリオは引き下がった。


「……おい、あやつ」


　もう一度小声で囁いてきたカナメに、マルクは呻くように頷うなずいた。


　──〈契けい約やく書しよ〉の能力が失われている……？


　エミリオの読心能力は、〈空白の契約書〉によるものだ。それが失われつつある今、能力も消失しているのではないか？


　──本当に、余よ裕ゆうがなくなってきましたね。


　カナメたちと別れ、構内にある電話へ向かおうとして、マルクはふと足を止めた。


「なんです、この人ひと集だかりは？」


　この時代、庶しよ民みんはまだ電話という機械の利便性を認知していなかった。構内に設置された電話機は多くはないが、それでもこう混み合うものではなかったはずだ。


　それがどこまで列が続いているのか分からないほど、人が並んでいる。


　マルクが首を傾げていると、すぐ後ろから聞き覚えのある声が聞こえた。


「遅おそかったわね」


　反射的に振り返ると、そこには真っ赤なドレスに身を包んだ女性……に見える男が立っていた。


「クリス？」


　一昨晩はニュージョンストンにいたというのに、何な故ぜマルクたちよりも先にグランテレサにいるのか。まったく以もつて神しん出しゆつ鬼き没ぼつな生き物である。


　あからさまに嫌いやそうな顔をするマルクに、クリスは物悲しそうな笑みを溢こぼした。


「あんた、遅かったわ。本当に」


　いつものふざけた態度とは違ちがうそれに首を傾げて、クリスのすぐ後ろにもう一つ人ひと影かげがあることに気付いた。


　人混みと、相手が小さかったことで気付かなかった。


「アイシャ……？」


　なにがあろうとも屋敷を離はなれることがなかった〝揺り籠の番人〟が、ロックウォールを遠く離れたこの街にいるのが、マルクには信じられなかった。


「マルクさん……」


　琥こ珀はく色いろの大きな瞳ひとみから、ボロボロと涙なみだが溢あふれだした。


「ど、どうしたのですアイシャ……？」


　答える代わりに、アイシャは大きな瑠璃ラピス・ラズリを取り出した。


「それが、なにか？」


　普ふ段だんから彼女が大切にしているものだ。そう思ったのだが……。


「いえ、これは、アルバの……？」


　アイシャの瑠璃とは少し模様が違う。これと同じようなものを持っているのは、彼女の兄である、アルバくらいのもののはずだ。


　そう考えて、マルクは寒気にも似た感覚を覚えた。


　それを肯こう定ていするように、アイシャは涙声でこう言った。





「アルバさんが…………」





　現実は、マルクの予想する〝最悪〟を大おお幅はばに上回っていた。










　第二章　されど道行きは昏くらく険けわしく







　──ここは、どこ？





　霧きりでもかかっているような、真っ白な世界で、少女は目を覚ました。


　右にも左にも見えるものはなく、立っているそこが平らなのかそうでないのか、そもそも自分の体はどうなっているのか。いや、体など本当にあるのだろうか？


　そんな曖あい昧まいな世界で抱いだくのは、怯おびえではなく、むしろそのまま消えてしまいたくなるような、抗あらがいようのない睡すい魔まだった。


　──眠ねむっては駄だ目めだ。私はまだ…………。


　そう考えて、少女は続きを見つけられなかった。


　──私は、なにをしたかったのだろうか……。


　そもそも、自分は一体誰だれだったのだろうか？


　自分の存在が消えていく。不安を感じる気持ちすら消えていき、次第に安らぎさえ感じ始める。


　そうして瞼まぶたを下ろそうとしたときだった。





　──たとえあなたがどこへ行こうとも、私はあなたを見つけてみせます──





　少女は、重たい瞼を開いた。


　──帰る、のだ。


　誰の言葉だったのか、それさえも思い出せない。それでも、確かに〝彼〟はそう言ってくれたのだ。


　だから、諦あきらめるわけにはいかないのだ。


　自分の体がどこにあるのかも分からない白の世界で、少女は這はうように進み始めた。普ふ段だんの己おのれならば恥ち辱じよくで憤ふん死ししかねない、はしたない姿を晒さらしながら。


　そんな少女に根負けしたように、白の世界が揺ゆらいだ。


　そして──





「──姉様」





　そっと、誰かが少女の手を包み込んだ。


「姉様、こんなところで寝ねていると風か邪ぜを引いてしまいますわ。お部屋に戻もどりましょう？」


　それは、誰よりも強く少女の中に残っている姿だった。思わず縋すがってしまいたくなる、懐なつかしい声だった。


　──でも、駄目だ。私は、行かなければならないのだ。


　頭を振ふると、少女の体をそっと抱かかえ起こす別の誰かがいた。


「あまり心配ばかりさせるでない。おんしは私たちを頼たよれば良いのじゃ」


　それは、誰よりも少女の心の中に踏ふみ込んできた姿だった。ときには厳きびしく、ときには優しく、少女と対等の人間として、張り合ってくれた親友だった。


　──君ならば分かるであろう？　私は、ここにいるわけには…………。


　そして、少女の手を誰かがそっと包み込んだ。





「あなたの居場所はここにあります。私の隣となりに、いつまでも」





　そう言って優しく笑いかけたのは、少女の心の支ささえになっていた声だった。〝彼〟がいたから、少女はここまで歩いてこられたのだ。


　いつしか、白の世界は懐かしい庭園に変へん貌ぼうしていた。


　微睡まどろみの中、少女はその世界に抗うことはできなかった。
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「ロックウォールが、壊かい滅めつした……ですって」


　マルクは、耳を疑った。


　カナメやジェノバ、セリアまでもが信じられないというように、目を大きく開く。エミリオに至っては蒼そう白はくで、今にも倒たおれそうだった。


「事実なのである。現在、あちらへ通じる列車も運行されていないのである」


　さらに追い打ちをかけるように、フクロウの面をつけた巨きよ漢かん──アーロンが語る。その頭頂部は天てん井じようにぶつかっており、首を傾かしげている。


　グランテレサ駅を少し離れた地下酒場にて、マルクたちはクリスとアーロン、そしてアイシャから話を聞かされていた。


　アイシャはアルバの瑠璃ラピス・ラズリを大切そうに抱だきしめていた。


「アルバさん、〈アルス・マグナ〉を止めに行ったんです。だけど、グレリオがこの子だけ持って帰って来て…………あ、あたしが……あたしが、悪いんです！　番人なのに揺り籠かごから逃にげ出して、それをアルバさんに押しつけたんです！」


　顔を覆おおって、とうとうアイシャは声を上げて泣き始めた。


　主の前なのだ。立場上、マルクはそれを諌いさめなければならないはずだが、できなかった。


　アルバは、アイシャの兄だったのだ。彼がそれを隠かくしたがっていたため、口には出さなかったが、アイシャはそれに気付いていた。本当なら、もっと甘えたかったはずなのだ。


　──あの、アルバが死んだ……？


　エルミナと──〈アルス・マグナ〉と並ぶ力を持ち、ギャングという訓練された組織を率ひきいていたあの男ですら届かなかった。


　犬けん猿えんの仲とはいえ──いや、それゆえにアルバの力を認めていたマルクには、信じられなかった。


　セリアがそっとアイシャの肩かたを抱いて慰なぐさめる。


　──いいえ、あの男は殺しても死ぬような男ではありません！


　マルクは席を立つと、そっとアイシャの前にしゃがみ込んだ。


「アイシャ、落ち着きなさい。アルバは死んではいません」


　しゃくり上げながら、アイシャがマルクの顔を見る。


「あの男が強かったのは、〈精せい霊れいの器うつわ〉を持っていたからではありません。あなたがいたからです」


　マルクはアルバが嫌きらいだ。


　アルバはマルクの隠れ家がに放火し、マルクの全財産を奪うばった。おまけにエルミナを狙ねらっていたくせに馴なれ馴なれしく話しかけてくる。あの男のせいで痛い目に遭あったのは一度や二度ではない。


　そのマルクが、認めた。


　アルバは強い。


「あ、あたし、が？　な、なんで……」


「アルバは自分がギャングであることを、誰よりも理解していました。クーランを捨すてたことも理解していました。それでもあなたのためならば、なりふり構わず持てる力の全てを躊ちゆう躇ちよなく使うのです」


　それから苦笑した。


「あの男はあなたが死んだと思い込んで、あなたを生き返らせるためにファミリーの財政が傾かたむくほど力を注そそいだこともあるのですよ？」


　それを身近で見て来たセリアが居い心ごこ地ちが悪そうに目を逸そらした。


「あなたが頼ったのなら、あの男は誰よりも強かったはずです。届かなかったかもしれない。ですが道ばたで無ぶ様ざまな屍しかばねを晒すほど無責任な男ではありません。生き延びています」


　だからマルクは断言できる。アルバは死んでいない。この程度で死ぬ男が自分を苦しめてきたなど、マルクは認めない。


　マルクの言葉は届いただろうか。


　アイシャはゴシゴシと目を擦こすると、確かに頷うなずいた。


「それで、グレリオはどうしたのです？」


　こんな状じよう況きようだ。グレリオは信用ならないが、戦力としては大きい。


　アイシャは首を横に振った。そして大おお振ぶりの瑠璃ラピス・ラズリを取り出す。


「分からないです。この子を置いたら、そのままどこかへ行っちゃいました」


　──まあ、契けい約やく者しやならばそうなりますか。


　契約者は本来、割に合わない行動を拒きよ絶ぜつする。雇やとい主ぬしが倒れても依い頼らいを遂すい行こうするような酔すい狂きような性質は持ち合わせていない。アルバの瑠璃を届けに来ただけ、あの子供は律りち儀ぎだったと言えよう。


「まあ、そちらは良いでしょう。それよりもロックウォールを呑のみ込んだ戦場の景色というのは〝揺り籠〟で間ま違ちがいないのですね？」


「はい。ドミニクさんも、そう判断したみたいでした」


　ドミニクは人の身で契約者を圧あつ倒とうするほどの男だった。人であるがゆえ〈アルス・マグナ〉から逃のがれる術すべはなかった。


　ふむ、とマルクは首を傾げた。


「分かりませんね。〈アルス・マグナ〉は確かに〝在あるはずのないもの〟を紡つむぎますが、それは過去の残ざん滓しに過ぎないはずです。標的を認識して攻こう撃げきしてくるというのは、どういうことでしょうか」


　その〝過去〟の兵士たちに、自我は存在しているのだろうか？


「揺り籠が〝こちら側〟に侵しん食しよくしてきたのは初めてではありませんが、それも幻げん影えいのようなもので、向こうからはこちらを認識していなかったはずです。そうですね、カナメ？」


　エルミナがロックウォールの屋や敷しきを飛び出してほどなく、カナメたちは列車の中で暴走した〝揺り籠〟に呑まれた。マルクもその一部を目もく撃げきし、カナメに至ってはずっと中にいたのだ。


　カナメは思案するように指を唇くちびるに添そえる。それから、険しい表情で口を開いた。


「一方通行だった〝道〟が、互たがいに通じたと考えればそうおかしなことでもあるまい」


「というと？」


　カナメはテーブルに溢あふれた滴しずくを指でなぞり、小さな円を描えがく。


「この円の中を揺り籠だとするのじゃ。私が遭そう遇ぐうしたときは、外側から円を覗のぞいたようなものだったのじゃ。だが、この円がもっと大きかったならばどうじゃ？」


「大きくても、同じではありませんか？」


　マルクが首を傾げると、無言だったジェノバが首を横に振った。


「なるほど。このテーブルよりも大きく、店よりも、街よりも、この国、大陸、海を越こえるほどに大きくなれば、一本の線になる。そのとき、内側と外側を見分ける明確な術は存在しない」


　ジェノバの例え話に、カナメが頷いた。考えてみれば、この二人がまともに会話をしているところをマルクは初めて見た気がする。


「私たちが〝過去〟を見ているように、過去側からは〝未来〟が見えているとすれば、お互いを認識できるはずじゃ」


「お互いを認識できるならば、そこに実体がなくとも体が影えい響きようを受ける……そういうことでございますか」


　カナメの〝対価〟は実体だった。幽ゆう霊れいのように物体を素通りしてしまう体だったのだ。そんな体でも、彼女は斬きられれば傷を負っていた。実体がなくとも、意識がそれを認識してしまうがゆえ〝思い込み〟が傷となって浮うかび上がっていたのだ。


　それを認めた上で、マルクは自信のある笑みを浮かべた。


「ならば、こちらからの攻撃も届くということになりますね」


　マルクにカナメ、セリアにアーロン、そしてアイシャとジェノバ。ここには契約者が七人もいるのだ。その内三人は国内最強に数えられる〈四強〉である。


　ヴァレンシュタイン家の使用人が総出で向かえば、一国の軍隊であろうとも踏み砕くだけるものではない。


「ここからロックウォールまで、一時間です。今から出向けば、ちょうど陽が落ちる時間に到とう着ちやくします。あとはどうやって列車を出させるかですね……」


　夜のマルクは、ロックウォール程度の大きさならば街ごと能力で覆い尽つくせる。〈アルス・マグナ〉がそれだけで押さえられるとは思えないが、街の怪かい異いだけなら覆くつがえせる。


　マルクがそう語ると、クリスが堪こらえきれなくなったようにケラケラと笑い始めた。


「あっはははははははっ！」


「……なんです？　その不ふ愉ゆ快かいな笑いは」


　腹を抱えて笑い続けると、クリスは哀あわれみを込めた目でマルクを見た。


「あんた、なんにも分かってないわ」


「……エルミナのことを言っているのですか？」


　エルミナを起こすためには、エミリオの体から血を手に入れなければならない。それができないから、エルミナは回り道をしなければならなかったのだ。


　そしてマルクは〝無理を押し通す〟と宣言したものの、未いまだになんの手段も見み出いだせていない。


　クリスはさもおかしそうに目を細めた。


「それ以前の問題。あんた、このままじゃ屋敷にもたどり着けないって言ってるの」


「なにをわけの分からないことを──っ？」


　言いかけたマルクに、クリスが突とつ然ぜん銃じゆうを向けてきた。ドレスの中に隠し持っている、小型の拳けん銃じゆうだ。


「ク、クリスさん、なにするんですか！」


　悲鳴を上げるアイシャに、クリスは優しく微笑ほほえみかける。
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「ごめんなさい、アイシャちゃん。ちょっと目を瞑つぶっていてくれるかしら？」


　余よ裕ゆうを見せるクリスに、マルクはため息を漏もらした。


「そんなおもちゃでなにをしたいというのです？」


　マルクの〝影かげ〟は触ふれたもの全てを拘こう束そくする。いくら速かろうが、銃じゆう弾だんごときを止めることは造作もない。


「三つ数えたら撃うつわ。それで現実に気付きなさい」


「さっきからなにを──」


「ひとーつ」


　拳銃など、マルクの前ではなんの意味も持たない。それくらい、クリスとて理解しているはずだ。だというのにこの行動になんの意味があるのだ？


「ふたーつ」


　クリスは、三を数えれば本当に撃つだろう。


　それくらい、マルクにも分かるが、それだけになんの意味があるのか理解できない。


「──あっ」


　アイシャがハッとしたような声を上げ、それからカナメが反射的に顔を強こわ張ばらせた。


　同時に、マルクは悪お寒かんを感じた。


　──銃など、無意味なはずです……！


　そして、クリスは最後の言葉を口にした。


「みーっつ」


　カナメとアイシャが同時に叫さけんだ。


「──避よけよマルク！」


「駄だ目めです、避けてマルクさん！」





　パンッ──乾かわいた音が、地下酒場を貫つらぬいた。





「どうなって、いるのです……？」


　マルクは、床ゆかに膝ひざをついていた。


　呆ぼう然ぜんとして呟つぶやいたマルクの頰ほおから、赤い滴が伝い落ちた。血だ。とっさに体を傾けなければ、頭を撃ち抜ぬかれていた。


　クリスは、呆あきれたような眼まな差ざしで、こう言った。





「あんた、もう契けい約やく者しやじゃないのよ」





　マルクの呼びかけに、〈クフ・リーン〉は応こたえなかった。
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　──マルクが、能力を失った──


　アイシャも、すでに能力を失っていた。


「原因は、〈空白の契約書〉か……」


　陽の沈しずんだ空を見上げ、ジェノバは身み震ぶるいした。


　使用人たちは解散し、地下酒場から各々思う場所へ散っていった。ロックウォールへ乗り込むかは、まだ決まっていない。


　あのあと試してみたが、カナメの能力はまだ健在だった。


　能力が消えたのは、アイシャとマルクだけだ。


　そして、それは〈契約書〉から名前が失われた二人でもあった。


「リミットを早めているのは、やはり能力の使用か？」


　マルクの名前が砕けるまで十時間以上かかったのに対し、アイシャの名前はエルミナが倒たおれてから数分後に失われた。そのとき彼女は屋敷で〝過去〟と交戦したらしい。


　それから、ジェノバにしては珍めずらしく深いため息を漏らした。


　──私は、足でまといになるな……。


　ジェノバの能力は〝血〟である。血液の成分を変質させることにより、超ちよう人じん的な身体能力と再生能力を生み出している。


　しかし、その能力が失われれば、アーロンのような腕わん力りよくにものを言わせる戦い方はできなくなる。マルクのようなナイフの技わざも、殺気すらも自在に扱あつかうカナメのような剣けん技ぎも、アイシャのような体術も、セリアのような銃技もない。


　ジェノバだけが、なにも持っていない。


　──こういうとき、道どう化けならばどう振ふる舞まうべきなのだろうな……。


　マルクやカナメ、屋敷の使用人たちは能力を失おうとも突つき進むのだろう。ジェノバも、ともに進みたいと思っている。だが、その力が、自分にはない。


　──せめて、棺ひつぎがあれば……。


　過あやまちには償つぐないを──未来に進むと決めたジェノバは、それまで自分を守ってくれた棺と決別した。もう、あの中に隠かくれるのは止やめることにしたのだ。


　ただ、あの棺の中にはジェノバの武器もまた、大量に内蔵されていたのだ。


「──棺だあ？　そんなもんはうちのファミリーのもんじゃねえ。ディーノ・ファミリーあたりのもんじゃねえのか？」


　突とつ然ぜん響ひびいた怒ど声せいに、ジェノバはビクッと身を震わせ、慌あわてて物もの陰かげに隠れる。


「人間か？　人間がいるのか？」


　……未だに、対人恐きよう怖ふ症しようは完治していなかった。


　おっかなびっくり声がした方向を覗き込むと、ギャングらしい男たちが数人集まっていた。リーダー格に見える男は、首から硬貨コインのペンダントをぶら下げていた。


「いや、俺だってそう言ったんですよ、ロッジさん。でもロックウォールからまともに脱だつ出しゆつできたのって、俺たちだけじゃねえですか？　この街のファミリーも余よ所そ者ものの俺たちが流れ込んできてピリピリしてるんですよ」


　どうやら、ロックウォールから逃にげてきたギャングの一味らしい。


「んなこと言っても、棺なんかどうしろってんだ。……一応訊きくが、死体は入ってねえんだろうな？」


「いや、中は開けられなかったんで分からねえです」


「馬ば鹿かかてめえは。それくらい確かめてものを言え」


「そんなこと言ったってあの棺、蓋ふたまで鉄板でできてて、道具でも使わないと開けられませんぜ」





「そこのものども。その話、詳くわしく聞かせるが良い」





　棺──それに心当たりがあったジェノバは、凛りんと声を張り上げた。


「……誰だれだ？　どこにいる？」


　ギャングたちは銃に手をかけ、鋭するどく周囲を見み渡わたす。ジェノバの姿を見つけられなかったらしい。


「どこを見ている。我われはここだ。貴公らが言う棺、心当たりがある」


　やがて男の一人が気付き、ジェノバを指差す。


「ロッジさん、あの子じゃねえですか？」


「ああん？　どこだ……おお、あれ、か？　いや、あれか？」


　ジェノバは物陰でガタガタと震えながら胸を張っていた。そしてこれ見よがしにため息を漏らして首を横に振る。


「我以外の誰がいるというのだ。少しは頭を使うが良い」


　尊大な口調ながら、今にも逃げ出しそうなほど腰こしが退ひけているジェノバ。ギャングたちは反応に困ったように顔を見合わせるが、その内の一人が「あ」と声を上げた。


「思い出した。あの子、マルクといっしょに歩いてた子じゃねえですか？　いつもでっかい棺を背負ってた」


「あー……確かにいたな。それじゃあ、蜃しん気き楼ろうの屋や敷しきの住人か？……くっ、あれも可愛い子じゃねえか。二、三年もしたらすげえ美人になるぞマルクの野や郎ろう……！」


　何な故ぜか怨えん嗟さの声を上げながらも、ギャングたちはわらわらとジェノバの周りに集まってくる。ジェノバは「ひっ」と声を上げながら近くにあった看板にしがみつく。


　金属製のそれは、ボキンと容易たやすくへし折れた。
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　同じころ、別の場所──とある料理店にて向かい合う、まったく似ていない親子の姿があった。


「用件、何事？」


　怪け訝げんそうな眼差しでそう言ったのはセリアだった。


「うぬ。マルク殿どのではないが、アルバ殿のことはあまり心配するな、なのである」


　フクロウの面の向こうからそう言われ、セリアは羞しゆう恥ちしたように顔を伏ふせた。


「不用意に人の思考を読まないでください」


　アーロンは大きな肩かたを竦すくめた。


「それくらい、能力を使わずとも分かるのである」


「用件はそれだけですか？」


「いや、アルバ殿から言こと伝づてを預かっているのである」


　自分でも間ま抜ぬけに思うほど、セリアはビクリと体を震わせてしまった。


「──さっさと注文した料理を作りに来い──だそうである。……前金は受け取ったのであろう？」


　セリアが目を丸くしていると、アーロンはフクロウの仮面を外した。マルク曰いわく、将来はあんな中年になりたいとまで言われた貫かん禄ろくのある顔がん貌ぼうと、その頰から眉み間けんにかかる傷が顕あらわになる。


　あの傷は、彼がセリアを守るために負ったものだ。


　当時、セリアはリオという少年を相棒に〈精せい霊れいの器うつわ〉探しをしていた。そして契けい約やく者しや〈鉄人〉に襲おそわれ、リオは重傷を負って行方ゆくえ知れずとなり、アーロンはセリアを庇かばってあの傷を負った。


〈鉄人〉はアーロンが倒してしまい、セリアは復ふく讐しゆうの相手すら与あたえられず、ただ〈精霊の器〉だけを求めて彷徨さまよい続けた。


「アルバ殿は、貴き殿でんの帰りを待っているのである。迎むかえに行くがよかろう」


「……私が逃げるとは考えないのですか？」


　契約者が挑いどむには、割に合わない話である。


　ロックウォールを呑のみ込んだ〝揺ゆり籠かご〟は契約者の異能でも手に負えるものではなく、時が経たてばその異能すらも失われる。目的を達成するどころか、生きて帰れるかも怪あやしい。


　アーロンは苦笑した。


「そうであるな。貴殿はエルミナ殿に同情はしていても、マルク殿たちほど強い思い入れはないのである。きっとこのまま姿を消して、気ままに生きるのが自然なのであろうな。屋敷を飛び出す前ならば、な」


「なにが、言いたいのですか？」


「外でなにがあったのかは知らぬが、今の貴殿は、良い顔をしているのである。契約者としての損得ではなく、自分のやりたいことは決まっているはずなのである」


「黙もく秘ひ」


　淡あわく微笑を返し、セリアはブランデーを呷あおった。


「アルバ殿と、仲良くやるのであるぞ」


　その言葉は、あたかも別れの言葉のように聞こえてセリアは眉まゆを顰ひそめた。


「何事？」


　アーロンはフクロウの面で顔を覆おおい、深いため息を漏もらした。


「〝あれ〟から、連れん絡らくが来たのである」


　ブフウッ──セリアが、ブランデーを噴ふき出した。


　あたかもそれを予測していたかのようにフクロウの面がアルコールを防ぎ、アーロンは速すみやかに懐ふところから新たな仮面を取り出して付け替かえる。


「用件、如い何かに？」


「〝さっさと帰ってこいこのロクデナシ〟……だったのである」


　人類の限界に挑むような巨きよ体たいを誇ほこり、かつては〈四強〉にも名を連ねた契約者が、あたかも親に叱しかられた子供のようにガタガタと震える。テーブル……どころか店中にカタカタと振しん動どうが伝わり、周囲の客たちがにわかに腰を浮うかした。


　セリアはナプキンで口周りを拭ぬぐい、笑い転げたいのを堪こらえながらアーロンを見上げる。


「服従、帰宅？」


「逃げても、いずれは捕つかまるのである。そのときもっと酷ひどい目に遭あわされるであろうことを考えれば…………」


「休きゆう暇か申しん請せい？」


「遺い憾かんながら」


　堪えきれなくなり、セリアはとうとう机を叩たたいて笑い始めた。


　アーロンは無言で娘むすめの爆ばく笑しようを見守った。





「父さんと母さんはどういった出会い方をしたのですか？」


　ようやく落ち着いてから、セリアはそんなことを問いかけた。


「うぬ。そういえば話したことはなかったのであるな」


「それを問いかけたいときに、あなたはいませんでしたから」


　セリアが幼いころ、アーロンは契約者になって姿を消した。


　……実際のところ、アーロンはセリアたちが死んだと思っており、それで途と方ほうに暮れて契約者になったのだが、彼はそれを打ち明けてはいなかった。


　軽い皮肉に、アーロンは思いの外ほか、朗ほがらかな声で語り始める。


「我わが輩はいの父は開かい拓たく民みんであってであるな、土地を持って土を耕していたのであるが、なかなか収入は厳きびしかったのである。我が輩、幼いころから体が大きくてであるな、早々に家を出て行かねばならなくなったのである」


　口減らしというものだ。養いきれない子供を住み込みの奉ほう公こうに送りだし、親がその収入を受け取るのは珍めずらしいことではない。


「幸さいわい、我が輩は動物となれ合うことに才があったらしく牧童として上う手まくやっていたのであるが、ある日馬に跨またがったときその魅み力りよくに取り憑つかれたのである」


「巨馬？」


　アーロンの巨体を支えられるような馬が存在するというのだろうか？


　親子ながら首を傾かしげざるを得ないセリアに、アーロンはどこか傷付いたように呻うめく。


「我が輩、なにも幼少期からここまで人にん間げん離ばなれした巨きよ軀くだったわけではないのである」


　……自覚はあったらしい。セリアは肩を竦める。


「まあ、それで騎き手しゆを志こころざしたのであるが、貴殿の指し摘てきするように早々に跨れる馬がなくなったのである」


　騎手は本当に目め指ざしたかったのだろう。心なしか気落ちしたような声だった。


「まあ、それで挫ざ折せつしていたところ〝あれ〟に出で逢あったのである。貴殿が聞いているかは知らぬであるが〝あれ〟の実家は大工で、我が輩はスカウトされたのである」


「納得」


　アーロンは屋敷で馬車の改修や楼ろう船せんの改造など、細かな大工仕事もこなしていた。


「向いていたのであろうな。我が輩は仕事ぶりを認められて、めでたく〝あれ〟と結ばれたのである」


　セリアは首を傾げた。


「何な故ぜ転職？」


　セリアが知る父は、森で珍ちん獣じゆうを追うハンターである。大工ならば食い扶ぶ持ちに困ることもなかったはずだが……。


　アーロンは言いにくそうに顔を背そむけた。


「我が輩、大工の仕事は嫌きらいではなかったのであるが、人に誇れるほど自信も持っていなかったのである」


「……？」


　自信がないからといって何故ハンターなのか分からず、セリアは首を傾げる。


　その反応に、アーロンは観念したようにセリアの顔を見た。


「貴殿は、大工の父に誇りを持てるであるか？」


「さあ、分かりませんが、恥はじだとも思いません」


　真ま面じ目めな話らしいのでまともな口調で答えると、アーロンは消しよう沈ちんしたように肩を落とした。


「そうであるな。そうなのであろうなあ。我が輩、若わか気げの至りゆえ、それに気付かなかったのである」


「……？」


　やはり意味が分からないセリアに、アーロンは巨きよ大だいな人差し指を絡からめ合わせ、仕方なさそうに答えた。


「我が輩は、お前が憬あこがれるような父になりたかったのである」


　ポカンとして、セリアは口を開いた。


　──お前が憬れるような父になりたかった──


　アーロンは、確かにそう言ったのだ。


　それから、訊きいても良いことなのかと、疑うように口を開く。


「つまり、格好いい父さんになりたくて、ハンターに……？」


「遺憾ながら」


　セリアは椅い子すから転げ落ちた。


「……なにも、そこまで笑う必要はないと思うのである」


　その言動がトドメだったというように、セリアは涙なみだまで溢こぼして笑った。


　普ふ段だん無骨で思し慮りよ深ぶかいような態度を取りながら、この男は一体なにをやっているのだ。


　そんな己おのれの娘を見守りながら、アーロンはそっと自分の仮面を外した。


「そろそろ、我が輩もこの仮面を卒業せねばならぬのであるな……」
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『──もう、なんで黙だまって行っちゃうんだい君は！』


　電話機の向こうから響ひびいた怒ど声せいに、カナメは耳を覆った。


「お、怒おこるでない。こちらも大変だったのじゃ。……というか、なにゆえここの番号を知っておる？」


　ロックウォールへ向かうにしろ、やめるにしろ、今晩はひとまず休むことになった。カナメはエミリオたちの宿を手配していたのだが……そこへ突とつ然ぜん、この電話がかかってきたのだった。


　電話の主ぬしは、カナメの旧友──シュウだった。


『カナメだって知ってるだろ？　イーストウッド社があるんだからそれくらい分かるよ』


「む……、そうであったな」


『それで、どうするつもりなんだい？　ロックウォールの話は大体聞いてる』


「仕事が速いの……。明日あしたの朝、恐おそらく私たちはそこへ向かう」


『そう……。じゃあ、間に合わない、かな』


　こちらへ来るつもりだったのだろうか。カナメは苦笑した。


「屋や敷しきの問題じゃからの。使用人が始末をつけるのが筋であろ」


『そういう意味じゃないんだけど……まあ、いいや。それより、髪かみ切ったって本当？』


「なんでも知っておるの……。まあ、あれじゃ。失しつ恋れんしたから、とでも言っておくのじゃ」


『失恋っ？　カナメ、フラれたの？』


「まあ、そういうことじゃ」


『相手誰だれだって？　ちょっとお説教してくるから教えて』


「落ち着かぬかたわけ」


　一体どんな説教をするつもりなのか、電話機越ごしにも伝わってくるような殺気だった。


「まあ、なんじゃ？　向こうも向こうで私のことを好いてくれていた。それでも、いっしょにはなれぬこともある」


『相思相愛だったの？　それでも駄だ目めなんてことあるの？』


　信じられないというような声を上げるシュウに、カナメは少し大人ぶった声を返す。


「そういうことも、あるものじゃ。後こう悔かいはしておらぬし、未練もない」


　電話機の向こうから深いため息が聞こえた。


『でもさ、カナメより強いような人なんて、国中探したって指の数もいないよ？』


「それはそうやもしれぬが、今の話とどう関係があるのじゃ？」


　過信ではなく、〈四強〉の中でも最強の呼び名が高いカナメは、国内でも一、二を争う力を持っている。国内どころか、世界中探しても彼女より力のある人間は少ない。


『だってカナメ、自分より弱い人となんて付き合えないだろ？』


「なにもそういう基準で選んでおるわけではないのじゃが……」


　確かにマルクはカナメより強いとも言えるが、弱いときもある。勝負としては、やはり互ご角かくといったところなのだろう。


『というか、カナメより弱い男じゃカナメを守ってくれないだろ？　そんなの認められないね』


「なにゆえおんしの認可が必要なのじゃ」


　いい加減、苦笑を漏もらしていると、シュウは思い出したような声を上げた。


『あ、そうだ。前に一人いたよね。カナメが強かったって褒ほめてた人』


「誰じゃ？」


『ほら、君がいなくなる少し前に、カーネギーで苦戦させられたって言ってた』


「ああ……。あやつか。あやつなら最近になってまた会ったのじゃ」


　正直なところ、今でもカナメは〝彼〟とやりあって勝てるか自信が持てない。それだけ腕うでの立つ男だった。


『へええ、凄すごい偶ぐう然ぜんじゃないか。付き合ってみたらどうだい？』


「なにも男がおらずとも生きてゆけよう？」


　マルクが駄目だったら次の男、と考えられるほどカナメは器用ではない。そもそもマルクが相手でなければ、そんな感情自体を抱いだくことがなかっただろう。


『駄目だよ！　カナメだって幸せにならないと駄目だって』


　そこに、彼女の後悔を感じてしまい、カナメは軽かる口くちを返した。


「男嫌いのおんしに言われてもの」


『き、嫌いなわけじゃないよ。ただ、ちょっと苦手なだけで……』


　モゴモゴと口ごもるシュウに、カナメは諭さとすように言う。


「私ならば大だい丈じよう夫ぶじゃ。今は独ひとりではない。好くような男など、必要ならばそのうち現れよう」


　そう言うと、シュウも仕方なさそうにため息を漏らす。


『それなら、もうとやかくは言わないけどね。でも、忘れないで。男と女の間でしか手に入らないものもあるんだよ。というか、ボクが男に生まれれば良かったのにね？』


「たわけ。あやつが泣くぞ」


　先ほどの〝あやつ〟とはまた別の人物を持ち出すと、シュウもウッと声を詰つまらせた。


「そろそろ、私も休むのじゃ。これが片付いたら、また顔を出しに行く」


『……うん。待ってる』


「では、な」


　電話機を置いて、カナメはカタナを握にぎり締しめた。


　──次は、私か……。


　アイシャとマルクが能力を失った。次はカナメだ。


　──一度でも良い。保もってほしいのじゃ〈沙イサ波ナミ〉……。


　カナメの能力ならば、一時的にではあるが〝揺ゆり籠かご〟を押し返せる。


　きっと、マルクの助けになれるはずだ。


「じゃが、そのあとおんしはどうなるのじゃ？」


　精せい霊れいからの答えはない。本来契けい約やく精霊とは、マルクの〈クフ・リーン〉のようにベラベラと語りかけてくるものではないのだ。


「初めは恨うらみもしたが、今では感謝しているつもりじゃ」


〈沙イサ波ナミ〉がいなければ、カナメがこの大陸に渡わたってくることもなく、恋こいをすることもなかった。


　届いているのかも分からないその語りかけに、足あし下もとでピチャンと波は紋もんが立った。海を征ゆく翡翠鯱セルフアーの影かげを揺らして。
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「アイシャ、体はなんともありませんの？」


　侍じ女じよの少女に、エミリオは問いかける。


　エミリオはアイシャと二人で旅館の一室で休息を取っていた。手配をしてくれたのはカナメだ。


〈空白の契約書〉は壊こわれた──そこから契約者に与あたえられた影えい響きようと、そして自分からも異能を振ふるう権限が失われたことを、エミリオは聞かされていた。


　アイシャは元気の良い笑顔で頷うなずいた。


「はい！　なんともないです。色がおかしかったのも治ってるみたいですし」


　元気よく答えられ、エミリオは口ごもった。


「アイシャ……あなたも、行くつもりなんですの？」


　ロックウォールを覆おおう揺り籠は強大だ。アルバやグレリオという契約者も、屋敷にたどり着くことすらできなかった。アイシャはその脅きよう威いを最も間近で見て来たはずなのだ。


　そんな場所へ、マルクたちは行こうとしている。契約者としての能力が失われたとしても、〝在あるはずのない〟怪かい異いが立ち塞ふさがるとしても。


　エミリオは行けない。〈契約書〉の異能を失ったエミリオには、なんの力もない。元々病弱だったこの体では、自分の足で目的地までたどり着けるかすら怪あやしい。


　マルクたちが強いのは、契約者だからではない。人としてすでに強い彼らが、異能まで振るうから強いのだ。


　エミリオが強かったのは、エルミナが〈空白の契約書〉を与えてくれたからだ。エミリオ自身には、なんの力もない。だから、ついていくことすらできない。


「エミリオさん」


「……？」


　肩かたを落とすエミリオに、アイシャはそっと抱きついてきた。


「ア、アイシャ？」


「大丈夫です。あたしたちは、エルミナもドミニクさんも、アルバさんもみんな連れて帰ってみせます」


「アイシャ……」


「だから、エミリオさんが必要なんです」


「必要……？　わたくしが？」


「はい。あたしたち、帰るところもないのに頑がん張ばったりできないです。エミリオさんは、あたしたちが帰ってきたときに〝お帰りなさい〟って言ってくれないと駄目なんです」


　アイシャの体は震ふるえていた。


　彼女はまだ十三歳なのだ。怖こわくないはずがない。危険ももちろんのことだが、エルミナやアルバ、ドミニクが帰ってきてくれるのか。彼らが無事である保証など、どこにもないのだ。


　侍女の背中にそっと腕を回すと、エミリオは縋すがるように力を込めた。


　自分よりずっと小さな少女がこれほど強い意志を持っているというのに、自分は一体なにをやっているのだろうか。


「約束しますわ。あなたたちが帰ってきたら、まっさきに出で迎むかえると。〝お帰りなさい〟と、必ず言わせてくださいな」


　そう言うと、アイシャはようやくエミリオを離はなした。


　そのままベッドメイキングを始めようとするアイシャを、エミリオは今一度押し止とどめた。


「約束はします。でも、アイシャも我が慢まんする必要はないんですのよ？」


　アイシャがハッとしたように目を大きくした。


　能力を失おうとも、アイシャの表情に浮うかぶ翳かげりを見み逃のがすほど、エミリオは鈍どん感かんではなかった。


　アイシャは困ったように首を横に振った。


「怖いのは怖いです。能力がなかったら、あたしなんて殴なぐることしかできないですし。でも、独りじゃないから、辛つらくはないです。ただ……」


「ただ？」


「〈アルス・マグナ〉を止めて、エルミナを起こして、アルバさんやドミニクさんといっしょに帰ってきて、でも、そのあとどうなるのかなって……」


　全てが丸く収まり、今までのように屋敷で暮らせるのだろうか？


　アイシャが言いたいのはそういったことなのだろう。


　それから、アイシャは片目を覆う。


「〈バーラ・ルー〉はグランドヒルを灰に変えました。あたしに灰色の世界を押しつけて、なにもかも奪うばっていっちゃいました。でもずっとあたしのことを守ってくれたのも〈バーラ・ルー〉だったんです。アルバさんが……お兄ちゃんがそのために持たせてくれたから」


　それから、自分の手に視線を落とす。


「〈バーラ・ルー〉がいなくなっちゃいました。あたしたちが〈アルス・マグナ〉を止めたとしても、あの子は帰ってきてくれるのかな、って……」


〈契約書〉はすでに失われつつある。署名した契約者の異能を道連れに。


　仮にエルミナを救えたとして、契約精霊たちはどうなるのだろうか。


　答えることができないエミリオに、アイシャは苦笑いを浮かべる。


「それにあたし、料理も下へ手ただしすぐお皿割っちゃうし、能力までなくなっちゃったら、本当になんの取とり柄えもなくなっちゃいますから」


「そんなことありませんわ！」


　エミリオが声を上げると、アイシャは驚おどろいたように瞬まばたきをした。


「今ここで、くじけそうなわたくしを支ささえてくれたのはアイシャです。他の誰だれでもありませんわ。わたくしには、あなたが必要ですわ。あなたは断じてなんの取り柄もない人間などではありませんわ」


　アイシャはまた困ったように、しかしどこか嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。


「エミリオさん、少し変わりましたね」


「そ、それは、最後にあなたに会ったときはいろいろと……」


　エミリオがアイシャと前に会ったとき、エミリオは少々自じ暴ぼう自じ棄きになっていろいろと問題を起こしていた。あれが普ふ段だんの自分だと思われても困る。


　それでもアイシャは首を横に振った。


「そういうのじゃないです。なんかエミリオさん、強くなったように見えます」


　エミリオの中の時間は〝あの日〟──ラチナスの屋や敷しきが消しよう滅めつした一年前から、三日しか流れていない。


　それでもその三日間はエミリオに多くの経験を与え、大切なことをたくさん学ばせてくれた。かけがえのない時間だった。


　そのかけがえのない時間がエミリオに与えた影響も大きい。


　エミリオは羞しゆう恥ちしたように顔を伏ふせた。


「それは、その……目の前であれだけ頑張ったり強かったりする人がいるのに、わたくしが無ぶ様ざまな姿を晒さらすわけにはいかないではありませんの」


　エミリオが目を覚ましたとき、いつもそこにはマルクやカナメがいた。


　彼らは強い。力ももちろんあるが、それ以上に意志が強い。


　どんな抗あらがいようのない状じよう況きようでも、彼らは立ち止まらない。不可能がそこにあったとしてもどうにかしてしまえる。


　そんな彼らが守ろうとしているのがエルミナであり、エミリオなのだ。


　誇ほこり高い使用人たちの前で、どうして主あるじが凡ぼん愚ぐな姿を見せられるだろう。


　アイシャが小さく吹ふき出した。


「結局、それがマルクさんの凄すごいところなんだと思います。マルクさんがどんな無茶なときでも〝そんなこともできなくてなにが執事バトラーです〟って先々歩いて行っちゃうから、あたしたちはついて行っちゃうんだと思います」


　執しつ事じとは主のために尽つくす以上に、他の使用人を束ね、引っ張っていく存在である。そして、ときとして主さえも引っ張っていってしまう。


「姉様は、良い執事バトラーを見つけましたわ」


「エミリオさんの執事バトラーでもあるんですよ？」


　エミリオは首を横に振った。


「マルクは姉様のものです。ドミニクとは違ちがいますわ。わたくしたち二人を主にできるほど、器用ではありませんもの」


　それから、少し悩なやみながらエミリオは自分の考えを打ち明けることにした。


「アイシャ、この事件が解決したら、わたくしといっしょに来ませんこと？」


「エミリオさんといっしょ……って、エミリオさん、どっか行っちゃうつもりなんですか？」


「別にそんな大げさな話ではありませんわ。ですけど、姉様が〝外〟でいろんな経験をされたように、わたくしも自分の目で〝外〟というものを確かめてみたいのです」


　エミリオもエルミナも、ヴァレンシュタイン家の屋敷では籠かごの鳥だった。屋敷から出ることも許されず、エルミナに至っては部屋から出ることさえ難しかった。


　その束そく縛ばくは、今はもうない。


　全てが解決したら〝外〟の世界を見てみたい。アイシャやマルク、カナメのような契約者もいれば、地下酒場や歌劇場、活動写真館などという娯ご楽らくも存在し、エルミナを呻うならせるような知ち恵えのある成功者たちもいる。


　世界はこんなにも広いのだ。そろそろ、自分の足で歩いて行くのも悪くない。


　アイシャはキュッとエミリオの手を握にぎった。


「あたしも見てみたいです！」


　即そく答とうされたことに、エミリオの方が逆に目を丸くした。


「良いんですの？　姉様の側を離れても」


「あたしはエミリオさんの侍じ女じよですから！　それに、あたしは自由だったのに、世界を自分の目で見ようとはしませんでした。エミリオさんといっしょなら、きっといろんなものが見えると思います」


　エミリオは凄みのある笑みを浮かべた。


「約束しましたわよ。きちんと帰って来なければ承知しませんからね？」


「大だい丈じよう夫ぶです！　マルクさんもカナメさんもセリアさんもいますから！」


「怪け我がをして出発を遅らせるのも駄だ目めですわよ？」


「そ、それはちょっと難しいんじゃないかなって思うんですけど……」
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　目の前には絶望が広がっている。


　でも、その向こうに希望があるならば、人は前に進める。


　二人の少女は、そっと秘密の約束を交かわした。絶望の先の、道みち標しるべとして。
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「──エルミナさんはもう、助からないわ」





　それぞれが、それぞれの場所で決断を下しているとき、マルクは地下酒場にて兄と向かい合っていた。


「〈アルス・マグナ〉には契けい約やく者しやでも精せい霊れいでも届かない」


　分かり切ったことを一つ一つ並べていくクリスを、マルクは憤いきどおるでも笑うでもなく見つめる。


「たった一つの希望だった。〈空白の契約書〉は、壊こわれてしまった」


　壊れた瞬しゆん間かんを、マルクは忘れていない。忘れられるわけがない。


　──消えたく、ない──


　そう言って、エルミナは消えてしまった。


　──エルミナに、謳うたを歌わせるな──


　あのアルバの次に忌いま々いましい、ヨシュア＝ヴィルヘルムからも忠告されていたというのに、マルクはその意味を取り違えた。


「いいえ、〈契約書〉ですらエルミナさんを救う希望にはなり得なかった。彼女は自分とエミリオさんの立場を入れ替かえることしかできなかったのだから」


　カナメはそれを知っていた。恐おそらく、エルミナが屋敷を飛び出したときに聞かされたのだろう。独りで抱かかえるには、大き過ぎる秘密だった。


「頼たのみの綱つなだった精霊〈フォル・ウォレ〉も、とうとう力を失ってしまった。そして──今のあんたは、契約者ですらない」


　そう、マルクは全てを失った。


　帰るべき場所も、愛した女も、契約者の異能も、なにもかも〈アルス・マグナ〉に持っていかれた。


「今のあんたじゃ、エルミナさんを救うどころか、彼女の元へたどり着くことすらできない。〈アルス・マグナ〉に呑のまれたあの場所へは、契約者であってもたどり着けない。現存する最後の〈器うつわ〉の持ち主である、アルバですらたどり着けなかったのだから」


　マルクは自分の手の平へと視線を落とした。そこには赤子の拳こぶしほどもある大きな瑠璃ラピス・ラズリがあった。


　──これ、マルクさんが持っていてください──


　なによりも大事なものだろう、兄から託たくされた〈器〉を、アイシャはマルクに手て渡わたしてくれた。


　この力なら、あるいはエミリオの体──〈アルス・マグナ〉の依より代しろに傷をつけることができるかもしれない。いや、これ以外にそんな力を持つものは現存しないだろう。


「仮に蜃しん気き楼ろうの屋敷までたどり着き、壊れた〈契約書〉でエルミナさんを起こすなんてことができたとしても、〈アルス・マグナ〉は止められない。あれはもう、契約者と精霊のルールから完全に外れた存在なのだから」


〈空白の契約書〉は〝対価〟を還かん元げんすることはできるが、異能を打ち消すような機能は備わっていない。


　街一つ呑み込んだ〈アルス・マグナ〉を、一体誰が止められるのか。


　その、根本的な問題──エルミナの一族が長らく苦しめられてきた眠ねむり姫ひめの呪のろいからは、未いまだに逃のがれる糸口さえ見つけられない。


　もう一度紅茶を口に含ふくみ、クリスは諭さとすように続ける。


「ねえ、あんたとエルミナさんが出会ってから、まだせいぜい四か月でしょう？　良い子ではあったけれど、もう諦あきらめなさい。あんたにあの子は救えない。あたしでも救えない。誰にも救えない」


　全ての女性を笑わせる──それを生き甲が斐いにしてきたクリスが、この言葉を口にするのはどれほどの屈くつ辱じよくだろうか。


　マルクを見み据すえた眼光はふざけた女装男のそれではなく、マルクが敬愛し、目め指ざしたギャングスターのそれだった。





「諦めろ。今のお前にはなんの力もない。お前にはなにもできない。現実を見ろ。それすらもできないのなら、今俺がこの場でお前の両足を撃うち抜ぬいてやる」





　兄からの戒いましめはどこまでも正しかった。


　マルクは叩たたきつけられた言葉の一つ一つを反はん芻すうし、咀そ嚼しやくし、その中に込められたクリスなりの口くち惜おしさ、そして〝弟を死なせたくない〟という彼の今まで気付きもしなかった思い遣やりを、ありのままに受け止める。


　どこまでもふざけた男ではあるが、クリスは彼なりに兄として弟を守ろうとしてくれているのだ。


　マルクは、彼の言葉を受け止めなければならない。


「私は──」


　そして口からついた言葉は──





「──なにも失ってなどいません」





　カチン──と、撃げき鉄てつが押し上げられた音が響ひびく。


「クリス、あなたは一つ勘かん違ちがいをしています」


　クリスは〝続けろ〟と言うように顎あごをしゃくる。


「そもそも、私はなにも持っていなかったのです。その私に居場所をくれ、やり甲斐があるとは言い難がたいですが、性しように合った職を与あたえてくれ、そして──愛する──ということを教えてくれたのは、エルミナなのです」


　金だけが全てだったマルクに、考えもしなかった世界を見せてくれたのだ。


「私のものは全てエルミナのものです。エルミナがいるから、私は生きる意味を持てたのです」


　クリスは落らく胆たんしたように首を横に振ふる。


「あんた、それはただ女に目が眩くらんでるだけ──っ？」


　ガシャンッ──テーブルのグラスを倒たおし、マルクはクリスの胸むな倉ぐらを摑つかんでいた。


　常に飄ひよう々ひようと振る舞まい、相手を翻ほん弄ろうすることを定石セオリーとしてきたクリスが、その契約者でもなんでもない、ただのマルクの手を防げなかった。


　マルクは、双そう眸ぼうに静かな怒いかりを湛たたえ、身も凍こおるような声で口を開いた。





「そうです。エルミナは──私の女です」





　──私の謳は、君だけのもの──


　マルクのためだけに歌ってくれた恋れん歌か──それを受け取った直後に、エルミナは消えてしまった。


「それを〈アあルんスち・くマしグよナう〉は奪うばっていったのです。『消えたくない』と言ったエルミナを、私の目の前で連れ去ったのです」


　──もう離はなしませんからね──


　幸せを摑んだ瞬間だったのだ。


「これはエルミナと〈アルス・マグナ〉の問題ではありません。私の女をかっ攫さらった〈アルス・マグナ〉と、私の問題です。ここまでコケにされて引き下がるようなものを、私は男とは認めません」


　それが、マルクが挑いどむ理由だった。


　命を懸かけるに値する、理由だった。


　使えるもの全てを使って──カナメやアイシャ、セリアにアーロン、そしてジェノバ。本来命を懸ける理由のない彼らを引きずり込んでまで、引き下がれない理由なのだ。


　マルクが怒りを込めて、しかし荒あららげることない静かな声でそう言うと、クリスは観念したようにため息を漏もらした。


「男が命を懸けるには、確かに十分な理由だわね」


　クリスが引き下がったのを確かめて、マルクも服から手を放す──


「──ぐはっ？」


　放した瞬間、拳が腹部を抉えぐった。


「命を懸けるんなら、この程度で膝ひざを折るんじゃあない」


　睨ねめ返すマルクは、足を震ふるわせながらも確かに屈くつしはしなかった。


　クリスは満足そうにそれを見下ろすと、スカートの中からごそごそとなにかを取り出す。


「あげるわ。あんたなら十分扱えるでしょう？」


　それは、一いつ挺ちようの拳けん銃じゆうだった。いささか古い型ではあるが自動装そう塡てん型で、弾だん倉そうも三十発に増設してある改造モデルだ。近接戦で、クリスがよく使っている銃だと思い出した。


「倒とう産さん……いえ、父さんの拳銃よ」


「そんな縁えん起ぎの悪いものをよこさないでいただきたい」


　思えば父が事業を興おこしたことが、マルクの不幸の始まりだったのだ。倒産するまでさしたる業績も上げられず、マルクは幼少期なら誰だれでも体験できるような幸福すら、得られなかった。例えば誕生日に贈おくり物をもらえるのだとか……。


　そんな父の銃など押しつけられても困るだけである。


　クリスは珍めずらしく懐なつかしむような笑みを浮うかべた。


「あんた、なんであたしが面めん倒どう臭くさいマスケット銃なんか扱あつかってるか、知ってる？」


「跳ちよう弾だんを使い易やすいからでしょう？」


　クリスは首を横に振った。


「跳弾はね、マスケット銃を扱ってるから覚えた技わざよ。順序が逆」


「ではなんでまた？」


「あの馬ば鹿かな父さんがあたしによこした、たった一つの贈り物が、骨こつ董とう品ひんのマスケット銃だったのよ。……まあ、美術品として、だったのだろうけどね。そしてこの銃は、あんた用に贈られるはずだったもの」


　そんな由来があったなど夢にも思わなかったマルクは、目を丸くした。


「──なんて話があったら感動的だと思わない？」


「思いません」


　どうやら冗じよう談だんだったらしい。真ま面じ目めに聞いた自分が愚おろかしく思えた。


　クリスは悪びれた様子もなく拳銃を押しやってくる。


「ま、それはともかく会社が倒産しても、父さんはこの銃だけは手放さなかった。借金の形かたに押さえられそうだったところを、あたしが引き取ったのよ」


　どこまで本気なのかは分からないが、能力を失った今、武器は一つでも多い方が良い。


　マルクは渋しぶ々しぶ拳銃を受け取った。


「あたしは契けい約やく者しやじゃないから、手は貸してやれない。でも、そこまで啖たん呵か切ったからには、ちゃんとエルミナさんを連れて帰りなさい」


　マルクは丸メガネの位置を修正すると、涼すずやかな微笑を浮かべた。





「愚ぐ問もんです。その程度もできなくて、なにが執事バトラーです」





　ヴァレンシュタイン家の執しつ事じとは、そういったものなのだ。


　マルクがそう答えると、小さな笑い声が聞こえた。


「ね、エミリオさん。あたしの言った通りでしょう？」


　目を向ければ、いつの間にかそこにはアイシャとエミリオの姿があった。


「今さらなにをもめておったのじゃ？」


　別のテーブルでは、カナメが退たい屈くつそうに組んだ腕うでの上に顔を載のせていた。


「いえ、クリスが行くのはやめておけなどと言うものですから」


「そんな無む駄だな問答になんの意味があるのじゃ？」


　答えなど初めから出ているとでも言うようなカナメに、クリスが肩かたを竦すくめた。


「それはこの馬鹿がきちんとエルミナさんを笑わせられるのか、確かめておかないといけないでしょう？」


「そもそも、エルミナ殿どのをまともに笑わせられるのは、マルク殿だけなのである」


　扉とびらにつっかえながら、アーロンが店内に巨きよ体たいを押し込んでくる。


「否いな、笑わせているのではなく、笑われているだけ」


　アーロンに続いてやってきたセリアが嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべた。


「ぐっ……」


　それに関しては、マルクも微び妙みように自信がなくて言い返せなかった。


「なんだ。全員集まったあとか？　貴公らは気が早すぎる」


　メキンッ──なにかをへし折ったような音とともに、とうとうジェノバまでやってきた。


　背中にはいつもの棺ひつぎがあり、ジェノバの筋力と鋼鉄の強度が木製の扉をガラクタに変えていた。店主がああっと悲鳴を上げて頽くずおれる。


「ジェノバ？　その棺……どこに持っていたのです？」


　マルクが記き憶おくする限り、ニュージョンストンで合流したジェノバは、自じ慢まんの棺を持っていなかった。それがどうしてここにあるのか。


「リキッド翁おうが郵送してくれたのだがな、ちょうどこの街で流通が止まっていたのさ」


　見事な黒くろ髪かみを振り払はらうと、ジェノバは偉えらそうに胸を張った。


「感謝するが良いマルク。我われがロックウォールまでの足を用意してやったぞ」


「なんですって？」


　ロックウォールを覆った怪かい異いのせいで、列車は運行を取りやめている。それも、マルクたちがなんとかしなければならない問題の一つだったのだが……。


「嬢じようちゃん、足を用意してやったのは俺たちなんだがな」


「ロッジ？」


　店の中に入ってきたギャングの顔に見覚えがあり、マルクは声を上げた。


「よう、マルク。久しぶりだな。この嬢ちゃん、お前さんの仲間だろ？　人使いが荒くて敵かなわんぞ」


「軟なん弱じやくな。紳しん士しならば淑しゆく女じよのために骨を折ることを喜びと考えるが良い」


　──はて……？


　その光景に、マルクは首を傾かしげた。


　ジェノバは対人恐きよう怖ふ症しようである。それが〝人間〟であるロッジとまともに会話が出来ているのはどういうことだろう？


　──あの娘むすめも、成長したということですか……。


　彼女も、対人恐怖症を乗り越こえようとしているのかもしれない。


　マルクは丸メガネの位置を修正すると、その場に集まった使用人──マルクも含ふくめて七人──その顔を順に見み渡わたした。


「それでは、〈アルス・マグナ〉に思い知らせてやるとしましょう──」





「──ヴァレンシュタイン家に仇あだなすことが、どれほど割に合わないことか」





　長い夜は、明けていた。










　第三章　惑まどわす過去に彷ほう徨こうするとも







　──誰だれ……？





「どうしましたの、姉様？」


　妹から呼ばれ、少女はぼんやりとした眼まな差ざしを向けた。


「……いや、今誰かに呼ばれたような気がした」


　そう言うと、妹はぷくっと愛らしい頰ほおを膨ふくらませた。


「もう、姉様ったらわたくしが呼んでますわよ。見てくださいな！」


　そう言って差し出されたのは、青の花輪だった。


「……見事だね。やはり、手先は君の方が器用だ」


「こんなの、練習すれば誰でも作れますわ。ああ、そうだ。わたくしが作り方を教えてさしあげますわ。姉様になにかを教えるなんて、初めてのことではないかしら」


「……そうかもしれないね」


　無む邪じや気きな歓かん声せいを上げる妹に、少女はそっと笑い返した。


　そうして一輪花を摘つんだときだった。





　───────────ッ─────────────ッ





　少女はハッとして顔を上げた。


「どうしたのじゃ？」


　声をかけたのは、今度は侍じ女じよだった。


「……やはり、誰かが呼んでいるような気がする」


　侍女は首を傾かしげ、それから少女の額ひたいに手を添そえた。


「疲つかれておるのではないか？　昨晩もまた眠ねむらず本を読んでいたのであろ」


　図星を指さされ、少女は口ごもってしまった。


「それ見ろ。じゃがまあ責めはすまい。眠いのならばここで眠っても良いぞ」


「……そう、だね──いや、駄だ目めだ！」


　眠る──何な故ぜかそれが恐おそろしいことに感じて、少女は声を荒あららげてしまった。


　侍女は妹と不思議そうに顔を見合わせる。


「姉様、今日は本当におかしいですわ。お休みになった方がよろしくないかしら」


「そうじゃな。具合が悪いのならば、無理をするでない」


　少女は首を横に振ふった。


　──私は、なにを怯おびえているのだ。


　これだけ優しい妹と侍女がいながら、なにに怯える必要があるというのだ。


「……きっと、昨夜読んだ本が良くなかったのだ。すまない」


「姉様が謝ることなんてなにもありませんわ。さあ、花輪を作りましょう？」


　妹に促うながされ、少女はまた一輪花を摘み取る。


　──この花は、なんだったであろう？


　思い出せないが、思い入れのあるものだったはずだ。


「……この花の名は、なんと言っただろうか」


「さあ、名前は知りませんわ」


「おんしが知らぬのなら、私たちが知るはずもなかろ」


「……そう」


　それは紫むらさき色いろの、小さな花だった。一つの茎くきに、愛らしい花弁がいくつも密集している。顔に近づけると、甘い芳ほう香こうが漂ただよった。


　──私はこの香かおりを知っている……。


「……サテルナス」


「なにか仰おつしやいました？」


「……サテルナスだ。この花の名は」


　少女が立ち上がると、紫の花片はなびらが風に舞まった。


「……サテルナス。その花言葉は──私を忘れないで──その、はずだ」


　確かめるようにそう言って、少女は俯うつむいた。


　──私はこの花が、好きではなかった。


　それは誰かに忘れられたくなかったから？


　それともなにかを忘れたかったから？


　自分は、なにか大切なものを忘れてしまっているのではないだろうか。そんな衝しよう動どうが込み上げてくる。


「これ、そのような難しい顔をするでない」


　そう言って、侍女の少女が花の冠かんむりを頭に載のせてくる。


「よく似合っておるぞ。細かい由来など気にするでない」


　そう諭さとされて、少女も笑い返した。せっかく妹と侍女が楽しませようとしてくれているのだ。暗い顔などする必要はない。


　そう思ったときだった。


　──君がここで私に手を差さし伸のべてくれたことを、忘れたくない──


　つい最近、そんな約束をしたのではなかっただろうか？


　目の前を、淡あわい光が過よぎった気がした。尖晶螢オルネイロのように見えた。


　──君は！


　ハッとして顔を上げるが、そこにはなにもなかった。


「さっきからどうしましたの、姉様？」


　不思議そうに首を傾げる妹に、少女は首を横に振った。


「……いや、なんでもない」


　きっと疲れているのだろう。今まで、いろいろあったのだから。


　──いろいろあった……？


　一体、なにがあったのだ？


　少女が立ち止まったときだった。





　───────────ッ─────────────ッ────────────ッ





　風を越こえて、その呼び声は確かに少女の元へと届いた。


「姉様！」


　妹の声を無視して、少女は走り始めた。


　──呼んでいる。この〝声〟を、私は知っている。


　夢む幻げんに咲さき誇ほこる花園を、少女は駆かけ出した。
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「──急げマルク！　長くは保もたねえ」


　ガガガンッ──銃じゆう声せいの響ひびくグランテレサ駅を、マルクたちは駆け抜けていた。


　ジェノバが調達した〝足〟というのは、なんのことはない。機関車自体を強ごう奪だつするという、ある意味では非常に契けい約やく者しやらしい手段だった。


　その手引きを行ったロッジたちは、この街のギャングを完全に敵に回してしまった。マルクたちが列車に乗り込む直前になって、駅が襲しゆう撃げきされたのだった。


　マルクは胸ポケットに忍しのばせた小こ瓶びんを意識した。


　──姉様のこと、任まかせますわ──


　エミリオは、ここにはいない。その代わり、彼女から──エルミナの体から採血した小瓶を預かってきた。


〈眠り姫ひめ〉の体から血を採とり、この小瓶の中身と交まじえさせることができれば、エルミナを起こすことができる。


　エルミナと契約を交かわした全ての契約者が異能を失う前に──〈空白の契約書〉が失われる、その前に。


　それを意識してから、マルクはプラットホームの方向へ目を向けた。


　──カナメたちは、列車に乗り込みましたか？


　改札を潜くぐったところで襲撃されたのだが、そこでギャングたちの相手を買って出てくれたのがロッジたちだった。


　すでにカナメたちは先に進んでいる。マルクも先に行くべきなのだが、ロッジたちを放っておくのも気がかりでこの場に残っていた。


　階段の陰かげに隠かくれ、ロッジが愉ゆ快かいそうな声を上げる。


「ははっ！　こうしてるとお前さんと出会ったときを思い出すな！　あのときの相手はアルバの野や郎ろうだったが」


「そういえば、助けられたのでしたね」


　マルクがそんなこともあったかと苦笑すると、ロッジは豪ごう快かいに笑う。


「お前さん、契約者なら貸し借りくらいは覚えときな」


「あのときは、私が見み逃のがした借りを返しに来たのではありませんでしたか」


「違ちがいない。なら、今回の貸しはどう返してくれる？」


「あなた方の縄なわ張ばりをそっくり奪うばい返して差し上げます」


　迷い無くマルクが答えると、ロッジは帽ぼう子しを押さえて笑った。


「そいつを言われたら返す言葉がねえ──っ？」


　ガンッ──ロッジの鼻先を、銃じゆう弾だんが掠かすめていった。


　鼻血を拭ぬぐいながら、背後に向かって拳けん銃じゆうを撃うつ。


「行け！　頭領たちを頼たのむ」


「エルミナのついでで良いなら、助けて差し上げますよ」


　そう言って、マルクは駆け出した。





　階段を駆け上り、プラットホームに飛び出すと、そこにカナメたちの後ろ姿を見つけた。


「まだこんなところに？　なにがあったのです」


　マルクが声をかけると、セリアが無言で前方を指差した。


　目を向ければ、ホームの奧にバリケードが張られており、そこからいくつも銃じゆう口こうが飛び出していた。


「先回りされていましたか……」


　面めん倒どう臭くさそうにマルクが言うと、カナメがフンと鼻を鳴らした。


「あやつらはいくらでも湧わいて出る。踏ふみ越こえるならば一度にじゃ」


　どうやらマルクを待っていてくれたらしい。


「処分開始」


　赤子の頭ほどの石せつ塊かいを拾ひろい上げるセリアを、マルクはそっと押し止とどめた。


「こんなところで能力を無む駄だ遣づかいしないでいただきたい」


　能力消失──つまりは〈契約書〉の寿じゆ命みようを縮めているのは、能力の使用である。


　ロックウォールが揺ゆり籠かごに呑のまれた戦場である以上、能力は温存しておくべきだ。


「そうは言うが、あの数を殺さずに始末する時間はないのじゃ」


　立てこもっているギャングの数はせいぜい十数名といったところだ。マルクたちならば誰が向かっても一人で蹴け散ちらせる程度の相手だ。


　だが〝殺さずに〟となるとなかなか難しい。アイシャやカナメのように各個撃げき破はしていては、相当時間がかかることになる。


　時間をかければ、また他のギャングたちが集まってくる。ここは彼らの縄張りなのだから、地の利は向こうにある。


　それを十分に承知した上で、マルクは首を横に振った。


「私が適当に足止めしますから、その間に列車を走らせてください」


「でもマルクさん、あたしといっしょで、もう能力使えないんですよね？」


　アイシャは〝過去〟と交戦中に能力を失った。それがどれほど厄やつ介かいなことかは身に染しみて分かっているのだろう。


　マルクはなんでもなさそうに肩かたを竦すくめた。
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「先ほど、縁えん起ぎの悪い道具を押しつけられたものですから」


　そう言ってクリスからよこされた拳銃を取り出す。


「拳銃？　技能有り？」


「ドミニクさん並みを期待されても困りますが、まあ、人並み程度には」


　マルクは普ふ段だん、投げナイフを使う。拳銃を扱あつかっているところなど、誰も見たことがないだろう。


　──まあ、クリスから仕込まれてはいますからね……。


　詐さ欺ぎ師しの片棒を担かつぎ、全国指名手配されたマルクは、クリスの助手として身を隠していた時期があった。そのころに、銃じゆう器きの扱いは一通り学んでいた。


「時間がありません。列車の方は……セリアさん、任せて良いですか？」


「承しよう諾だく」


　アイシャやジェノバは列車の知識がないし、アーロンは体格ゆえ機関室に入れない。カナメはなにかあったときすぐに動けるよう、自由でいさせたい。そうなるとセリアが適任だった。


　セリアが頷うなずいてくれたのを確かめて、マルクは銃を片手に散歩でもするような足取りで前に進み出た。


　拳銃の射しや程てい距きよ離りは意外に短い。将来的には改善されるのだろうが、現状ではせいぜい15シク──小さな店の端はしから端を狙ねらえるかといったところだ。


　この距離でも当たれば確かに手傷は与あたえられるが、致ち命めい傷しようを与えることは難しい。狙って当てることはさらに困難である。


　しかし、それは相手も同じだということだ。


　──注意すべきは機き関かん銃じゆうくらいのものです。


　マルクの〝カン〟は遠くに狙そ撃げき手しゆを感知していない。ここで使ってこない以上、彼らは機関銃の手合いも持ち出していない。先回りを急いだため、多くは火器を持ち込めなかったのだろう。


　それが分かっていても、常識的に考えて銃口を前に堂々と進むことなどはできない。


　だから、相対したギャングたちには平然と進むマルクが不気味でならない。


　そうして平常心を失いつつある彼らの弾だん丸がんが、狙いを撃ち抜くことはない。


　狙っているがゆえに、当たらないのだ。意味もなく乱射していれば流れ弾だまの一つくらいは当たるだろうに。


　道ばたのチンピラならばともかく、彼らは信念と美学を持ち、技術を学んだ誇り高きギャングなのだ。そんな無ぶ様ざまな姿を晒さらせるはずがない。


　そうして、15シク──マルクは得え物ものの射程距離に標的たちを捉とらえた。


「今です！　走りなさい」


　そう叫さけんで、マルクも拳銃を持ち上げる。


　ドンッ──不用意に顔を出したギャングの頭部すれすれを撃ち抜く。弾丸が震ふるわせた空気で、男は弾はじかれたように吹ふき飛ぶ。


「〝そこ〟は、すでに私の領域です」


　執しつ事じらしく慌あわてず騒さわがずただ無人の野を進むかのごとく、マルクは一歩また一歩と足を進める。


　敵がいよいよ常じよう軌きを逸いつした相手だと感じたのだろう。ギャングたちは一いつ斉せいに拳銃を突つき出すが──


　ドンッ──ドンッ──ドンッ──マルクは冷静にその腕うでを、拳銃を、足を、肩を撃ち抜いていく。向けられた拳銃の引き金が引かれるよりも速く、正確に狙い撃つ。


〝射程距離に捉える〟とは、こういうことだ。


　早撃ちクイツク・ドロウ──ドミニクのような人知を超こえた速度だというわけでもない。あそこまでの精度を持つわけでもない。


　これが動かぬ的まとを狙うだけのゲームだったならば、恐おそらくできる人間も少なくはないだろう。その程度の技量だ。


　ただ、それを実際に自分に向けられた銃口に対して行える人間は、一体何人いるだろうか？


　瞬またたく間まにギャングたちが血に染まる。


　生き残ったギャングたちは、迎げい撃げきを諦あきらめバリケードの内側へと隠れ込んでしまう。


　銃という道具は、弾丸を直線に撃ち出すだけの機械である。それゆえ、火線から逃のがれれば無力化できる。あとは自分たちが確実に狙える距離まで引き寄せ、左右から同時に狙い撃てばマルクは対応しきれない。


　ギャングたちの判断は的確だと言えた。通常、ならば……


　カカンッ──鋭するどい音を響ひびかせ、弾丸が隠れたギャングの一人を射い貫ぬいた。


　跳弾リバウンド・シヨツト──クリスのように何度も跳はねさせることもできなければ、見えない相手を狙えるほど正確でもない。せいぜい、相手の位置を正確に予想できる範はん囲いでの技術だ。


　それでも、物もの陰かげに隠れた相手を打うち倒たおすだけの威い力りよくはある。


「わ、わあああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」


　とうとう、耐たえられなくなったらしいギャングが背中を向けて逃にげ出す。


　ドンッ──その足を、マルクは容よう赦しやなく撃ち抜く。


　マルクの銃技は突とつ出しゆつしたなにかを持つわけではない。ただ、持っている技量を常に正しく最適に発揮できるというだけだ。


　それでも──あんたなら十分扱えるでしょう──超ちよう人じん的な銃技を誇ほこるクリスがそう認めるだけの力ではあった。


　マルクはただ一発一発の弾丸を正確に撃ち込みながら前進を続け、最後の一発を放つ前にはバリケードを踏み越えていた。


　硬こう直ちよくするギャングを見下ろすと、マルクは丸メガネを押し上げ静かにこう言った。


「失礼。我わが主あるじが急病につき、少々急いでおります。通していただきたいのですが？」





　このとき、ギャングの男──アントニオ＝ドゥオーレは、この状じよう況きよう下かに於おいても誰だれ一人ひとり死なせなかったマルクの中に、ギャングスターの姿を見た。


　以降、民間人には一切手をかけない義ぎ賊ぞくとして生きるようになり、禁酒法廃はい止し後のギャングの在あり方に大きな影えい響きようを与える。晩年は監かん獄ごく島とうに囚とらわれ、四十二歳という若さで世を去るものの、ギャングが美学を語る際に必ず名前を出される、悪党のカリスマとして世に名を残すこととなる。





　そんな未来を感じる余よ裕ゆうもなく、ギャングたちは拳銃を放ほう棄きして速すみやかに両手を挙げた。


　完全に戦意が消失したことを確かめ、マルクはハッとした。


「いけません。制圧してしまいました」


　足止めをすると言ったのに、間ま違ちがえてしまった。


「マルクさん、乗ってください！」


　頭を抱かかえながらも、マルクはそっと線路へ身を投げ出し──


　ガタンゴトンッ──動き始めた列車から差しだされた手に、マルクは機関室に引き上げられた。


「ロッジさんたち、大だい丈じよう夫ぶでしょうか……」


　引き上げてくれたのはアイシャだった。


「大丈夫ですよ。ロッジはあの若さで幹部まで上のぼり詰つめた男ですから、この程度で倒れはしません」


　そう答えながら、マルクはセリアの側へ進む。狭せまい機関室で、計器に体を擦こすりつけるはめになったが。


「全員無事ですか？」


「是ぜ」


　首しゆ肯こうしてから、セリアは不快そうな眼まな差ざしを向けてくる。


「何な故ぜ、普段から拳けん銃じゆうを使わないのですか？」


　マルクは拳銃でもそこそこの力を持っている。銀ナイフよりも、強力かもしれない。


　それでもマルクは首を横に振ふる。


「弾丸では小さすぎて〝影かげ〟を乗せられないのです。それに……」


「それに？」


「銃は剣けんより強し──この名言を信じる連中に一ひと泡あわ吹ふかせてやりたいと思いませんか──ぐあっ？」


　セリアが指でなにかを弾いた。マルクの額を襲おそったのは、小さなドングリだった。能力を使わない分、手加減はされたのかもしれないがたかが木の実でこの威力は一体どういうことだろう。


　呻うめくマルクに、セリアは吐はき捨すてるようにこう言った。


「生意気」


　マルクはようやく自分の発言が〈魔ま弾だんの射い手て〉の気に障さわったのだと気付いた。
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　少女は走っていた。


　──呼んでいる。


　そして、その声の主ぬしを、少女は確かに知っていた。


　緑豊かな庭園を駆かけると──ガッ──なにかに、躓つまずいてしまった。


　──転ぶ！


　そう思ったとき、フワリとなにかが体を包んだ。


「おっと、危ないですよ？」


　燕えん尾び服ふくを着た少年だった。


　居い心ごこ地ちの良いはずのその腕が、今は酷ひどく疎うとましく感じられた。


「……放して。私は、行かなければならない」


　少年は、不思議そうに首を傾かしげた。


「あなたの居場所は私の隣となりです。私はここにいます。どこへも行く必要はありませんよ」


「……違ちがう。私の居場所はここではない」


　少女がそう言うと、少年は困ったように眉まゆを顰ひそめた。


「困りました。私はなにかお嬢じよう様さまの機き嫌げんを損そこねるようなことをいたしましたか？」


「……した」


　少年は、痛ましそうに胸を押さえた。


「申し訳ございません。いたらぬ私を許していただきたい。ですが、私はなにをしたのでございますか？」


　自分を甘やかす優しい声に、思わず怯ひるみそうになる。


　しかし──





　───────────ッ─────────────ッ────────────ッ





　聞こえるのだ。こうしている今も、必死で少女を呼ぶ声が。少女を捜さがす誰だれかの声が。


　少女は手を握にぎり締しめて、はっきりとこう言った。





「……君は、どうして、私の名前を呼んでくれない？」





　少年は、なおのこと困ったように膝ひざを折った。


「お嬢様は、私の主あるじでございます。そのような恐れ多いことはできません」


「……ならば、質問を変える」


　小さく呼吸を整えてから、少女は少年を真まっ直すぐ見み据すえた。


「……私は、一体誰なのだ？」


「お嬢様は、お嬢様です。私のお嬢様に他なりません」


　言葉がかみ合わないことに、少女は苛いら立だった。


「……ならば、私を名前で呼びたまえ。私は君の主なのだろう？　従いたまえ──っ？」


　少女は、フワリと花園の中に放り出されていた。


「……なにを」


　声を上げたときには、手首を押さえ込まれていた。少年が、上からのし掛かかっていた。


「……不ふ埒らちな」


「困ったお嬢様です。少し、おしおきが必要のようですね？」


　少女は非力だった。男子に力で敵かなうはずもない。怯んだ。恐ろしかった。


　でも──逃げなかった。


「……私は命じたぞ。私の名前を呼べと」


　そして、愛いとしい〝彼〟の姿をしたそれを、拒きよ絶ぜつの意志で睨ねめ付けた。





「──私はエルミナだ。他の誰でもない。ヴァレンシュタイン家当主──エルミナ＝ヴァレンシュタインだ！」





　ザザアッ──少女の言葉に応こたえるように、黒い影が少年を薙なぎ払はらった。


　少年は無様に花園を転がり、少女は──エルミナは、なんとか身を起こす。


「……私が愛したマルクは君じゃない。そうであろう──〈クフ・リーン〉！」





　ヒュオオォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォオンッ！





　風を裂さいて、歓かん喜きを叫さけぶように山犬プリンシツプは咆ほう哮こうした。


　エルミナの体よりも大きな山犬プリンシツプ。影の色をした毛並みと、大きな顎あご。どうやって駆けつけてくれたのか、マルクの半身とも呼べる契けい約やく精せい霊れいだ。


　マルクの半身──それはつまり、エルミナを守ってきてくれたもう一人の執しつ事じだとも言えた。


　ずっとエルミナの名を呼んでくれていたのは、彼だった。彼が呼んでくれたから、エルミナは自分の名前を思い出すことができた。


「……それが、君の本当の姿なのだね」


　そう囁ささやきかけると、山犬プリンシツプは嬉うれしそうに鼻先を擦りつけてきた。その頭を撫なでてやると、少年がようやく身を起こした。


「離はなれてください。野犬が紛まぎれ込んだようです。始末します」


　どこから取り出したのか、銀ナイフを構える少年に、少女は首を横に振った。


「……その必要はない。彼は私のためにここに来た」


「危険です。あなたは動どう揺ようしている」


　諭さとすように、そして引き寄せるように、少年は恐おそろしく魅み力りよく的な微笑を浮うかべる。


　それを振り払うように、エルミナは語気を強める。


「……君は、私の居場所は君の隣だと言った。ならば、何故私の名前を呼んでくれない？」


「気が動転しているのですね？　ご安心ください。あなたは私が守ります」


　少年の笑みは作りもののように見えた。


「……答えられないのならば、私が答えてやろう。君は呼べないのだ。私の名前を」


「仰おつしやる意味が分かりません。お嬢様、どうか──」


「……この世界には名前がない。名前がなければ、全ては抽ちゆう象しよう的となって曖あい昧まいになっていく。私の意思も記き憶おくも、全ては微睡まどろみの中に」


　それから、キッと少年を睨め付ける。少年の顔に、もう表情はなかった。人形のように不気味な無表情だった。


　そしてエルミナが睨め付けるのも少年ではなかった。その向こうにいる〝在るはずのないもの〟へ挑ちよう戦せんしているのだ。


「……私を舐なめるな〈アルス・マグナ〉。私の存在は私のものだ。名前を奪うばった程度で、私を奪うことはできない。私は君のために眠ねむるつもりはない──〈クフ・リーン〉！」


　エルミナの呼び声に応えて、山犬プリンシツプが飛び出す。


　銀ナイフを握った少年は、為なす術すべもなく頭ず蓋がいを嚙かみ砕くだかれた。





　パリンッ──それが引き金だったように、周囲の世界が砕けた。





　ガラスのように散っていく世界を眺ながめながら、エルミナは〈クフ・リーン〉に問いかけた。


「……私はここから出る。手を貸してもらえまいか？」


　当然だというように、山犬プリンシツプは吠ほえた。


「……そう。おかしなものだね。君に話しかけられるマルクは、こんな感覚だったのだろうか」


　耳からではなく、頭の中に直接ザワザワと響ひびく声。言語というよりも、感情や思考を擦りつけられているような気分だ。


　山犬プリンシツプは答えをはぐらかすように大きな欠伸あくびをした。


　エルミナは眉を顰めた。


「……なにかね？　この前は嚙みついて悪かった……？　ああ、マルクがやってきたころのことかね。気にしてはいない。君なりに、マルクを守りたかったのであろう？」


　そう答えると、山犬プリンシツプはバツが悪そうに顔を背そむけた。


　エルミナはおかしそうにその首筋を撫でてやるが、すぐにいつもの無表情に戻もどった。


　砕けた世界の向こうから、新たな景色が生まれていた。


「……これは、戦場か？」


　中世欧おう州しゆうの鎧よろいに身を包んだ騎き士したちが、槍やりと弓を持って馬を駆り、兵や民衆を引き裂いていた。


　その騎士たちが掲かかげる旗はたを見て、エルミナはその正体を知った。


「……十字軍」


　いつの時代のものか、エルミナにも正確には分からないが、それはオルダー教によって組織された〝聖なる騎士団〟だった。


「……〈精杯グレイルの姫ひめ〉を、追っているのか」


　十字軍の遠えん征せい理由は、オルダー教にとって重要な遺産の探たん索さくである。こんな辺へん鄙ぴな村を襲う理由は、それくらいしか考えられない。


　──〈アルス・マグナ〉の身近で起こった戦乱というわけか。


　我われ知らずのうちに拳こぶしを握っていると、それを慰なぐさめるように〈クフ・リーン〉が体を擦りつけてきた。


「……そう、だったね。私は、独ひとりではない」


　それから、毅き然ぜんとして戦場を睨め付けた。


「……行こう。〈クフ・リーン〉」


　そして、揺ゆり籠かごに囚とらわれたエルミナもまた、自分の戦いに挑いどみ始めた。
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「要警けい戒かい。敵てき影えい確認」


　グランテレサを出発して一時間。セリアの声でマルクの体に緊きん張ちようが走った。


　アイシャやカナメたちは石炭車側に移っている。セリア以外には、測量のため助手として残ったマルクしかいない。


「ロックウォールはまだ先のはずです」


　線路はロックウォールの北東へと通じている。そして蜃しん気き楼ろうが聳そびえ立つのも、街の北側である。街中に入れば揺り籠に呑のまれた住民まで巻き込んでしまうため、マルクたちは街に突とつ入にゆうする直前で機関車を乗り捨てるつもりだった。


　それが、まだ街も見えていないというのにセリアはなにかを視認したらしい。


「怪かい異い発生。邀よう撃げき要よう請せい」


　機関室の窓から身を乗り出して、マルクは呻うめいた。


「なん、です……？　これは」


　そこには、中世の騎士の格好をした騎き馬ばがひしめいていた。


　──投石機や杭くい打うち機まであります……！


　攻城戦でも行うつもりなのか、そこには旧世代の大型兵器が並んでいた。


「セリアさん、列車を止めてください！」


　列車の速度と質量に衝しよう突とつして無傷でいられるものは存在しない。攻城兵器だろうが列車で突つっ込めば破は壊かいできる。


　反面、その速度と質量を制せい御ぎよするシステムは存外に繊せん細さいな造りである。石ころ一つで線路から外れてしまうほどに。


　列車は最高速度で飛ばしているのだ。攻城兵器などとぶつかれば、乗っているマルクたちはひとたまりもない。





「否いな！　止めるなセリア嬢じよう！」





　列車の轟ごう音おんを貫つらぬいて叫んだのは、ジェノバだった。


「道は我が開く」


　屋根を見上げると、そこには棺ひつぎを抱かかえたジェノバの姿があった。鋼鉄の棺からは六連装の銃じゆう口こうが飛び出しており、そこに金色の薬やつ莢きようが帯おびとなって連つらなっていた。


「ジェノバ……それは！」


「ふはははは！　あのギャングたちから献けん上じようされたものさ。今の我に弾たま切ぎれはないぞ！」


　そう言ってドドドドドドド六本のドドドド銃じゆうド身ドがドドドド回転をド始ドドめドドド自動重火器ガトリングガンドドドドがドドドそドドドドドのドドドドドドドドドド凶きようドド悪ドドドドドドドドなドドドドドドド火ドドドドドドドドド力ドドドドドをドドドドドド解ときドドドドドドドド放ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドたドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド


　列車に気付いた騎士が、恐きよう怖ふを感じる間も与あたえられず粉々に砕かれる。あるいはなにかを指示しようとしたものもいたが、口を開いた瞬しゆん間かん頭ず蓋がいを吹ふき飛ばされてガラスとなる。中には逃にげ出すものもいたが、降ふり注そそぐ鉛なまりの雨はそれすらも許さない。


　大木を組み合わせた投石機が火線で薙ぎ払われ、縄なわで吊つられた杭打ち機が羽毛のように吹き飛ぶ。


　かつては強大な暴力として君くん臨りんしたのだろう〝過去〟の軍団が、列車と自動重火器ガトリングガンという現代の暴力に蹂じゆう躙りんされていく。


　マルクは耳を押さえて蹲うずくまった。頭の上から発熱した空から薬莢が大量に降ってきたのだ。


「行きます」


　セリアは列車の速度を下げなかった。


　マルクも観念して機関室から抜けだし、列車の屋根へと登り始める。


「あっはははははははははははははははっ！　そらそらそらそら貴公らの力はそんなものか？　ならば砕けるが良い！　ふはははははははははっ！　ふははははははっ！」


　黒くろ髪かみを棚たな引びかせて真しん鍮ちゆうの薬莢と弾だん丸がんを振ふりまくジェノバ。それがさも痛快そうに高笑いを上げているのだ。もう不気味を通り越こして空そら恐おそろしい光景だった。


　──ですが、このままではやられます……！


　いくらジェノバが超ちよう人じん的な身体能力を持っているとしても、彼女は屋根に腰こしを下ろして自動重火器ガトリングガン──鋼鉄の棺を抱えているのだ。身を守る動作など取れるはずもない。


　そして、マルクの予感を肯こう定ていするように、風を切って空から飛来するものがあった。


「弓です！」


「チイッ！」


　ジェノバが舌打ちを漏もらした。


　マルクはジェノバの隣となりに飛び出し、銀ナイフを振るうがそんなもので打ち落とせる数はたかが知れている。


　一つ、二つ、三つ。続けてはたき落とせたのはその辺りまでだった。


　──防ぎきれない！


　そう思ったときだった。





　ギギギギギギギンッ──金属の軋きしむ音とともに、雨のような弓矢が弾はじかれる。





「怯ひるむな、撃うち続けよ！」


「カナメ！」


　黒こく刀とうを抜いたカナメがそこにいた。


　近接戦に於おいて、カナメの上を行くものはマルクたちの中にも存在しない。彼女にとっては、飛来する弓矢も間合いに入ればただの標的に過ぎない。


　機関車という槍が〝過去〟の戦場を貫いていく。〝過去〟からのささやかな反はん撃げきは、カナメとマルクという盾たてを破るには非力過ぎた。


　そうして突き進む中、マルクは戦場の景色に別の景色が重なっているのを、確かに見た。


「見えました、ロックウォールです！」


　この先で線路は街に向かって緩ゆるやかなカーブを描えがき始める。マルクたちはそこで列車から飛び降りるのだ。


　それを確かめたときだった。


　群がる〝過去〟の中に、異質ななにかを見た。


　誰だれも彼もが列車に怯おびえ、攻こう撃げきを仕し掛かけているというのに、戦場から離はなれていく一団があった。戦意を喪そう失しつしたというよりは、なにか明確な目的を持っているような動き方だ。


　その行き先を目で追って、マルクは自分の目を疑った。


　──エルミナ……？


　巨きよ大だいな獣けものとともに戦場を横断する、金色の髪かみをした少女を見たような気がした。


　ドドドドンッ──気がついたときには、拳けん銃じゆうを抜いて斉せい射しやしていた。


　列車の速度はその景色をあっという間に追い抜いてしまい、命中したのか確かめることすらできなかったが、しかし確かにそれはマルクの主に見えた。


　──いいえ、それよりもあの獣……まさか？


　少女を庇かばうように走る黒い影かげ──それは、マルクとともにあった、もう一人の相棒に見えた。


　マルクは堪こらえきれないように笑みを溢こぼした。


　都つ合ごうの良い考えだと、自分でも思う。


〈契けい約やく書しよ〉とともに消えたはずの〝あれ〟が、同じく揺り籠に呑まれたエルミナとともに在るなど、独り善がりの願望に過ぎない。


　それでも、何故かマルクは確信を覚えられた。


　──お嬢じよう様さまを、任せますよ──相棒！
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　ガシャンッ──すぐ側のガラスが割れ、エルミナは小さな悲鳴を上げた。


「……恐おそろしいものなのだね、数というものは」


〈クフ・リーン〉の脚あしと牙きばを借りても、十字軍の戦場を駆かけ抜けることは難しかった。


〈精杯グレイル〉──〝在るはずのないもの〟を追う彼らは、巨大な山犬プリンシツプを相手にも怯みはしなかった。〈精杯グレイルの姫〉を相手にするからには、どんな現げん実じつ離ばなれした怪異でも起こりうる。それを理解しているのだ。


　だから彼らは〝在るはずのないもの〟こそ攻撃対象だと定めているのだ。ここで山犬プリンシツプとドレス姿のエルミナという組み合わせは、彼らにしてみれば攻撃するに足るだけの〝異質〟な存在だった。


　結局、揺り籠の中でも体力に乏とぼしいエルミナは、〈クフ・リーン〉共々無人の民家に隠かくれる羽目になっていた。


　──私は、揺り籠の〝記録〟の中にいるのだろうね……。


　エルミナが揺り籠に呑まれたのは初めてのことではない。その都度〝過去〟の幻げん影えいの中を彷徨さまよってきたが、中には直接〝過去〟に触ふれてしまうこともあった。


　ここは、ちょうどそんな場所なのだろう。エルミナの存在がどこまでこの歴史に残るのかは分からないが、自分が消えればこの時代の人間はエルミナがいたことすら覚えてはいまい。


　エルミナがなにかを壊こわしたとしても、恐らく後で元に戻もどるのだろう。


　──それでも、私の存在にやり直しはない。


　ここでエルミナが死ねば、間ま違ちがいなく自分の存在は消えてなくなる。不公平なルールだと言えた。


「……大だい丈じよう夫ぶ。まだ歩ける」


　気き遣づかうように鼻を擦こすりつけてきた山犬プリンシツプに、エルミナはそっと頷うなずいた。


「……行こう」


　そう言って外へ飛び出したときだった。


「「──っ？」」


　ばったりと、兵士の一団に出くわしてしまった。


「ひっ──」


「──駄だ目めだ〈クフ・リーン〉！」


　飛びかかろうとした山犬プリンシツプを、エルミナはとっさに呼び止めた。


　兵士たちは武器こそ構えてはいたが、他の騎き士したちのように、奪うばうものの目をしていなかった。


　命を懸かけてでも立ち向かおうという意志の籠こもった目──マルクやカナメたちと同じ、守るものの目だった。


「……君たち、は？」


　兵士たちの中に、戦場には似つかわしくもない、一人の少女の姿があった。


　菫すみれ色いろの髪──エルミナと同じ翠すい玉ぎよくの瞳ひとみ。エルミナの母──先代〈精杯グレイルの姫ひめ〉ヴィオラとどこか似に通かよった容姿の娘むすめだった。


　──この時代の〈姫〉……？


　つまり、エルミナの何代も昔の先祖ということだろうか？


　お互たがいに警けい戒かいし合っていると────


「──ぎゃっ？」


　兵士の一人が血を噴ふいた。


　どうやら十字軍の騎士に見つかったらしい。


「……なにかね。……逃げるべきだと？」


〈クフ・リーン〉に促うながされ、エルミナが山犬プリンシツプに跨またがろうとしたときだった。


「待ってくれ！　俺たちのことはいい。彼女だけでも逃がしてくれないか」


　そう言ったのは兵士の一人だった。


　少女を示してそれだけ言うと、エルミナの返事も待たず騎士に向かって突とつ撃げきしていく。そして敢あえ無く斬きり伏ふせられてしまう。


　菫色の髪の少女は悲鳴を上げるが、他の兵士に押さえられて進むことはできなかった。


「……乗りたまえ」


　エルミナは少女の腕うでを引いた。


　──頼たのめるかね？


　口には出さず、そう問いかけると山犬プリンシツプは仕方なさそうに身を伏せた。


　エルミナと菫色の髪の少女を背中に乗せると、〈クフ・リーン〉は駆け出した。


「貴女あなた方は、誰なんですか？」


　エルミナの背中にしがみついて、少女が訊きいてきた。


　答えたところで、恐らく少女が覚えていることはないだろう。なんと答えたものか迷ったが、エルミナは囁ささやくようにこう言った。


「……君のおかげで、今生きているものだ」


　──あなた方が生きていることが、彼らの人生が無む駄だではなかった証あかしだから──


　エルミナの存在自体が、父と母が生きた証だとマルクは言ったのだ。


　その言葉はどう届いたのか。菫色の髪の少女は、それ以上問いかけては来なかった。





　十字軍は、この村の外れにある要よう塞さいを落としに来たらしい。そして菫色の少女はそこから脱だつ出しゆつしてきたのだろう。


　エルミナにはここの出口は分からないが、山犬プリンシツプは迷いのない足取りで駆け続ける。ちょうど、要塞から逃にげる方向に。


　そこら中に死体が転がっている。侵しん略りやく側の騎士もいれば、迎げい撃げき側の兵もいる。逃げる間もなく蹂じゆう躙りんされた村民の中には、老人もいれば子供もいた。


　吐はき気けのする戦場を、エルミナは必死で山犬プリンシツプの背中にしがみついていた。その後ろの少女も必死だ。


　そんな少女二人を背負って走る〈クフ・リーン〉は、いくら精せい霊れいとはいえ余よ裕ゆうがあるものではない。息いき遣づかいが険けわしくなっていくのが感じられた。


　──頑がん張ばって〈クフ・リーン〉……。


　口を開けば舌を嚙みきりかねない。エルミナに出来るのはただ祈いのることだけだった。


　そうしていつしか建物の陰かげに隠れられた村からも外れてしまい、エルミナたちはとうとう遮しや蔽へい物ぶつのない草原に放り出されてしまった。


　そして、それを見み逃のがしてくれる十字軍ではなかった。


　騎士の一隊が、抜ぬけ目なくエルミナに気付いて追つい跡せきを始めた。


　──振ふり切れない……！


　恐らく荷物がエルミナ一つであったなら、〈クフ・リーン〉も逃げ切れたのだろう。それが今はもう一人いる。


　次々と矢が放たれ、雨のように降ふりかかってくる。


　右に、左に、山犬プリンシツプは俊しゆん敏びんに避よけるが、歩みの停てい滞たいはどうしようもない。


　騎士を乗せた馬たちは、槍やりの間合いにエルミナたちを捕とらえていた。


　──やられる！


　そう思ったときだった。





　ガタンゴトンッ──この時代に似つかわしくない、車輪の音が駆け抜けた。





　──列車……？


　啞あ然ぜんとして顔を上げたときだった。


　すぐ側を、鋼鉄の列車が暴風のように駆け抜けた。そして────


　ドドドドンッ──銃じゆう声せいが、騎士たちを薙なぎ払はらった。


　撃うたれた騎士たちからガラスの破片が弾はじけ、そのまま倒たおれ臥ふす。出血は見当たらなかったが、騎士たちが立ち上がることはなかった。完全に昏こん倒とうしている。


　銃声──エルミナが知る、優すぐれた拳銃の使い手は家か令れいである。


　──ドミニク……いや、マルク？


　そんなはずはない。ここは揺ゆり籠かごの中で、しかも〝過去〟の世界なのだ。


　──だが、今のは見み間ま違ちがいなどではない。


　マルクは見間違いかもしれない。しかし列車までを幻げん視ししたなどとは考えられない。


　エルミナが困こん惑わくしていると、頭の中にザワザワと声が響ひびいた。


「……なにかね。上出来だ、相棒……？　そう……」


　こんな状じよう況きようだが、エルミナは自分の無表情が崩くずれるのを感じた。


　──マルクたちも戦ってくれている。


　自分には、思っていたよりもずっとたくさんの味方がいる。


　──私を……私たちを止められるか〈アルス・マグナ〉。


　そうして駆け続けてどれくらい経たっただろうか。


　ピシンッ──その〝音〟は、エルミナの耳にはハッキリと聞こえた。


「……止まって〈クフ・リーン〉」


　ハッとして、エルミナはそう囁いた。


　山犬プリンシツプが脚を止めるのと同時に、世界に亀き裂れつが走った。


「なっ、どうして……」


　菫色の少女が、悲痛な声を上げた。向こうからは、エルミナが消えかかっているように見えるのだろう。


　エルミナは、少女に手を伸のばした。


「……私たちは負けない。必ず、〈アルス・マグナ〉を──〈精杯グレイル〉を打ち破ってみせる。だから、君は生きて」


　少女が繫つないだ命が、きっとエルミナにも繫がる。代々の〈精杯グレイルの姫〉は、決して無意味に囚とらわれたわけではない。


　エルミナの言葉は届いただろうか？


　少女はエルミナの手を握にぎり返し──





　ピシンッ──そして、砕くだけた。
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「今です、飛び降りてください！」


　線路がカーブに差し掛かかり、列車に急制動ブレーキがかかる。


　車輪が火花を散らす中、マルクたちは屋根から勢いよく飛び降りた。


「来るぞ！」


　マルクたちが飛び降りたのは、戦場のまっただ中だ。列車を放ほう棄きした以上、今までのように、一方的に踏ふみ砕くことはできない。


　すぐさま騎士の姿をした〝過去〟が槍を振りかぶるが────


　スコンッ──その顔面を、銀ナイフが貫つらぬいていた。


「申し訳ありませんが、〝在あるはずのない〟過去を相手に手加減はいたしません」


　エルミナの隣となりに傅かしずくならば人を殺あやめない──そんな誓ちかいを立てているマルクだが揺り籠が招く〝過去〟が相手ならば誓せい約やくの外である。倒れた彼らは死ぬわけではなく、揺り籠からはじき出されるだけなのだから。


　ガラスとなって砕ける騎士にそう告げ、マルクは燕えん尾び服ふくの裾すそを翻ひるがえした。


　ジャラ──絹シルクの裏地があるべきそこには、呆あきれるほどの量の銀ナイフが収納されていた。


「マルク殿どの！　ジェノバ殿とセリアを！」


　振り返れば、ジェノバとセリアが列車に取り残されていた。全員いっしょに飛び降りるはずだったのだが、機関室の中にいたセリアと、棺ひつぎを抱かかえていたジェノバはタイミングを逃のがしたのだ。


　彼女たちが降りるために安全圏けんを作らなければならない。


　グシャ──どこから持ってきたのか、巨きよ大だいな丸太が騎士の一団を薙ぎ払う。


　ただの建築素材に過ぎない丸太が、アーロンの巨きよ体たいと腕わん力りよくにより超ちよう重量兵器と化す。馬が引く戦車チヤリオツツですらその一いち撃げきには耐たえられない。


　──ほとんど嵐あらしですね……。


　猛もう進しんするアーロンに続いてマルクも走った。


「──ぃやあっ！」


　列車に駆かけ寄よろうとするマルクたちの中で、誰だれよりも素早く飛び出したのは、アイシャだった。


　侍じ女じよの前まえ掛かけを翻し、馬上の騎士を容よう赦しやなく蹴けり砕く。


　宙に舞まった少女は、蹴りつけた相手を踏み台にさらに跳ちよう躍やくする。次なる相手へ蹴りを叩たたき込むと、また跳躍する。アイシャの軽量さと、クーランの身体能力だからこそできる曲芸だ。


　そうしてアイシャが列車までたどり着くと、屋根の上からジェノバも飛び降りてくる。


　ジャラララララララララララララララッ──巨大な十じゆう字じ架かと鎖くさりが戦場を舐なめる。


〈吸きゆう血けつ姫き〉の強みは自動重火器ガトリングガンだけではない。その人を超こえた腕力で振るう武器全てが暴力となるのだ。


　重甲かつ冑ちゆうを纏まとった大の男が吹ふき飛ばされ──いや粉ふん砕さいされ、俊敏さを誇ほこる騎き馬ばが進むことも退ひくこともできず薙ぎ払われる。大きな的まとほど鎖に巻き込まれやすい。


　反面、身軽な軽装歩兵は地に伏せ果か敢かんにも鎖を搔かい潜くぐって攻せめ込んで来る。


　ボバッ──それを、アイシャの踵かかとが無残に断ち割る。


　ジェノバが中ちゆう距きよ離り広こう範はん囲いを。アイシャがそれを搔い潜る近距離を。そして────


　ドンッドンッ──遠方から弓を射構えた兵士たちを、銃声が一いつ掃そうする。


　列車の中から、セリアが狙そ撃げきしていた。


「行きます」


　実に均整の取れた三人ではあったが、マルクたちの役目は邀よう撃げきではなく、進しん撃げきなのだ。進まなければならない。


　セリアが列車から飛び降りたのを合図に、アイシャたちもマルクたちと合流する。


「屋や敷しきはどっちですか！」


　アイシャが叫さけび、マルクも呻うめかざるを得なかった。


　線路はカーブを描えがいており、さんざん走り回ったこともあって方向を見失っていた。


「高いところに登れば……！」


　列車の上からならば〝過去〟と重なるロックウォールが視認できたのだ。


　そう言って近くの騎士に銀ナイフを撃ち込み──そして、マルクたちは悪夢を目まの当たりにした。


「──なっ？」


　顔面にナイフを受けた騎士は膝ひざを折り、ガラスのように砕ける──はずだった。


　倒れる騎士にガラスの破片が集まり、見る見るうちに復元されていく。騎士は啞然とした顔をするが、すぐさま剣けんを取って襲おそい掛かってくる。


　──蜃しん気き楼ろうの屋敷では、壊こわれたものが時間を巻き戻もどしたように復元される──


　その法則が、ここでも適応されていた。


　──これは、反則でしょう……！


　これではいくら攻こう撃げきしてもキリがない。こちらの攻撃は時じ間かん稼かせぎにもならず、相手の攻撃は間ま違ちがいなく致ち命めい傷しようになる。


　投げナイフで二人、三人と打ち倒すが、やはりすぐに復元してしまう。現在の力が〝過去〟に届かなくなっているのだ。〝過去〟は現在に届いているというのに！


「こんなところで──っ！」


　押し切られるほどではない。


　技量はこちらに分があり、武器も時代の差がある。なにより、マルクたちには退けない理由があるのだ。士気が違ちがう。


　だが、突つき進むことはできない。


　どれだけ打ち据すえようとも〝過去〟という壁かべが崩れることはないのだから。


　──なにか手はないのですか……！


　そう考えて、マルクはハッとしてしまった。


　胸ポケットには、アイシャから預かった瑠璃ラピス・ラズリ──アルバが残した〈精せい霊れいの器うつわ〉がある。〈アルス・マグナ〉とも拮きつ抗こうしうるこの力ならば、目の前の〝過去〟を薙ぎ払うことができるのではないか？


　──いいえ、これは〈眠ねむり姫〉の血を採とる切り札です。


　アルバが使わずに残したそれを、こんなところで使うわけにはいかない。


　マルクが呻いたときだった。





「邪じや魔まを──するなあっ！」





　一いつ喝かつとともに、騎士たちの軍勢が断ち割られた。


　あるものは顔面を上下に分断され、あるものは肩かたから股ももまでを両断される。首を落とされたものもいれば、刀とう剣けんで串くし刺ざしにされたものもいる。


　そして、殺さつ戮りくの光景は次の瞬しゆん間かんには消失していた。


「走れ！　長くは騙だませぬ」


　カナメだった。


　猫ねこ騙だまし──彼女はそんな名で呼んでいるが、相対した人間に〝死〟を認識させるほどの殺気を叩きつける技わざだ。契けい約やく者しやの異能ではなく、達人の域に達した彼女の〝人〟としての力だった。


　物理が届かずとも、そこに〝在る〟のは間違いない。カナメの殺気は確かに〝過去〟へと届いていた。


「カナメさん！」


　しかし、それをやったカナメも膝をついていた。


　一対一の決けつ闘とうならばいざ知らず、戦場──感情と本能を振ふり回す兵の戦意をへし折るのにどれほどの気力を必要とするだろう。それも数十人という数を相手に。


　──カナメが作ったこの機を逃のがすわけにはいきません！


「アーロン、屋敷はどちらです！」


　アーロンの体たい軀くは、騎士の群れからも頭一つ飛び出している。遠くまで見み渡わたすこともできるはずだ。


「向こうなのである！」


　アーロンが示した先には、霞かすみのような靄もやが広がっていた。


　──屋敷の防衛機能……？


　蜃気楼の屋敷は、招かれざるものの目には見えず、近づくこともできない。その力が現れているのだろうか？


　──どちらにしろ、進むしかありません！


　そうしてマルクたちが駆け出したときだった。





　ターンッ──尾おを引く銃じゆう声せいが響ひびいた。





「セリアさん！」


　アイシャの悲鳴。振り返ると、セリアが肩を押さえて蹲うずくまっていた。


　──時代が進んだ……？


　今までの騎士たちは、銃を所持していなかった。まだ銃が発明される前の時代だったのだろう。それが持ち出してきたということは──


　周囲を見渡せば、いつの間にか騎士の一団は姿を消し、軍服に身を包んだ兵たちが並んでいた。腰こしには刀剣と、マスケット銃よりも古い短たん銃じゆうをぶら下げている。


　五百年以上昔の武装だが、現代に近づいている。


　──重火器を持ち出されるようになったら、手に負えません……！


　ジェノバのような自動重火器ガトリングガンや爆ばく弾だんを持ち出されれば、契約者でも無傷では済まない。マルクたちは地形や異能を利用することすらできず、相手は死ぬことすらないのだから。


「ジェノバ、セリアさんを！　列車を盾たてにします」


　銃が出てきた以上、無む闇やみに突っ込めば死ぬだけである。作戦を練ねらなければならない。


　ようやく列車から離はなれたというのに、出発点に戻らなければならない。口くち惜おしさをかみ殺しながら、マルクは銀ナイフで牽けん制せいを続ける。


　アーロンがセリアを抱えて走り、ジェノバとアイシャがそれに続く。マルクは先ほどの〝猫騙し〟から立ち直りきれていないカナメに肩を貸し、なんとか列車まで退しりぞいた。


　カカカカーンッ──鋼鉄の車両が弾だん丸がんを受けて悲鳴を上げる。


　──好き放題やってくださいますね……。


　呻きながら、マルクは荷台で手当てを受けるセリアに目を向ける。厄やつ介かいなことに弾丸は貫かん通つうしなかったらしい。古い銃だった上に、距きよ離りもあったのだから仕方がないが。


「──ぅぐぅ！」


　ジェノバが手術用メスで傷口を切開し、素早く弾丸を抉えぐり出す。堪こらえきれず、セリアが悲痛な呻き声を漏もらした。


「許せ。麻ま酔すいは用意していない」


　ジェノバは弾たまを抉り出したメスを、今度は自分の手の平に走らせる。ゴポリとあふれ出した血液を、セリアの肩へと滴したたらせる。彼女の能力はああやって他者の怪け我がも治ち療りようできるのだ。


　応急処置が終わったのを確認して、マルクはジェノバに目を向けた。


「ジェノバ、手当てが終わった直後に悪いですが──」


「──分かっている。盾になれというのだろう？　我われの能力と棺ならばあの程度の銃は問題ではない」


「……感謝します」


　説明するまでもなく、ジェノバはそう言ってくれた。


　街を迂う回かいする以上、身を隠かくすような盾はない。そうなると、誰かが盾になって進む他ない。ジェノバは、その役目を文句も言わずに引き受けてくれた。


「マルク殿どの、盾役の交こう替たいを要求するのである」


「アーロン？」


　アーロンは機関室の扉とびらを力任まかせに引きちぎっていた。確かにあれも鉄板ではあり、盾に使えないこともない。


「ジェノバ殿では盾には小さすぎるのである。それに我わが輩はい、少し頭に来ているのである」


　撃うたれたセリアは彼の娘むすめだ。怒いかり狂くるうのも無理はない。


　──止めるだけ無む駄だなのでしょうね。


　マルクが頷うなずくと、カナメが声を上げた。


「話はまとまったの？　道を開く。準備は良いか？」


「カナメ、なにをするつもりです？」


「〈沙イサ波ナミ〉ならば揺ゆり籠かごを搔かき消せる。範はん囲いは狭せまいがの。飛び出す機会くらいは作れよう」


　先日、〈宣教師〉ヨハエルの計略でマルクが〈アルス・マグナ〉の迎げい撃げき機能に巻き込まれたとき、カナメは能力でそれを防いでくれた。


「ですが、あなたもただでは済まないのでは？」


　そう訊きくと、カナメは首を横に振った。


「時間じゃ。次は私の番なのじゃ」


「時間……？」


「……〈沙イサ波ナミ〉が消える」


　マルクは息を呑のんだ。


　そうなのだ。自分たちには時間制限があるのだ。時計の針が一つ進むごとに、一人能力を失う。そしてここから先、能力を使わないわけにはいかない。たとえそれが秒読みを進めてしまうとしても、立ちはだかる揺り籠の園はどこまでも険けわしいのだから。


　忘れていたわけではないが、改めて目まの当たりにすると震ふるえざるを得なかった。


　進むごとに、自分たちは力を失っていくのだ。


　──いいえ、分かっていたことです。


　マルクが頷くと、カナメは毅き然ぜんとした声で宣言した。


「では、良いな？」


　アイシャが頷き、アーロンが右手に丸太、左手に鉄板を抱かかえる。ジェノバも棺ひつぎを背負い直し、セリアはまだ本調子ではなさそうだが、ダーツの代わりに拳けん銃じゆうを抜ぬいていた。


　そして、カナメは列車から飛び出した。





「さらばじゃ──〈沙イサ波ナミ〉！」





　それが、カナメが契けい約やく精せい霊れいにかけた最後の呼びかけだった。


　大地が水面のように揺らぎ、それに呑み込まれるように周囲の兵たちも歪ゆがんで消えていく。その波は紋もんに翡翠鯱セルフアーの影かげが揺らぎ、そして弾はじけて消えた。


　契約者の異能を搔き消し、物体へ潜もぐり込み、波しぶきで全てを薙なぎ払はらい、映うつる波紋で相対した敵の行動を読み取ってきたカナメの領域。それが──





　ガシャンッ──破は滅めつへ進むような〝音〟とともに、水面の世界が砕くだけ散った。





　そして、その衝しよう撃げきは当然のことカナメ自身へものし掛かかっていた。


「──行け！」


　胸を押さえ、蹲りながらもそう叫さけぶ。


　アーロンが鉄板を盾に飛び出し、セリアとジェノバがそれに続く。


　そしてマルクは──


「ひゅあっ？」


　奇き妙みような悲鳴を上げるカナメをヒョイと抱だきあげた。


「は、へ、変な意味はありませんよ？　あ、あああなたをここで失うわけにはいかないと、ですから！」


「わ、わわ分かっておる！　妙みような気を利きかすでない！」
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　露ろ骨こつに慌あわてる二人に、すぐ後ろをついてきていたアイシャが小さく吹ふき出した。


「結局、マルクさんとカナメさんは変わらないんですね」


　どこか楽しげな侍じ女じよの少女は、マルクが拾ひろえなかったカナメの愛あい刀とうをきちんと抱えてくれていた。


　真っ白な頰ほおを紅甘美アポルロの色に染めながら、カナメはふて腐くされたように体から力を抜いた。


「今は、休ませてもらう。先は、険しいからの」


　前を見れば、アーロンが凄すさまじい勢いで丸太を振るい〝過去〟を薙ぎ払っていた。


　カン──カン──能力で先読みしているのだろう。周囲から撃ち込まれる弾丸を鉄板で器用に弾はじき、そのまま体当たりで〝過去〟を吹き飛ばしたと思ったら、今度は丸太の一いち撃げきを痛つう烈れつに見み舞まう。


　当然、それだけで全てを防げるわけではなく、すでに脇わき腹ばらや大だい腿たいから出血しているが、致ち命めい傷しようは確実に防いでいる。この時代の兵が扱あつかう銃は、アーロンの巨きよ軀くに致命傷を与あたえるには非力過ぎるのだ。


　そしてそれは、この時代に怒いかれる庭師を止める術すべが存在しないということでもあった。


　それでも、マルクの表情に余よ裕ゆうはまったく見られなかった。


　ガラスの散乱する道をマルクたちが踏ふみ越こえると、そのすぐ後ろで倒たおした兵隊が立ち上がる。


　──一歩でも立ち止まれば、お終しまいですね……。


　今は勢いで押し切っているが、すぐ後ろからはもう〝過去〟が追いかけてきているのだ。マルクとていつまでもカナメを抱えてはいられないだろう。


　──せめて、カナメがカタナを握にぎれるようになるまでは……！


　しかし、マルクの願いは儚はかなく踏みにじられることとなった。


「──うぬぅっ？」


　アーロンが呻うめいた。


　前方に、木製の大たい砲ほうが設置されていた。


　いくらアーロンの巨きよ体たいでも、これは防げない。


「撃ち抜け──〈ルー・グー〉！」


　すかさずセリアが〈魔ま弾だん〉を撃ち込むが、大砲は一つではなかった。


　ドゴンッ──別の方向から砲ほう撃げきされ、土砂と衝撃でマルクたちは足を止めざるを得なかった。


　そして、それを見み逃のがす〝過去〟ではない。


　死し霊りようの群れのように〝過去〟が群がってきたときだった。





　──届いていますか、私の謳うたは──





　戦場に似つかわしくもない、そんな歌声が響ひびいた。










　第四章　決断は次なる扉とびらを開き







「あの子たちが心配？」


　妖よう艶えんな声で囁ささやかれ、エミリオは顔を上げた。


　テーブルの向かいに、真っ赤なドレスに身を包んだ男性が腰こし掛かけていた。マルクの兄のクリスだ。エミリオも初対面ではない。


「いいえ。信じていますわ。ただ……」


　エミリオは、キュッとドレスの裾すそを握にぎり締しめた。


「待つことしかできないのは……、辛つらいですわ」


　エルミナの体を守る──カナメは、そんな理由を付けてくれた。


　それでも、マルクやカナメ、アイシャたちが必死で戦っている中、なんの役にも立てないことに変わりはない。


「ロッジさんたちは、ご無事でしょうか」


　駅での騒そう動どうは、エミリオが残った地下酒場にも聞こえてきた。恐おそらく、マルクは初めからその危険に気付いていたのだろう。だから見送りもさせてくれなかった。


「まあ、捕つかまったみたいだけれど、死んではいないわ。彼らの首領が無事に戻もどれば解放してもらえるでしょう。それ相応の対価は必要になるでしょうけれど」


　ただの人であるロッジたちも、マルク……いや、ロックウォール──自分たちの街のためといった方が正しいだろうか。いずれにせよ、この状じよう況きように立ち向かい、なにかを成し遂とげた。


　エミリオだけが、なにもしていない。


　消しよう沈ちんするエミリオを見かねたように、クリスは時計に目を向けた。


「時間的に、そろそろロックウォールに突とつ入にゆうしているころね」


　街中を避さけるとは言っていたが、〈アルス・マグナ〉の揺ゆり籠かごは外の荒野にまで広がっているという話だ。マルクたちはもう揺り籠の中だろう。


〈アルス・マグナ〉の契けい約やく者しやは、本来はエミリオなのだ。自分が止めるべきなのだ。


　だというのに〈アルス・マグナ〉はもうエミリオには応こたえない。


　──フォルちゃん……。こんなとき、わたくしはどうするべきなんですの？


　手の上に載のせたのは、壊こわれたペンダントだ。


　一人歩きする精せい霊れい〈フォル・ウォレ〉は砕くだけてしまった。エミリオは、別れを告げることさえできなかった。


　彼女はどうなっただろうか。


「それ、〈フォル・ウォレ〉ちゃんの〈器うつわ〉ね？」


「ええ……。壊れてしまって、フォルちゃんもどうなってしまったのか……」


「契約者っていうのはね。精霊と契約した人間なの。その精霊っていうのは〈器〉を失って彷徨さまよっているものらしいわ」


　エミリオは僅わずかに目を大きくした。


「では、フォルちゃんも？」


「たぶんね。まあ、消えたとしても死んだわけじゃあないのよ」


「そう、ですの……」


〈フォル・ウォレ〉も、契約精霊として誰だれかを契約者にするのだろうか。


　──それならば、わたくしを契約者にしてくれれば良いのに……。


　きっと、それは口にしてはならないことなのだろう。


　エミリオも知っている。


　カナメやアイシャ、オウマやジェノバがどんな闇やみを抱かかえ、いかに苦く悩のうしたのか。そして血を吐はくような思いをしながら、それを乗り越こえていったことを。


　もっとも、本来〈アルス・マグナ〉の契約者であるエミリオが、もう一度契約を結ぶこと自体が不可能なのだが。


　俯うつむくエミリオに、クリスはいくらか真しん剣けんな眼まな差ざしを向けてきた。


「エミリオさんにはエミリオさんにしかできないことがあるはずよ。こう言っちゃなんだけど、マルクたちが帰って来なかったら〈アルス・マグナ〉をどうにかできるのは、きっとあなただけになる」


「そんなこと……！」


　声を荒あららげかけ、それが今自分たちが直面している現実なのだと嚙かみしめた。


「そう……なのかもしれませんわ。でも、そのときわたくしになにができるとおっしゃるんですの？」


　クリスは首を横に振ふる。


「それはあたしにも分からない。でも、エルミナさんが歩いた道を追いかけられるとしたら、あなたしかいない。その道程を辿たどって、その先を見つめられたら、きっとそこに答えはあると思うわ」


「姉様が歩いた道程の、その先……？」


　エミリオは姉の背中ばかり追いかけてきたのだ。彼女を超こえることなどできようはずもない。


　──でも、姉様はわたくしに全てを残してくれた。


　知ち恵えも、居場所も、自分の体でさえも。


　四度目に目覚めたとき──ニュージョンストンのホテルで騒動に巻き込まれたとき、エミリオはほんの一時だが、姉の存在を身近に感じられた。


　そして、それが最後になったのだ。


「──あった」


　エミリオは、思わず腰こしを浮うかした。


「なにか見つけられたかしら？」


　試すように微笑ほほえみかけるクリスに、エミリオは自信なげに頷うなずいた。


「わたくし、姉様みたいな知恵はありませんし、考えも浅はかですわ。でも、一つだけ姉様と共有したものがありましたわ」


　そう、始まりはエルミナの模も倣ほうだった。


　だが、エミリオは見つけたのだ。あの日、ヴァレンシュタイン家の屋根の上で、一年前の全てを思い出したそのとき、確かに一歩を踏ふみ出せたのだ。


　姉と対等に分かち合えるものなど、きっとこれしかない。


　だから──





「──届いていますか、私の謳うたは──」





　だから、エミリオは歌うことにした。


　姉に届くとしたら、きっとこの謳しかないと思うから。
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　──届いていますか、私の謳は──





　その謳は、確かにマルクたちのもとに届いていた。


「この謳、エミリオか？」


　腕うでの中でカナメが目を丸くした。


　と、そこに刀とう剣けんを持って兵が飛び込んできた。


「ったあ！」


　後ろから駆かけ込んできたアイシャが、その顎あごを蹴けり砕くだく。


　兵隊はガラスの破片を撒まき散ちらして倒たおれるが、それもすぐに復元を──


　始め、なかった。


「倒せた？」


　アイシャが意外そうな声を上げ、その反対側ではジェノバの連接棍棒モーニングスターが大たい砲ほうを薙なぎ払はらう。そちらも、砕けたまま復元はされなかった。


「謳が、揺り籠を押し返している……？」


　マルクの呟つぶやきに、腕の中でカナメが身を起こした。





　──小鳥は聴きき手を求め囀さえずり、花たちは運び手求めて香かおる──





「アイシャ、暗くら乃の守かみを！」


　カタナを受け取ると、カナメは猫ねこのような身のこなしで飛び出した。


　正面にいた兵を顔面からたたき割り、斬きった瞬しゆん間かんには横に飛んで次の相手へカタナを振るう。斬ると同時に次の標的へと飛び込んでいく。


　電光石火。稲いな妻ずまのように駆けるカナメを、銃じゆう弾だんですら捉とらえることはできない。


　──私は、どうやってあれを倒したのですか……？


〈東方不敗〉──〈四強〉最強の名で呼ばれ〝契約者狩がり〟として孤こ高こうに生きてきたカナメは、多対一の戦せん闘とうというものをよく心得ていた。


　混戦するこの戦場では、懐ふところに飛び込まれれば味方が邪じや魔まで他の兵は手が出せなくなる。そして這はうような身の低さで左右から飛び込んでくるカナメは、正面しか見ていない兵隊には認識できない。


　斬られた兵士には、きっとカナメがなにもないところから現れたようにしか見えなかっただろう。そしてその姿を視認したときにはすでに斬られている。





　──駆け抜ぬく風は還かえることなく、流れる水も留とどまらない──





「そっか、ああいうふうにやればいいんだ」


　納得したように頷くと、今度はアイシャが同じように飛び出していった。


　そして──ズゴンッ──兵隊が次から次へと粉ふん砕さいされていく。


　──あの動きを、一度見ただけで真ま似ねてしまいますか……。


　恐ろしい観察力と応用力である。アイシャとて最年少で〈四強〉に名を連ねた契約者なのだ。能力一つが武器ではない。


　思えば、カナメとアイシャは屋や敷しきの庭園でよくよく手合わせをしていた。カナメの動きは、アイシャには学びやすい教本なのだ。


　だが、それ以上に〝過去〟を屠ほふっているのがアーロンだった。この時代の銃弾程度ならばものともしない巨きよ軀くに、丸太一ひと振ふりで四、五人を吹ふき飛ばす破は壊かい力。そして〝読心〟による防ぼう御ぎよ能力。


　放たれた矢のようにマルクたちが進めるのは、その鏃やじりにアーロンがいるからだった。


「私も、見物している場合ではありませんね」


　遠目から動き方を察したのだろう。アイシャに銃じゆうの狙ねらいを付ける兵に、銀ナイフを撃うち込み処分する。


　近い相手はカナメとアイシャが屠ってくれる。その向こうでは、いつの間にかアーロンだけでなく、ジェノバも前に出て道を開いてくれている。ならばマルクは外から来る銃弾を防ぐべきだ。


　執しつ事じとして──使用人を束ねるものとして、全体の動きを把は握あくすることを旨むねとしてきたマルクは、図はからずも一歩引いて戦せん況きようを見通すことができていた。


　後ろから追ってくる兵に用はない。前に突つき進むことこそが、マルクの役目なのだ。


　側面から狙いを付けてくる兵を、マルクは次々と射い貫ぬいていく。


　──狙いやすい場所──意識しにくい場所──


　自分たちを狙そ撃げきしうる場所を想定し、そこへ向かって銀ナイフを投げ込む。標的を確認する暇ひまもなければ必要もない。


　自分たちが走り去るまでの間を、黙だまらせれば良いのだ。そして、アーロンとジェノバという暴力を、一歩でも立ち止まらせる力はこの〝過去〟には存在しない。存在したとしても──


「降ふり注そそげ──〈ルー・グー〉」


　ドゴンッ──そちらは真っ先に〈魔ま弾だんの射い手て〉に撃ち抜かれていく。


　天高く打ち上げられた〈魔弾〉が、砲ほう台だいを始めとする大型兵器を容よう赦しやなく射貫いていく。火付け役だったのだろう兵は、なにが起こったのかすら理解できずに砕け散った。





　──問いかける声に答えもなく、伸のばしたその手も届かない──





　契けい約やく者しやは己おのれの能力を知られることを嫌きらう。それゆえに契約者は群れない。馴なれ合わない。然しかるに、協力し合うこともない。


　その契約者が──この国の頂点に近い力を持った契約者たちが、完全に統率の取れた行動を取る。


　蜃しん気き楼ろうの屋敷が──ヴァレンシュタイン家という特とく殊しゆな環かん境きようが築き上げた、契約者による戦闘集団。それは少数とはいえ、軍隊に引けを取る程度の存在ではなかった。


　──行けます！


　この時代の兵力では、マルクたちは止められない。


　どれだけ膨ぼう大だいであったとしても、解とき放たれた矢のように進しん撃げきする契約者は〝過去〟には止められない。


　マルクが手て応ごたえを感じたときだった。


「マルク！」


　先行していたカナメの声で、マルクもそれに気付いた。


　周囲の景色が、また霧きりのように霞かすんでいた。


　──時代が、また進む？


「アイシャ殿どの、カナメ殿、我わが輩はいの後ろへ」


　アーロンが鉄板を盾たてに前に進み、その隣となりでジェノバも棺ひつぎを突き出して前を睨ねめ付ける。





　──西風が吹いたよ、ほら顔を上げて──





「これは……！」


　霧の中から現れた次なる軍勢を見て、マルクもさすがに色をなくした。


　肩かたから提さげたマスケット銃。腰に提げたサーベル。歩兵の後方では行進曲を奏かなでる軍楽隊。整列する兵団の中には滑腔カノン砲ほうや、古い型だが自動重火器ガトリングガンの砲ほう座ざまで設置されている。


　近年──軍楽隊が戦線に居座っているところを見ると、フロアティナ独立戦争あたりの時代だろうか。近代兵器が姿を現していた。


　──火力で追いつかれました……！


　先ほどまでの短たん銃じゆうなど、貫かん通つう力もないただの豆まめ鉄でつ砲ぽうだ。アーロンが抱かかえているような鉄板でも防ぐことができた。


　威い力りよくはそれほど変わらずとも、目の前に並ぶマスケット銃は射しや程てい距きよ離りが違ちがう。機き関かん砲ほうのように連射機構を備えたものもある。滑腔カノン砲に至っては逃にげる他ないだろう。


　身を隠かくす場所もないマルクたちは、良い標的でしかなかった。


　威力でも射程距離でも追い抜かれたことになる。


　──散開させますか？　いえ、それでは各個撃げき破はされます……！


　マルクたちが〝過去〟という数の差を覆くつがえして進めるのは、それぞれが短所を補い合い、長所を伸ばしているからだ。バラバラに逃げれば誰だれも庇かばいようがなくなる。


　マルクが迷っている間にも〝過去〟たちは銃の照準をマルクたちに合わせる。


　──せめてカナメの能力があれば……。


　彼女の能力ならば、地面を液状化させて潜もぐることができた。隠れる場所を、自分で造り出すことができたのだ。


　──自分で、造る？


　そこまで考えて、マルクはハッとした。


「セリアさん！」


「──〈ルー・グー〉！」


　マルクが言い終えるより早く、セリアが〈魔弾〉を放っていた。そして──


　ドゴンッ──すぐ側で地面が爆はぜた。


　セリアの〈魔弾〉が、地面に大きな穴を穿うがっていた。弾たま除よけの壕ごうだ。


「中へ！」


　そう叫さけんだものの、〈魔弾〉一つで作った穴はせいぜい二、三人しか入れない大きさだった。





　──覚えていますか、私の謳を──





　マルクは、とっさに一番逃げてくれそうにない人間の襟えり首くびを引いた。


「──なッ」


「うひゃっ？」


　困こん惑わくの声を漏もらしてカナメが壕の中に落ち、その向こうではセリアがアイシャを放り込んでいた。カナメもアイシャも接近戦を得意としており、銃弾の飛び交かうこの状じよう況きようで突っ込ませるのは得策ではない。


　続けて──


　ジュジュジュジュジュンッ──大量の銃弾が飛来する。


　野ざらしのマルクたちは頭を庇って伏ふせるが、背中や肩を引き裂さかれる。


「セリアさん、あなたも中へ！」


　この場でもっとも効果的な能力を持っているのは、セリアだ。彼女に負傷されては反はん撃げきも叶かなわなくなる。


　セリアは忌いま々いましそうに舌打ちを漏らすが、おとなしく壕の中に退たい避ひしてくれた。


　ドゴンッ──直後、空から落ちてきた〈魔弾〉に、編隊を組んだ兵たちが吹き飛んだ。


「ジェノバ、アーロンを！」


　地面を這いながら、マルクはジェノバに呼びかける。


　マルクたちとは違い、彼の巨きよ体たいは伏せたくらいでは銃弾を避さけられない。すでに何発も受けているらしく、周囲の地面が赤く染まっていた。


　カカカッカンッ──けたたましい音を立てて、いくつもの火花が散った。


　見ればジェノバが棺を盾にアーロンの側までたどり着いていたが、鋼鉄の棺は目立ち過ぎる。いくら盾とはいえ、狙い撃ちにされてはジェノバも身を起こせない。


「セリア嬢じよう、〝過去〟どもを黙らせられぬか！」


「やってる！」


　滑腔カノン砲ほうあたりを撃ち込まれればマルクたちはひとたまりもない。セリアは大型兵器から破壊していってくれているが、彼女の方も壕から顔を出すこともできないでいる。


　壕の中でチカリとなにかが光っており、鏡かなにかで状況を観察しているのだと分かるが、それで〈魔弾〉を連射するのは難しい。


　──どうすれば……！


　マルクやアイシャ、カナメの能力が健在ならば、まだやりようもあった。仮にも〈四強〉に名を連ねるだけの力だったのだから。


　それが真っ先に失われたのは、やはり痛かった。


「アーロン？　なにをするつもりだ」


　ジェノバの声に顔を上げると、アーロンが棺と鉄板を支ささえに立ち上がろうとしていた。


「おやめなさいアーロン！　狙い撃ちにされます！」


「だから、良いのである！」


　マルクの制止も聞かず、アーロンは立ち上がっていた。その瞬しゆん間かんにいくつもの銃弾を受け、瞬またたく間まにオーバーオールが朱しゆ色いろに染まる。


　それでも、アーロンはフクロウの面を外し──グシャッ──握にぎりつぶしていた。





　──蒼そ空らが見つめるなら金の瞳ひとみ、夜が瞬くなら銀の滴しずく──





「〈ハヌ・マーン〉が命じる──『死ね』！」


　銃じゆう声せいが、止やんだ。


　顔を上げると、兵たちは砕くだけたわけでもなく、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。


　そして──ドサドサドサ──誰からともなく、地面へと倒たおれていく。そして音もなくガラスと成り果て崩くずれる。


　──〝死〟を、認識させたのですか……？


　アーロンの能力は、仮面を外せば他者の思考を塗ぬり替かえることができる。その力を以もつて、思考を〝死〟なせたのだ。





　ガシャンッ──ガラスの崩ほう壊かい音とともに、アーロンがガックリと膝ひざをついた。





「アーロン！」


　ジェノバが慌あわてて手当てを始めるが、アーロンはピクリとも動かなかった。


　マルクも側に駆かけ寄より、状態を確かめる。息はあるが、出血の量が酷ひどい。おまけに能力消失の打だ撃げきまで受けているのだ。すぐには復帰できないだろう。


　両目から流れる血を、マルクはハンカチで拭ぬぐってやった。


「無茶をし過ぎです」


　ひとまず、アーロンの能力は〝過去〟にも相当の衝しよう撃げきを与あたえたらしい。銃じゆう火かも散さん漫まんになっていた。


　倒れたのは正面にいた一団だけだが、なにかの破は壊かいがあったわけでもないのに全員が事切れたのだ。元々セリアの〈魔弾〉で恐きよう慌こう状態だったところへこの状況で、迷信じみた恐怖に駆られているのだろう。


「アーロンは、どうじゃ？」


　カナメが、壕から出てきていた。セリアも駆けつけたいのだろうが、懸けん命めいに〝過去〟への攻こう撃げきを続けてくれている。





　──忘れた夢ならさあ目を開けて、失くした謳うたならさあ耳を澄すまそう──





　アーロンが、ようやく目を開けた。


「〈ハヌ・マーン〉は逝いったのであるか……」


　マルクの顔を見て、アーロンは疲つかれたようにため息を漏らした。


　また一つ、時計の針が進んだ。失われた能力もまた、大きかった。


「仮面、予備は用意していないのですか？」


　アーロンはいかなるときでも仮面を外さなかった。自分でつけるのが難しいならつけてやろうと思ったのだが、アーロンはゆっくりと首を横に振ふった。


「もう、必要ないのである」


　そう言って、視線を倒れた兵たちの方向へ向ける。


「マルク殿どの、我わが輩はいの能力は、容易たやすく人の命を摘つみ取れるのである。我が輩には、荷の重い力だったのである」


　すぐ側を銃弾が撥はね、マルクは身を固くしながらもアーロンの身を庇うように伏せる。


「相手が死ねば、我が輩、その〝死〟という感覚まで視みえてしまうのである」


「それで、仮面を？」


　アーロンは本気で能力を使うときに仮面を外す。それは仮面が能力を制限しているということだ。


「荒あらっぽい性格の我が輩には、この能力は撃げき鉄てつの上がった拳けん銃じゆうを持ち歩いているようなものだったのである。だから、逃げていたのである」


　それから、貫かん禄ろくのある笑みを浮うかべた。


「されど、今回ばかりは逃げなかったのである」





　──刻ときが流れて朽くち逝ゆくなら、声が嗄かれてもまた歌おう──





「……屋や敷しきで一番のお人好しは、あなたですよ？　そうでなければあれだけ動物が集まってはきません」


　マルクは苦笑した。


　アーロンが立っていると、どこからともなく金雀エインジルや琥珀栗鼠アークエンが集まってくる。そのアーロンが荒っぽいなどと、マルクは認めない。もっと荒い人間がいくらでもいるのだから。


「あなたがどんなつもりであったとしても、私たちには庭師ガードナーのアーロンが全てです」


　そう言うと、アーロンは仕方なさそうにため息を漏らした。


「〝あれ〟もマルク殿くらい寛かん容ようであってくれたなら、我が輩も楽なのであるがな」


「〝あれ〟……？」


　マルクが首を傾かしげると、アーロンはゆっくりと身を起こした。


「そろそろ行くのである。マルク殿の目的地は、ここではなかろう？」


「ええ」


　マルクが頷うなずき返したときだった。





　──西風が吹ふいたよ。ほら謳を歌おう──





「マルクさん！　また……」


　アイシャの声に目を向けると、周囲の景色がまた霞かすんでいた。


　──また時代が進むのですか？


　次は現代に追いつくかもしれない。


　はたして、アーロンまでもが能力を失った今、強力な銃じゆう器き以外にも航空機や爆ばく弾だんを駆く使しする現代の軍隊を相手にどこまで戦えるだろうか。


　──それでも、立ち止まっているわけにはいかないのです。


　腹を据すえて前方を睨にらみつけていると、やがて揺ゆらいだ世界は一つの形を紡つむぎ始めた。


　そして現れた姿を見て、マルクは眉まゆを顰ひそめた。


「子供……？」


　そこにいたのは、汚よごれた襤ぼ褸ろを纏まとった子供だった。汚れすぎて、性別や年ねん齢れいも定かではない浮ふ浪ろう児じだ。


　ただ、その目の部分には真新しい包帯が巻かれていた。


「あの子は……」


　マルクは、その姿に見覚えがあった。


「知っておるのか？」


　カタナに手をかけ警けい戒かいを強めるカナメに、マルクは頷いた。


「え、ええ……。ずいぶん前に、カーネギーで少し世話を焼いてさしあげた女の子です。とは言っても、面めん倒どうを見てくれそうな浮浪児たちに世話を頼たのんだだけですが……」


　その子供が、何な故ぜここにいるのか？


「──え？」


　説明すると、アイシャが信じられないというような声を上げた。


「噓うそ……」


　そして、怯おびえるような声を漏もらした。


「アイシャ？」


　マルクが目を向けると、アイシャは震ふるえる指でその〝子供〟を示した。


「あれ……あたし、です」


「は……？」


　その意味を、とっさに理解できたものはいなかった。


　ただ、その〝子供〟が包帯を外し始めたことで、マルクはそれを見ることができた。


〝子供〟の瞳は、灰色に染まっていた。





『焼やき払はらえ──〈バーラ・ルー〉』





〝子供〟は、確かにその名を口にした。


「視界に入っちゃ駄だ目めです！」


　ちりちりと肌はだが焼け付く。


　慌てて飛び退のこうとするが──


「動けない？」


　マルクの体は指一本動かせなかった。あたかも鬼おにに影かげを踏ふまれた子供のように。


　──この力、まさか……！


〝子供〟の隣となりには、暑苦しい黒のコートに身を包んだ少年の姿があった。





『嚙かみ砕け──〈クフ・リーン〉』





〝少年〟の足下から伸のびるのは、蜘く蛛もの巣すのような歪いびつな影。紛まぎれもなく〝マルク〟の能力だった。


　──過去の〝私たち〟だというのですか……！


「セリアさん！」


「ぶっ飛ばせ──〈ルー・グー〉！」


　マルクの呼びかけに、セリアは瞬しゆん時じに反応してくれた。


〝少年〟が斥せき力りよくではじき飛ばされ、ガクンとした衝撃とともに体に自由が戻もどる。マルクはすぐさま足下の砂利じやりを蹴けりつけ〝子供〟の〈魔ま眼がん〉を妨ぼう害がいする。


〝子供〟が顔を押さえて蹲うずくまると、今度はその前に別の〝影〟が揺れる。


　次に現れたのは真っ赤な髪かみを三つ編みに結わえた少女だった。マルクの知らない顔だ。


「──っ？」


　そう思った瞬しゆん間かん、目に見えない壁かべにでもぶつかったように、マルクは大きく吹き飛ばされた。


　──この能力〝セリア〟さんですか……！


　なんとか地面に着地すると──ギリンッ──すぐ側で、金属の軋きしむ音が響ひびいた。


「こやつ〝私〟か？」


　カナメが、真っ白な〝影〟と斬きり合っていた。こちらは傘かさ帽ぼう子しにヒラヒラとした布切れを体に巻き付けており、いかにもクラゲといった姿だった。


　──私を駄だ犬けん呼ばわりしたころの〝カナメ〟ですね。


　あの姿には、あまり良い記き憶おくがない。


「ぬうっ、これは、厄やつ介かいなのである！」


　アーロンはアーロンで、熊くまの毛皮を纏った巨きよ漢かんと組み合っている。今とはずいぶん格好が違ちがうが、昔の〝アーロン〟だろう。手傷を負っているアーロンが膝をつく。


　ジャラララララッ──喧やかましい鎖くさりの音に目を向ければ、全身に鎖を巻き付けた〝少女〟とジェノバが同じ鎖を引いて睨み合っていた。中央で絡からみついているのは、巨きよ大だいな二つの十じゆう字じ架かだ。


「おのれ！　そのような未熟な黒で我われに挑いどむか」


　──あの〝ジェノバ〟は、私も見たことがありませんね……。


　ジェノバと力比べをする〝ジェノバ〟はいくらか幼く、背中にも棺ひつぎを背負っていない。仮面もしていないところを見ると、マルクが出会うより前の〝ジェノバ〟のようだ。


　それから──ズキンッ──頭痛とともに、目の前にノイズが走った。


　そのころの〝マルク〟はまだ契けい約やく者しやになったばかりで、見知らぬ契約者数人に襲おそわれて死ぬような思いをした。その結末は思い出せないが、そのあと目を覚ましたときにはなにも覚えていなかったのだ。こうしている今も、断片的な一場面しか思い出せない。


　──つまり私は、確かに〝ここ〟にいた？


　忘れるような出来事ではないはずだが、今の今まで欠片かけらほども思い出さなかった。


「なるほど、〈アルス・マグナ〉に関わる記憶は残らないのですね」


　ここに現れた〝マルク〟たちは、確かに過去のマルクたちらしい。勝手に〝過去〟から呼び出され、勝手に記憶を消されていたらしい。


　他のものも同じなのだろう。なにか思い当たったという顔をしていた。


　──アルバが届かなかったのは〝これ〟が原因ですか……。


　あるいは、倒たおすことはできたのかもしれない。しかし〝過去〟とはいえ、自分と同じ力をぶつけられては〈精せい霊れいの器うつわ〉が保もたない。あの力は契約者のような制約を受けない代わりに、有限なのだから。


　だから、アルバは〈器〉をグレリオに預けざるを得なかったのではないか。


「マルクさん、逃にげて！」


　アイシャの悲鳴に目を向けると、〝アイシャ〟の灰色の瞳ひとみがマルクを捕とらえていた。





　──届いていますか──





「──まあ、だからどうしたというものでもありませんが」


　マルクは、落ち着いた仕草で丸メガネの位置を修正した。


「なるほど、確かに契約者の悪い癖くせですね」




[image: ]


　マルクの手の中には、銀ナイフが滑すべり込んでいた。そして、逆の手に滑り込ませた銀ナイフは、すでに投じた後だった。


「なまじ〝カン〟が良いから、最初の一発をつい避よけてしまう」


　マルクの投げナイフを〝アイシャ〟はとっさに躱かわしていた。クーランであり、契約者でもある彼女にはそう難しいことではなかったはずだ。


　ただ、それでも〝アイシャ〟は、不思議そうに自分の体を見下ろしていた。


「人の身でも契約者と対等に戦えることは、ドミニクさんがすでに証明しています──このように」


〝アイシャ〟の胸に、銀ナイフが突つき立っていた。一本目を投げたあと〝アイシャ〟の躱す方向を狙ねらってもう一本投げていたのだ。


　つい躱してしまった〝アイシャ〟に、それを防ぐ術すべはなかった。


　パリンッ──〝アイシャ〟がガラスになって砕くだけ散ちった。


　マルクは、使用人たちを睥へい睨げいした。


「ヴァレンシュタイン家の使用人ともあろうものたちが、なにを狼狽うろたえているのです？　たかだか、自分の〝過去〟ではありませんか」


　エルミナと出会って、一つの屋や敷しきで暮らすようになって、誰だれにも見られたくない契約者の闇やみと向き合い、自分たちは過去を乗り越こえてここまで来たのだ。


　すでに乗り越えた〝過去〟を相手に、なにを恐れる必要があるというのだ。


「ふん。少し驚おどろいただけさ。言ったはずだマルク。私が欲ほつするのは未来だと！」


　ジェノバが鎖を放し、均きん衡こうを失った〝ジェノバ〟が体勢を崩くずす。そこに鋼鉄の棺が叩たたき込まれる。


「まあ、確かに狼狽えるほどの相手でもないの」


　カタナをへし折るかのような荒あら々あらしい〝カナメ〟の剣けんを、カナメがスルリと受け流す。


　そのまま返すカタナで斬り返すが、能力で先読みのできる〝カナメ〟はそれを受け捌さばく。


「たわけ、それは私の能力じゃ」


〝カナメ〟の波は紋もんを読んだのだろう。カナメの上段蹴りが〝カナメ〟の傘帽子をはじき飛ばしていた。


「向こうは能力を使えるのである。厄介なのに変わりはないのである」


　なんとか〝アーロン〟を押し返したアーロンが呻うめく。


「然しかり」


　少女の〝セリア〟を銃じゆうで牽けん制せいしながら、セリアも側に寄ってきた。


　マルクたちの半数以上は能力を失っており、向こうは〝今〟よりも未熟とはいえ能力を使い放題である。特にアーロンは〈四強〉時代の、カナメにしても人を斬ることに躊躇ためらいを持たなかった時代の〝過去〟だ。


　六人──〝アイシャ〟を倒して五人だが──もの契約者が立ちはだかっていることに違いはないのだ。


　それでも、マルクは微笑を崩しはしなかった。


「なにも向こうに合わせて戦う必要はありません──カナメ、あなたは〝アーロン〟を仕し留とめてください」


　アーロンが露ろ骨こつに呻き、カナメが納得したように頷うなずいた。


「なるほど、そういうことか」


　マルクたちは自分たちの手の内を知り尽つくしている。そして誰が苦手な相手かも。


「はい。アイシャ、あなたは〝セリア〟さん。セリアさんは〝私〟の相手を。アーロンも動けるならばその援えん護ごを」


　あれだけの重傷だったのだ。アーロンはまだ本調子ではない。そしてセリアの方もそろそろ能力を失いかねない。それゆえの二人組だった。


「快かい諾だく」


「う……」


　嗜し虐ぎやく的な笑みに、マルクは一歩後あと退ずさった。


「そしてジェノバ、あなたは〝カナメ〟の相手をしていただきたい。決着のついたものから援護に向かわせますから」


　ジェノバは決して力の劣おとる契約者ではない。それでも〝契約者狩がり〟の名で呼ばれる〝カナメ〟を一人で相手にするのは難しい。


　それでもジェノバは首を横に振ふった。


「不要さ。あの〝カナメ〟嬢じようならば、倒したあとになにをしても合法──ぎゃんっ？」


「やめぬか、おんし〝私〟になにをするつもりじゃ！」


　怯おびえるカナメが殴なぐってジェノバを黙だまらせていた。


「え……、でも、それじゃあマルクさんは？」


「私は〝ジェノバ〟の相手をします」


　能力もなく、ただの人間に過ぎないマルク──しかも、銃は弾たま切ぎれで銀ナイフしか武器がない有あり様さまで、超ちよう人じん的な身体能力と再生力を誇ほこる〝ジェノバ〟に挑むのは自殺行こう為いでしかない。


「ジェノバの弱点なら、いくらでも知っていますから──行きますよ」


　それでも、マルクに立ち止まっている暇ひまは存在しないのだ。





　──覚えていますか──





「──フッ！」


　鋭するどく息を吐はいて、マルクは銀ナイフを撃ち出す。それを〝ジェノバ〟は造作もなく鎖くさりで弾はじく。


　──アイシャに噓うそをついてしまいましたね……。


　結論から言うと〝ジェノバ〟に弱点など存在しない。


〝血液〟が生み出す圧あつ倒とう的てきな身体能力は、マルクやアイシャのような一部の例外を除いて打だ倒とうしようのない能力だ。加えて〝ジェノバ〟は不死に近い再生能力を持ちながら、臆おく病びようである。能力を過信して自分から攻こう撃げきを受けることもない。


　マルクが〝ジェノバ〟に勝っているものがあるとすれば、ナイフの技量だけである。あの能力の前にはなんとも非力な強みでしかない。


　──ですが、私が一番適任なのですよ。


　降ふり注そそぐ鉄てつ塊かい──鋼鉄の十字架を、身を伏ふせることでなんとかやり過ごし銀ナイフを投とう擲てき。〝ジェノバ〟はそれを受けることなく躱し、その瞬間を狙った一いち撃げきも旋せん回かいする鎖に弾かれてしまう。


　棺がないだけいくらかマシではあるが、それでもあの連接棍棒モーニングスターは攻こう防ぼう一体の厄介な凶きよう器きだった。


　──ですが、無敵ではありません！


　十字架を躱し、銀ナイフを投げ込み、マルクは一歩、また一歩と確実に間合いを詰つめていく。


　互たがいの距きよ離りが三歩ほどになったところで、〝ジェノバ〟は鎖ではなく十字架本体を握にぎり直した。この間合いで長大な鎖を振るうのは隙すきを生むだけだからだ。


「──この距離です」


　マルクもそこでピタリと足を止め、鋭く銀ナイフを撃うち出す。〝ジェノバ〟はなんとかそれを十字架で弾くが、次の瞬しゆん間かんにはもう一本のナイフが迫せまっている。


『う、わ……』


　堪たまらず後退するが〝ジェノバ〟が下がった分だけマルクも踏ふみ込む。


　ぶつけるだけなら誰でもできるだろうが、投げたナイフは回転する。標的を〝討う〟てるかを決定する要素は、距離である。


　だから、マルクは常に相手との距離を意識する。


　──知るべきは距離──


　それは本人ですら気付いていないことではあるが、距離を制することがマルクの強さだった。交戦した相手の多くは、自分の間合いを摑つかむ前に距離を制され、不利な戦いに追い込まれる。


　鎖を振るうには近すぎ、十字架を振るうには遠すぎる。負傷を覚かく悟ごして踏み出すも、マルクは〝ジェノバ〟が迫った分だけ後ろに退ひく。前進も後退も許しはしなかった。


　いつしか、圧倒的な能力を誇るはずの〝ジェノバ〟が、防戦一方に追い込まれていた。


「〝ジェノバ〟あなたは、私には勝てません。何な故ぜならば──」


　そう言って、怯えた顔をする〝ジェノバ〟を真まっ直すぐ見み据すえた。


「──私が、人間だからです」


　対人恐きよう怖ふ症しようの〝ジェノバ〟はようやく気付いた。マルクに、契けい約やく者しやのにおいがないことに。十字架で殴れば死ぬような、か弱い人間なのだと。


〝ジェノバ〟がビクリと身を震ふるわせた瞬間には、勝負はついていた。


「あなたのこと、嫌きらいではありませんでしたよ？」


　マルクの銀ナイフが〝ジェノバ〟の心臓を射い貫ぬいていた。


「さようならです。いずれ私が〝あなた〟を見つける日まで」


　その言葉は届いただろうか。


　砕けていく〝ジェノバ〟は縋すがるように手を伸のばし、そして消えていった。





　──あなたと歩いた過ぎ去りし季節──





「〝セリア〟さん、ごめんなさい！」


　アイシャの上段蹴げりが〝セリア〟の顔面を襲おそう。


〝セリア〟はなんとか身を退ひいてやり過ごし、手をかざすが、能力がアイシャを捉とらえる前に彼女は左右に駆かけ抜ぬけ、射しや程てい距離から抜け出してしまう。


　使用人の中でも最速を誇る〝セリア〟の能力でも、アイシャを捉えることはできない。


『……！』


　石ころを手た繰ぐり寄よせて〈魔ま弾だん〉を放つが、それでもアイシャには届かない。


　見る見るうちに間合いを詰められ〝セリア〟の顔に焦あせりが滲にじんだ。


〝セリア〟は接近戦が苦手である。そして屋敷の中でも身をすり合うような接近戦に長たけているのが、拳こぶしと足を武器に戦うアイシャなのだ。


　正しく天敵を差し向けられ〝セリア〟は瞬またたく間まに追い込まれていく。


　そして、アイシャが再び自分の間合いに〝セリア〟を捉えたときだった。〝セリア〟の口元に、笑みが浮うかんだ。


『…………』


　飛び込んできたアイシャを待っていたように、そこに〝セリア〟の右手が突き出されていた。左手には一いつ挺ちようの拳けん銃じゆう。能力で押さえ込み、銃で仕留めるつもりなのだ。至し近きん距離では、いくらアイシャの速さでも躱かわしきれない。


　フワリ──と、アイシャの体が前に引き倒たおされた。そして──


　パンッ──乾かわいた銃じゆう声せいが響ひびいた。


〝セリア〟が勝利の笑みを浮かべ──


『……ッ？』


　そして、困こん惑わくの色に染まった。


「マルクさんが教えてくれました。〝セリア〟さんの能力、物体の表面にしか作用しないって。体が引っ張られてるように感じても、服を引っ張られてるだけなんだって」


　そう言ったアイシャの体には、前まえ掛かけが消えていた。引き寄せられる直前に、前掛けの紐ひもを解ほどいていたのだ。


〝セリア〟が撃ち抜いたのは、ただの前掛けだった。


『……！』


　慌あわててアイシャに手を伸ばすが────


　トンッ──それを読んでいたアイシャの手の甲こうが、軽く流した。


「あたし、セリアさんが大好きです」


『……ッ！』


　とっさに左手の拳銃を突き出すが、その手をアイシャが押さえ込む。


「セリアさんが作ってくれる料理も、アルバさんの前で楽しそうなセリアさんも、みんな大好きです。だから──」


　アイシャが、断頭台のように踵かかとを振り上げた。


「──きっと、あたしたちの屋や敷しきに来てください。そのとき、エルミナの敵だったとしても」


　パリンッ──ガラスの破片となって、少女の〝セリア〟は砕くだけ散ちった。





　──あなたと歌った遥はるかな思い出──





『引き裂さけ──〈クフ──』


「ぶっ飛ばせ──〈ルー・グー〉！」


　そこでは、楽しそうに今のセリアが〝マルク〟を振り回していた。


　切り札であるはずの〈魔ま槍そう〉は撃ち出す前に妨ぼう害がいされる。


〝マルク〟の能力は影かげで接せつ触しよくした対象を拘こう束そく、あるいは破は壊かいする。物体としての強度や腕わん力りよくを無視した凶きよう悪あくな力ではあるが、反面制約も多い。


　能力を行使するさいに動いてはならない。影を操作すれば集中力も乱れる。


　多くの場合は、その制約を差し引いても後おくれを取ることはないだろう。しかし、セリアの能力は〝マルク〟の影を無視して干かん渉しようでき、おまけに──速いのだ。


　対象への干渉速度ならば、間ま違ちがいなく屋敷でも最速であり、マルクは交戦する度たびに死ぬような目に遭あわされてきた。そして屋敷にやってきてからも、やはりマルクは死ぬような目に遭わされている。


　あらゆる意味で、セリアはマルクの天敵なのだ。過去の〝マルク〟に太た刀ち打うちできる相手ではない。


『──くっ！』


　能力に頼たよることを諦あきらめたのだろう。走りながら投げナイフを投じるが、〈魔弾の射手〉であるセリアに距離など意味を持たない。


　空から降り注ぐ石せつ塊かい、正面から叩たたき込まれる砲ほう弾だん、ダーツを使った追つい尾び弾だん、変へん幻げん自じ在ざいの〈魔弾〉が容よう赦しやなく〝マルク〟を血祭りに上げていく。


〝マルク〟は健けな気げに投げナイフを投げ返すが、そこに────


　ドンッドンッ──銃じゆう弾だんが送り返される。


「銃は剣けんより強し──名言だと思いますよ？」


　明らかに恨うらみの籠こもった眼まな差ざしに〝マルク〟も黒コートの下で蒼そう白はくになる。


『──が、はっ？』


　そんな〝マルク〟を、容赦なく巨きよ大だいな拳が打ち抜いた。


「〝マルク〟殿どのには悪いであるが、二人がかりである」


　肩かたをグルグルと回すアーロンだった。


〝マルク〟は遠くまで吹ふっ飛んでいった。





　──目を閉じ夢を見たなら、あなたはそこにいますか──





　カナメの長ちよう刀とうが空を切り〝アーロン〟の拳がやはりカナメに触ふれることなく空を薙なぐ。


　すでに能力を失い、先読みの力を持っていた波は紋もんを見る術すべはない。にも拘かかわらず、カナメは〝アーロン〟の手を読み、巧たくみに斬きり返していた。


「──読める！」


　元々、波紋で先読みを可能としていたのは、カナメ自身の観察力と想像イメージに因よるところが大きかった。波紋はあくまで赤子の歩行器のようなものだったのだ。


　すでにカナメは波紋を卒業し、自分の眼で動きを読んでいた。


　お互い、先読みを得意とするもの同士、スレスレの見切り合いが繰くり広げられる。


「思えば、おんしと出会ったのが、この屋敷に来るきっかけであったの」


　下方から掬すくい上げるようなカナメの一いち撃げきを〝アーロン〟は巨きよ体たいからは想像もできない俊しゆん敏びんさで搔かい潜くぐる。


　そのまま拳を振ふり上げ、カナメの華きや車しやな体めがけて叩き下ろすが、カナメはそれをスルリと流してカタナを引く。


『ぬあっ？』


　引くと同時に、その切っ先はフクロウの面に突きつけられていた。〝アーロン〟の拳が必殺の威い力りよくを持っているように、カタナという凶きよう器きは当てるだけで命を刈かれる。


　そのままカタナを突き入れると〝アーロン〟は器用に仰のけ反ぞってやり過ごした。


　体勢を崩くずした〝アーロン〟に追い打ちをかけようとカナメは踏み込むが──ブンッ──そこに大木のような回し蹴りが飛ぶ。


　カナメが先読みをするように〝アーロン〟もカナメの思考から動きを読んでいるのだ。


　津つ波なみのような蹴りに、カナメは仕方なく後退する。


「おかしな話じゃ。〝契約者狩がり〟の私が、おんしとは斬り合おうと思わなんだ。機会はあったのじゃがな」


　そう言うカナメの顔には、口調とは裏腹に余よ裕ゆうはなかった。


　カナメのカタナは確かに長いが〝アーロン〟の巨体に見合った手足は、間合いの不利ハンデイを埋うめるには十分なものだった。


　そして、もう一つ厄やつ介かいなのは〝アーロン〟の対価が〝感覚〟だということだった。


　痛みを始め、暑さも寒さも彼は感じることがない。それゆえに、すでにカナメの剣が幾いく度どとなくその身を斬り裂いているにも拘わらず、まったく動きが鈍にぶることがない。


　反面、カナメの方はここに来るまでひたすら剣を振るい続けており、体力もすでに底をついている。互ご角かくのように見えても、長引けば勝敗は明らかだった。


　立ち上がると〝アーロン〟は腰こしから警棒程度の鉄の棒──あの巨体でそう見えるのだ。よほどの大きさだろう──を抜いた。


　間合いの上でも、カナメが不利に追い込まれた。


　あの巨体で武器を扱あつかえばどれほどの威力になるものか。斬り合えば、カナメのカタナなど容易たやすくへし折られることだろう。


　そして〝アーロン〟は容赦なくカナメに鉄てつ棍こん棒ぼうを振り下ろす。


「おんしには見えていたのであろ？　私が本当はなにを探さがしていたのか」


　カナメはそれを無む駄だのない動きで躱し、逆に間合いを詰つめる。


　上段からカタナを振り下ろし、身を退ひいて躱した〝アーロン〟に下から逆袈け裟さ斬ぎりからカタナを流す。


　獣けもののような動きで身を伏ふせる〝アーロン〟に、カナメは渾こん身しんの片手突きを見み舞まうが──


「──これも躱すか！」


〝アーロン〟は横へ転がって突きを凌しのいでいた。


　接近戦では分が悪いと感じたのだろう。〝アーロン〟は今度はカナメから大きく距きよ離りを取った。


　そして、フクロウの仮面に手をかけた。


『〈ハヌ・マーン〉が命じるのである──』


「──それを、待っておったのじゃ！」


〝アーロン〟の能力は〝死ね〟と命じるだけで人を殺せる。先ほど〝過去〟の軍勢を相手にそうして見せたように。だが──


　ゾバッ──その〝アーロン〟の顔面が、二つに割れた。


　相手の〝思考〟に干渉する〝アーロン〟は、その能力ゆえにカナメの殺気をまともに直視せざるを得ない。


　グルンと白目を剝むき〝アーロン〟がゆっくりと膝ひざを折った。


「私は、私を人として見てくれる人が欲しかった」


　その〝アーロン〟の首に、カタナが走った。


「おんしは最初から私を人間扱いしてくれていた。だから、私に会ってくれ」


　カナメがそう告げたときには〝アーロン〟はガラスの破片となって消えていた。





　──ああ、私は歌う。愛いとしき眠ねむり姫ひめに捧ささげ──





　ドドドドドドドドドドドドドドドド──金色の薬やつ莢きようをまき散らし、鋼鉄の棺ひつぎが弾だん丸がんを吐はき出す。


「これでも当たらぬか」


　ジェノバと相対した〝カナメ〟は撫なでるように地面へカタナを擦こすりつけ、駆かけ抜ぬける。カタナに裂かれた大地は液状化し、水みず飛沫しぶきの壁かべを作って自動重火器ガトリングガンを受け流している。


　ドドドドドドドドドドドドドドドドドド──火力に任まかせて土砂の防ぼう壁へきを打ち砕くが──


「──いない？」


　吹き飛んだ土砂の向こうに〝カナメ〟の姿はなかった。能力で地面に潜もぐったのだろう。


　ジャラララララ──ジェノバが連接棍棒モーニングスターを周囲に振るって牽けん制せいする。


　長大な鎖くさりはなにも捉とらえることなく宙を走るが、そこで──ジャボンッ──ジェノバの真っ正面に〝カナメ〟が飛び出していた。


　斬るときは正面から──〈東方不敗〉らしい挑いどみ方であり、そして力の差だった。


「おのれ！」


　ジェノバは懸けん命めいに連接棍棒モーニングスターを引き寄せるが──ジャコンッ──負荷のかかった鎖を、カタナが分断していた。


　巨大な十じゆう字じ架かが宙を舞まい、ジェノバが大きく踏鞴たたらを踏ふんだ。彼女の能力でも力が空から振ぶりすれば姿勢を崩す。


　そこに容赦なく〝カナメ〟が踏み込んでくる。


「──くぅっ」


　小さな悲鳴を漏もらしながら、ジェノバは棺を旋せん回かいさせる。自動重火器ガトリングガンの反対側には、杭打ち機パイルバンカーが搭とう載さいされているのだ。


　しかし──


『遅おそい──〈沙イサ波ナミ〉』


〝カナメ〟の左手が、棺を押さえ込んでいた。そして、鋼鉄の棺に水面のような波紋が走り──


　バシャンッ──数多あまたの凶器を搭載し、ジェノバ自身を守る要よう塞さいである棺が、水飛沫となって砕け散った。


「あ……」


　ジェノバが、呆ぼう然ぜんとした声を漏らした。


　ジェノバが接してきたのは、屋敷にやってきて人を斬れなくなったカナメであり〝契けい約やく者しや狩り〟の〈東方不敗〉には、結局一度も勝てていない。


　力量の差が、証明された瞬しゆん間かんだった。


『終わりじゃ』


　そして〝カナメ〟が容赦なくカタナを振り下ろした。ジェノバは手の中に残っていた連接棍棒モーニングスターの破片でそれを受けようとするが──


　ゴリュッ──〝カナメ〟の一刀を受けるには、あまりに非力だった。


「ごっ……ぷ……」


　カタナはジェノバの肩に深々と突つき刺ささっていた。


　ジェノバの口から鮮せん血けつが溢あふれ〝カナメ〟はつまらなさそうにため息を漏らした。


『……？』


　そうしてカタナを収めようとして〝カナメ〟の動きがピタリと止まった。


「やはり、無傷で、とはいかぬか」


　カタナは、本来の半分ほどの長さになっていた。そして足りなくなった半分は、ジェノバの肩に突き刺さったままだった。


　ジェノバは斬られる瞬間に合わせて、カタナの腹を掌しようで打ち据すえていた。斬ったことで切っ先を固定されたカタナが、ジェノバの腕わん力りよくに耐たえられるはずもなく、敢あえ無くへし折れていた。


〝カナメ〟を契約者にしたのはあのカタナ──暗くら乃の守かみ夜よる之ゆきだ。彼女はそれを憎にくみながらも、手放すことはできなかった。


　そのカタナが折れたことで〝カナメ〟は一瞬の隙すきを作っていた。


　ドンッ──呆然とする〝カナメ〟の胸に、折れた切っ先が突き刺さった。


「そんな顔をしてくれるな。我われの知る貴公は、もっと気け高だかく美しいぞ？」


　肩を押さえて膝をつくジェノバに〝カナメ〟はやはり信じられないというような顔をしたまま、砕くだけていった。





　──私は歌うよ──





「ジェノバ！」


　黒のドレスを赤く濡ぬらして膝をつくジェノバに、マルクは慌あわてて駆け寄った。


　グラリと頽くずおれるジェノバの体には、力が籠こもってはいなかった。


「口くち惜おしい……」


　肩の裂れつ傷しようは背中側まで突き抜けており、あわや心臓に届きかねないほどだった。いくらジェノバでも〝血液〟を循じゆん環かんさせる心臓を傷付けられては、命に関わる。


「喋しやべらないでください。早く手当てを」


　とは言っても、この中で怪け我がの手当てができるような人間などいない。技術的にも能力的にも当のジェノバが一番優すぐれているのだ。


　──いけません、今能力が失われでもすれば……。


　ジェノバは能力だけで命を繫つないでいる状態だ。それが失われれば本当に死んでしまう。


「カナメ嬢じようを、我の好きにできる好機だったのだが、な」


　いつも通りの口調ながら、そこにいつもの勢いはない。


「たわけ、くだらぬことを言う暇ひまがあれば能力に集中せよ」


　駆け寄ってきたカナメが手首に巻いた布切れ──呪じゆ符ふを解ほどき、傷口の固定を始める。


　──私は、采（さい）配はいを、間ま違ちがえたのですか……？


　アーロンをセリアではなくジェノバと組ませれば、ジェノバがここまで傷を負うことはなかったのではないか？


　マルクが呻うめいていると──ドカッ──カナメに、向むこう脛ずねを蹴け飛とばされた。


「おんしも大たい概がいにたわけだの。自分のせいだとでも考えたか？」


「そ、それは……」


「ジェノバはジェノバの戦い方をして、この結果が精せい一いつ杯ぱいだったのじゃ。それを悔くやむのならおんしはこやつを侮ぶ辱じよくしているのと同じじゃ」


「カナメ嬢、好きだあ」


「──黙だまっておれ。な？」


　ひと言前の言葉とは打って変わって今にも斬きりかかりそうな口調に、ジェノバがガタガタと震ふるえた。


　──なんとか、持ち直しましたか。


　マルクがほっと息を吐はいたときだった。


「マルクさん、来てください！」


　アイシャの悲鳴に、マルクは顔を上げた。





　ガシャンッ──結末への秒読みが、また一つ進んだ。





「セリア！」


　セリアが胸を押さえて蹲うずくまり、それを庇かばうようにアーロンとアイシャが立ちはだかる。そんな彼らの向こうに佇たたずむのは──


「〝私〟──まだ、決着をつけていなかったのですか……！」


　あちこちボロボロになりながらも〝マルク〟はまだ立っていた。


　帽ぼう子しを失い、顔を日差しで焼かれ、丸メガネも砕けているが、それでも消えてはいなかった。


　ただでさえ〈魔ま弾だん〉で嬲なぶられてボロボロなのだ。一体なにが〝彼〟をここに引き留とめているのか？


『負けられねえ……んだよ』


　それは、普ふ段だんのマルクとはかけ離はなれた口調だった。


『俺は、今度こそ、あいつを守るんだ！』


　影かげが茨いばらのような輪りん郭かくを描えがいて走り、アイシャとアーロンがセリアを抱かかえて飛び退のく。


　──あいつ……？


　自分がこれほど執しゆう着ちやくするような人間など、果たして存在しただろうか？


「マルクさん、あの〝マルク〟さん、誰だれを捜さがしてるんですか？」


「そんなこと、私に分かるはずが────っ！」


　言いかけて、マルクはハッとした。


「あなたは……まさか、会ったのですか？」


　マルクの疑問を肯こう定ていするように〝マルク〟はその名を叫さけんだ。


『エルミナァァァァァァッァァァァァァアアアアアアアアアアッ！』


　同時に、マルクも思い出した。


　一年前のあの日、マルクはそのとき出会うはずのなかったエルミナと出で逢あった。二人で逃にげ回り、活動写真を眺ながめ、そして〈戦いくさ艦ぶね〉と戦った。


　エルミナはそのまま消えてしまい、マルクは彼女のことを覚えておくことができなかった。あれほど、愛いとしいと想ったのに。


　この〝マルク〟は、そのときの〝マルク〟なのだ。


　消えていくエルミナに、なにもできなかった〝マルク〟なのだ。


　強敵だ──マルクを含ふくめた、全員がそう感じた。


　──おまけに、切り札だったセリアさんまでもが能力を失いました。


　セリアはしばらく動けないだろう。アーロンも本調子ではなく、ジェノバも倒たおれた。


　マルクとアイシャ、それとカナメ。まともに動けるのは能力を失った三人であり、今の〝マルク〟を果たして打だ倒とうできるのか、それは難しい話だった。


　──エルミナを救いたいのは、私も同じです！


「倒しますよ。アイシャ、カナメ」


「一番戦いたくないときの〝マルク〟さんです」


「確かに、厄やつ介かいじゃな」


　そう言いながらも、二人は身構えてくれた。


〝マルク〟とて、弱点がないわけではない。形のないもの──液体や炎ほのおは影では防げず、能力を行使していればその場を動くこともできない。


　──勝機は、あります。


　そう思ったときだった。


　不意に、視界が陰かげった。


　見上げると、今までそこに輝かがやいていたはずの太陽が消え、弓張りの月が浮うかんでいた。


「夜に、なった……？」


　ここは〈アルス・マグナ〉の揺ゆり籠かご──世界の記き憶おくから好む〝過去〟を引きずり出せるのだ。時刻の一つや二つ、操作できても不思議はない。


　背筋が、冷たくなるのを感じた。


「──離れなさい！」


　マルクは悲鳴のように叫んだ。


　夜になれば〝マルク〟の能力は制約が外れる。そうなれば街一つ覆おおうような広大な射しや程てい距きよ離りと、自身も立ち止まらずに行動できるという恐おそろしい力を発現させる。


『呑のみ込め──〈クフ・リーン〉！』


　マルクたちが反応するよりも速く〝マルク〟は影を広げていた。


　──避よけられない！


　そう思ったときだった。


「ぐっ──？」


　襟えり首くびを摑つかまれ、後ろへ吹ふき飛ばされた。


「さっきのお返しじゃ」


　カナメが、淡あわく笑ってそう言った。


　パキンッ──澄すんだ音とともにカタナが砕けた。


　そして、それを握にぎっていたカナメも頽れる。


「カナメ──」


「──マルクさんは、ここでやられちゃ駄だ目めです！」


　立ち上がったマルクを、今度はアイシャが突き飛ばした。


　影は瞬またたく間まにアイシャまでを覆い──


　ブシャッ──肉を断つ、鈍にぶい音が響ひびいた。


「アイシャ！」


「っ………………？　あ、あれ？」


　身を強こわ張ばらせたものの、アイシャはどこにも傷を負っていなかった。


『ぐっ……あ、あ？』


　苦く悶もんの声を漏もらしたのは〝マルク〟だった。


　見れば、肩かたから胸までを大きく引き裂さかれていた。


『薙なぎ払はらえ──〈クフ・リーン〉！』


　契けい約やく精せい霊れいに語りかけるも、影は何者も捉とらえることはできなかった。そして──


　ズグッ──〝マルク〟の腕うでが、高らかにはね飛ばされた。


『あ、あ、あ、ああああ、ああああああああああああああああああああああああああっ！』


　耳を覆いたくなるような悲鳴を上げながら〝マルク〟は影で周囲を攻こう撃げきするが、なんの意味も持たなかった。


　腕の次は足から血が噴ふき出し、今度は胴どうが上下に裂かれる。





　ガシャンッ──七番目の音が響いたのは、そのときだった。





　縋すがるように残った腕を伸のばす〝マルク〟の前で、景色が揺らいで見えた。


　ヒョロリとした手足。東方の島国キョクト特有の、黒くろ髪かみと黒こく瞳どう。従僕の青のジャケットに身を包み、鞭むちのような形をした刃やいばを片手にぶら下げた青年がそこにいた。


　能力喪そう失しつの打だ撃げきを受けながらも、青年は膝ひざを折ることなく──それが〝マルク〟への礼れい儀ぎだというように、しっかりと二本の足で踏ふみ堪こらえていた。





「俺が知ってるマルクは、この程度じゃ倒れなかったぞ？」





　それから、苦笑を漏らして頭を搔かく。


「まあ、なんだ？　つまりあんたはもっと強くなって、きっとここにくる。だから、今は気にするなよ」


　慰なぐさめているのかなんなのかよく分からない言葉に〝マルク〟はとうとうガラスとなって砕くだけ散ちった。


「あ、あなたは……！」


　為なす術すべも無い──そう思うほどに圧あつ倒とう的てきだった〝マルク〟が、手も足も出なかった。


　その人の名は──！


「ええっと……あの、ここまで出かかっているのですが………………」


「あ、あたしも……ちょっと名前が…………」


「オウマ、カナメ嬢じようを運んでくれ。我われもまだ動けぬ」


「あ、そう！　それです、オウマ！」


　マルクが喉のどの閊つかえが下りたように晴れ晴れとした顔でその名を呼ぶと、オウマは何な故ぜか膝を抱えて蹲ってしまった。


「なあ、なんでジェノバが名前呼んでくれて初めて思い出したような声出すんだ？」


　マルクとアイシャは慌あわてて視線を逸そらした。


「そ、そんなことよりもカナメ！」


　マルクが慌てて駆かけ寄よると、カナメは呻うめきながら身じろぎをした。


「生きておる。ちと、剣けんを振ふるうのは難しいがの……」


　胸の下を押さえるカナメの口元には、血が滲にじんでいた。あばら骨か、もしくは内臓を痛めたらしい。


　マルクがカナメを抱えてジェノバの元へ向かうと、アイシャとオウマも駆け寄ってきた。


「暗くら乃の守かみ、折れちまったな……」


　カナメは未いまだにカタナを握り締しめていたが、その刀身はほとんど残っていなかった。


　砕けた刃を見つめ、カナメは少し寂さびしそうな吐と息いきを漏らしたが、首を横に振った。


「私には、もう必要のないものじゃ。ずいぶん前に、代わりももらっておるしの」


　オウマに折れたカタナを押しつけると、カナメは別の短刀を抜ぬいた。屋や敷しきに来てからは、むしろそちらの方が振るった回数は多いはずだ。モルドレッドという銘めいの名刀だ。


　彼女も下へ手たに動かなければ、命に別状はなさそうだ。


　それを確かめてから、マルクはようやくオウマに目を向けた。


「それにしてもオウマ、あなたは今までどこに行っていたのです？」


　彼ほどの力があれば、もっと有利に状じよう況きようを進めることもできたのではないか？


　オウマはなにを言っているのか分からないというように首を傾かしげた。


「どこ……って、いつの話だ？　俺、列車に乗ったときからずっといっしょにいたじゃないか……。ほら、コート貸したりもしたし」


「え……？」


「いたぞ？　オウマは。ギャングたちが列車強ごう盗とうをするときにも、手伝ってもらったのだからな」


　ジェノバからも肯定され、マルクは絶句した。
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　──そういえば、ジェノバはロッジたちといっしょにいても平然としてましたっけ……。


　対人恐きよう怖ふ症しようの彼女がまともに振る舞まえたのは、隣となりにオウマがいたからだったのだ。


　そこまで考えて、マルクははっとした。


「では、まだ過去の〝オウマ〟が残っているのではありませんか！」


　過去の〝マルク〟は使用人たちに壊かい滅めつ的な打撃を与あたえた。その〝マルク〟を圧あつ倒とうしたオウマの〝過去〟がいるならば、今の傷付いたマルクたちに太た刀ち打うちできるのか。


　アイシャが身を強こわ張ばらせ、マルクとオウマは周囲を警けい戒かいするが……。


「……あれ？」


　なにも、襲おそってはこなかった。


「まさか……」


　マルクはアイシャと顔を見合わせ、オウマに気の毒そうな目を向けた。


「え？　え？　な、なんだ？」


　さすがにそれを口に出すのは憚はばかられたのだが、カナメが無情にもポンと手を叩たたいて言ってしまった。


「おんし、もしや〈アルス・マグナ〉にも気付かれておらなんだのか？」


「〈アルス・マグナ〉、気付かれて……！」


　オウマが、胸を押さえて昏こん倒とうした。能力を失った打撃を必死に堪えてきたところに、この事実はあまりに残ざん酷こくだった。


「え、ええっと……オウマさんは、すごく頑がん張ばったと思います！」


　ピクリとも動かなくなったオウマを、アイシャが必死で慰めていた。





「マルク殿どの、謳うたが、止やんでいるのである」


　カナメの手当てをジェノバに任まかせると、アーロンが呻くようにそう言った。


「エミリオ……？」


　思えば、マルクたちが揺ゆり籠かごに突とつ入にゆうして以来、エミリオはずっと歌い続けてくれた。時間にすれば数時間に及およぶ。


　──声が、嗄かれたのですか……！


　彼女の体は、病弱なエルミナのものなのだ。それでよくここまで保もたせてくれたと言えるだろう。


　屋敷があるはずの方角へ目を向けると、再び景色が霞かすみ始めていた。


　──どうします……。


　今の一戦で、マルクたちはボロボロだ。能力が残っているのもジェノバ一人であり、彼女も負傷者の手当てを続ければすぐに失われることだろう。それ以前に、自身の傷もまだ癒いえてはいないのだから。


　なおかつ、エミリオの謳が途と絶だえてしまった以上、揺り籠の〝過去〟は再び無む尽じん蔵ぞうに復元されてしまう。


　さらに問題なのは──


　ブゥゥゥゥゥゥゥン──プロペラと、エンジンの音が空から響いてきた。


　──戦せん闘とう機き……！


　とうとう、先の世界大戦の兵器が引きずり出されていた。


　高性能な銃じゆうを構えた歩兵が前進し、戦場の空気が再び揺り籠を覆おおう。


「ですが、屋敷はもうすぐそこです」


　見えているのだ。ヴァレンシュタイン家の正面門が。まだ遠く、霞んで見えるほど小さくではあるが、確かに手の届く場所までやってきたのだ。


　──ただ、どうやって進めば良いのです？


　呻くマルクの耳に、何故かまたあの謳が響いたように聞こえた。





　──届いていますか、私の謳は──










　第五章　そして、恋れん歌かに答えを







「──私はね、君たちの呼び方に倣ならうならば、哲てつ学がく者しやだったのだよ」


　いつからそうしていたのだろう。


　エルミナの目の前には、ティーセットが一揃そろえ並べてあった。周りには見知らぬ庭園が広がっており、そこに山犬プリンシツプの姿は見当たらなかった。


　──ここは、どこだろう……。


　小さくて真っ白なテーブルを挟はさんで腰こし掛かけるのは、奇き妙みような人物だった。


　男……のように思えるが、女性かもしれない。背は高くもなければ低くもなく、顔に至っては真まっ直すぐ見つめていても、どんな表情を浮うかべているのかよく分からない。少しでも気を逸そらすと、そこにいるのかどうかも曖あい昧まいになっていく。


「ん、ああ……。どうぞ呑のんでもらいたい。君の好みに合わせたつもりだ。あの執事バトラーほど上う手まいかは、自信がないがね。毒は入っていないとも」


　促うながされて、エルミナはティーカップを傾かたむけた。


　渋しぶみのある香かおりに、喉のどを通る幽かすかな苦にがみ。きっと現実では数日前には親しんでいたのだろうその味が、今は何年ぶりにも感じられた。


「……悪くない」


「それは良かった」


　それから〝それ〟はどこか楽しそうに語る。


「どこまで話しただろうか？　ああ、そうだ。私は哲学者だ、という件くだりだったね」


　それから、手を組んでエルミナを真っ直ぐ見み据すえる。手の形もぼやけているわけではないのに、細いのか太いのかも上手く観察できなかった。


「私はね、この世界が嫌きらいだったのだよ。飢うえに貧困、病やまいに戦いくさ。暴政もあれば隣りん人じんとの諍いさかいでも、人は簡単に死ぬ。神が存在するならば、なにを思ってこのような地じ獄ごくを生み出したのかね」


　それから懐なつかしむようにどこかを眺ながめる。


「私はこんな世界を創つくり出した神にひと言文句を言ってやりたかったのさ。だが神はどこにいる？　どこへ行けば会える？　そうして神を求めるうちに、私は知りたくなったのだよ。神とはなんなのか。そしてそれを知るためには人というものを知らねばならないと結論づけた。……ふむ、不思議かな？」


　エルミナは口を開いたわけではなかったが〝それ〟は表情から察したのかそう言った。


「おかしなことではないよ。人は神が創った被ひ造ぞう物ぶつだとされていた。神が存在するというなら、その最たる遺産が人なのだよ。だから私は人とはなんなのかと突つき詰つめ、やがて一つの命題にたどり着いた。なにか分かるかな？」


　今一つ頭の中が霧きりがかったようにぼんやりしていたが、エルミナは不思議とその回答を導き出せた。


「……奇き跡せきは、本当に起きるのか」


「その通り。人が神を信しん仰こうするのは奇跡を求めるからであり、ならば奇跡は実在しうるのか。問題はそこに収束した」


〝それ〟は仰ぎよう々ぎようしく腕うでを広げた。


「結論から言うと、奇跡は存在した。そして私はそのメカニズムの一いつ端たんを垣かい間ま見みた」


　そこで一度言葉を切ると、ティーカップに口を付けた。


「だから私は君に問いたい」


「……私に？」


「私は私の裁量一つで世界を救いもすれば破は壊かいもしうる力を手にした。君は成り行きこそ異ことなるが、私と同じものを求め、私と同じ場所へたどり着いた。そして、この私さえも滅ほろぼしうる力を手に入れた」


　──滅ぼしうる……？


　眉まゆを顰ひそめたエルミナをよそに〝それ〟はこのあやふやな世界を示した。


「ここは眠ねむり姫ひめの揺ゆり籠かご──私はその管理者──君たちが〈精杯グレイル〉あるいは〈アルス・マグナ〉と呼ぶものだ」


　揺り籠の主あるじは、試すようにエルミナを見据えた。





「君が望むのならば、私はこの〝揺り籠〟の全てを、君に譲ゆずろうかと思う」





　それは、エルミナに〝神になれ〟という取り引きだった。
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「ご、ごほごほ──っ？」


　咳せき込んで、とうとうエミリオは膝ひざを折った。


「エミリオさん！」


　クリスが背中を摩さすりながら飲み物を差し出してくれた。


「もう無理よ。あなたはよく頑がん張ばったわ」


　──でもまだ！


　そう言おうとして、エミリオは愕がく然ぜんとした。


　──声が……。


　どれだけの時間、歌い続けただろう。エミリオの喉は、声を失っていた。


　この体はあくまでエルミナのものだ。無理を通して壊こわすわけにはいかない。それでも、届いていた確信があるのだ。エミリオの謳うたは、きっとマルクたちの力になっていた。


　──せっかく見つけたわたくしにできることなのに……！


　悔くやしくて涙なみだが溢あふれそうになったときだった。


　フワリと、懐かしい香りが体を包んだ。


「……ご苦労だった。続きは、私が歌う」


　そう言って抱だきしめてくれたのは、エミリオが誰だれよりも会いたい少女だった。


　──姉、様……？


　その少女は、確かにエミリオと同じ顔をしていた。


「噓うそ、エルミナさん……？　どうやってここに……」


　エミリオとクリスの反応に〝エルミナ〟はクスリと笑みを浮かべた。


「あなた方を騙だませたならば、問題はなさそうですね」


　少女が纏まとっていた〝エルミナ〟の空気が消えた。


　そして、見知らぬ少女──いや、一度顔は見たのだが、名前も聞いていない──の姿へと変へん貌ぼうしていく。


　──誰……なんですの？


　声が出ないエミリオに、少女は静かに膝をついた。


「ご無礼をいたしました。私はリーンと申します。使用人ではありませんが、エルミナ様と契けい約やくしたものです」


「ヴィルヘルムの影かげ武む者しやさん……？　契けい約やく者しやね。だったら、ここよりも行ってもらいたいところがあるのだけど」


　クリスの言葉に、少女は首を横に振ふった。


「そちらには、私よりも適任なものが向かいました」


「では、なにをしにきたのかしら」


　警けい戒かいするような声を上げるクリスに〝エルミナ〟は抑よく揚ようのない声を返した。いつの間にか、少女の姿は再び〝エルミナ〟のものになっていた。


「……無論。演じるためだ」


「演じる……ですって？」


〝エルミナ〟は、無表情を幽かに和やわらげた。エミリオでさえ、そこにいるのが姉だと信じたくなる表情だった。


「……私の取とり柄えは、演じることだけなのだよ。〈精杯グレイル〉相手にどこまで届くかは分からないが、騙してやるのだ──〈精杯グレイル〉を──〈アルス・マグナ〉を」


　そして、リーンと名乗った〝エルミナ〟は、静かに銀啼鳥ソローネの音ね色いろを奏かなでた。





　──届いていますか、私の謳は──
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　銃じゆうで武装した兵たちが行進する。彼らの目に映うつる〝在あるはずのない〟ものを駆く逐ちくせんと。中には神父姿のものもいる。過去に存在した〈宣教師〉の一員だろうか。


　──どうします……。


　まともに動けるのはマルクとアイシャくらいのもので、他はほぼ戦闘不能。マルクにしてもあちこち傷だらけであり、満足に戦える状態とは言い難がたい。


　──ですが、ここまで来て退ひくわけには行きません！


　立ち上がったマルクの隣となりに、アイシャが寄より添そってきた。


「あたしも、戦います」


　振り返れば、オウマやアーロンたちも立ち上がろうとしていた。


　──このまま進んで、本当に良いのですか？


　彼らは戦ってくれるだろう。そして、きっと命を落とす。


　ここで退けば、命だけは助かる。しかしマルクが進めば彼らも退きはしないだろう。


　マルクの行動が、仲間の命運を握にぎってしまっていた。


　──ドミニクさん、あなたならば、こんなときにどうするのですか？


　飄ひよう々ひようとしながら常に全てを把は握あくしていたあの家令ならば、こんなどうしようもない状じよう況きようでも打開策を打ち出してくれるのではないか。


　呻うめこうとも〝過去〟は止まってはくれない。


　マルクたちは、とうとう兵たちの射しや程てい距きよ離りに捉とらえられていた。


「──来ます！」


　退くべきか、立ち向かうべきか、答えを出す間もなく兵たちは銃を────





　ニァァァァァァァァァァァァ──戦場に似つかわしくない、猫ねこの鳴き声が響ひびいた。





「え……？」


　啞あ然ぜんとした声を漏もらしたのは、アイシャだろうか？


　目の前の景色が──正確には銃を掲かかげた兵士たちが、半分にずれていった。


「──あなたが助けを必要としたとき、自分は必ず応こたえてみせます──今度は、間に合いましたね」


　ガラスと化した〝過去〟が、空に光こう彩さいを鏤ちりばめる。


　クルクルと巻いた癖くせ毛げに大きな瞳ひとみ。性別を問わずハッとさせられる美しい容姿で、ふんだんにフリルで飾かざったドレスに身を包んでいる。ただ、その手には可か憐れんな姿に不似合いな大おお鎌がまが握られていた。


　どこから現れたのか、そこには淡あわく微笑ほほえむ美少女……もとい、少年が佇たたずんでいた。


「リオ！」


　義ぎ肢しの調整が済んだのだろう。生なま身みと変わらないように地を踏ふみしめており、右手で器用に大鎌をクルリと回転させる。


　砕くだけた〝過去〟は、もう復元はされなかった。耳を澄すませば、再び眠り姫の謳が響いている。


　──一体誰が……？


　その正体を今のマルクに知る術すべはない。ただ、再び揺り籠が押し返されていることは事実だった。


　リオは答える代わりに大鎌を翻ひるがえし、兵の群れに向かって駆かけ出した。


「誘いざなえ──〈ニーア・ヴー〉！」


　時間を止めたように兵たちの動きが止まり、そこを処しよ刑けい人にんの大鎌が容よう赦しやなく薙なぎ払はらう。


「凄すごい……ひゃっ」


　ポカンと口を開くアイシャの足あし下もとで地面が爆はぜた。正面以外からも兵たちは這はい寄ってきているのだ。


「伏ふせなさい。狙ねらい撃うちに遭あいま────」





「圧あつ搾さくしろ──〈ダー・グッザ〉」





　ブブブブブブンッ──世界に、黒い花が咲さいた。


　迫せまっていた兵たちは、なにが起こったのかを理解する間もなく黒い渦うずに呑のまれ、そしてガラスの破片すら撒まき散ちらすことなく消えてしまった。


　ジャリ──マルクの前で、軍ぐん靴かが砂利じやりを踏みつけた。


「お嬢じよう様さまを笑わせるのだろう？　なにをこんなところで足踏みをしている」


　マルクの前に立っていたのは、軍人のような空気を纏った男だった。


　襟えりを立てた朽くち葉ば色のコート。顎あごから目元までを覆おおう覆ふく面めん。その下にはいくつもの切り傷が見え隠かくれしている。首から提さげた銀色のロケットには、オルダー教の十じゆう字じ架かが刻まれていた。


「あなたは──ペイン！」


　かつてドミニクに復ふく讐しゆうするためにやってきた男。ラチナス神聖国の契約者集団〈宣教師〉──その統とう括かつ役であり、一度は夜のマルクとカナメの二人を相手に退しりぞけた──いわばラチナス神聖国最強の契約者だった。


　そのペインに寄り添うように、一人の女性の姿があった。


「狂くるい咲け──〈ダー・ナーン〉！」


　地面に白い花が咲き、チラチラと光る花か粉ふんをばらまいた。


　そして、身を伏せるように近づいてきていた一団が、バタバタと呻き声を漏らして倒たおれていく。白い花の名はシャウラン──毒草だった。


「うえ、これ、うちの組織の人らじゃないんですか？」


　蛙かえるでも踏みつぶしたかのような声を上げたのは、栗くり色いろの髪かみをした女性だった。


　暖色のコートにポフポフとした手て袋ぶくろ。首にはフワフワしたマフラーを巻き付けており、ずいぶん温かそうな格好をしている。その姿には見覚えがなかったが、つぼみの形をした髪かみ飾かざりはマルクの知るものだった。


「あなたは、ミリエラ……でしたか」


　ペインとともに姿を消した契約者だった。


「貴公、その格好は……そうか、エルミナ嬢じようと契約して羞しゆう恥ち心しんを取り戻もどせたのだな？」


「そこの黒い子。今度こそ殴なぐってやるんだから！」


　以前会ったミリエラは、秋だというのに寒そうな露ろ出しゆつ度どの高い服を愛用していた。正直なところ、今の服装ではマルクもパッと名前が思い出せなかったほどだ。


「あんたら、どうしてここにいるんだ？」


　鞭むち状の刃やいばで兵を威い嚇かくしつつ、オウマが言った。


　確かに、屋や敷しきには残らず去っていった彼らがどうしてここにいるのか。それはマルクも疑問だった。


　ドゴンッ──頭上で、炎ほのおが弾はじけた。


　顔を上げると、ガラスに変貌しながらプロペラ機が落下していくところだった。


「感謝しろよ。ぼくがわざわざ呼んでやったんだ」


　生意気な声でそう言ったのは、小さな子供だった。


「グレリオ？　どうして……逃にげたんじゃなかったの？」


　グレリオは心外そうにアイシャを睨にらんだ。


「ぼ、ぼくは、またアイシャから殴られるのはごめんだからな。逃げたままで終わりにはしないよ──あだ？」


　ペインが、グレリオの頭に拳げん骨こつを落としていた。


「お前は途と中ちゆうで合流しただけだろう」


　それから不思議そうな顔をしているマルクに肩かたを竦すくめて見せた。


「あんな〝音〟を聞いたら、なにかが起こったのは嫌いやでも分かる。そこに面めん倒どう臭くさいやつが連れん絡らくをよこしてきたからな」


　そう言ってペインが目を向けた先には、一人の青年の姿があった。


「好いい様ざまだな。エルミナを渡わたさないなどと言った、あの大口はどこへ行った？」


　どことなくアルバと似に通かよった口調。記き憶おくでは金きん髪ぱつだったはずだが、黒髪の青年。その顔に、マルクは確かに見覚えがあった。


「ヨシュア＝ヴィルヘルム……！」


「フルネームで呼ぶな」


　マルクは、自分の目を疑うように問いかけた。


「何な故ぜ……そのような格好を？」


　かつては枢すう機き卿きようの礼服に身を包んでいたヨシュアは、今はよれたシャツを着ており、質素なズボンには真っ白な前まえ掛かけを付けていた。


　それは、使用人の中でも最下位の小間使いの服装だった。


「エルミナに匿かくまって……いや、雇やとわれたんだ。小間使いホールボーイとしてな」


「誰だれですか、あの人？」


「ああ、エルミナを騙だまして婚こん約やくしようとしておった男じゃ」


　アイシャの疑問にカナメが答えた。


「エルミナ、嫌がったんじゃないですか？」


「嫌がったの。なりふり構わず屋敷を飛び出すほど」


「え？　エルミナ、あの人が嫌でいきなり屋敷を出て行っちゃったんですか？」


　アイシャとカナメのヒソヒソ話に、ヨシュアの顔が屈くつ辱じよくの色に染まっていく。


　マルクは気の毒になってきたが、無条件に信用するほどこの男を許してはいない。


「……恥はずかしくありませんか？」


　マルクが真顔で問いかけると、ヨシュアはフッと髪の毛をかき上げた。


「人を蹴け落おとし、泥どろを啜すすってのし上がってきたのだ。今さらこの程度の屈辱、なんでもないな」


「では立場上、私はあなたの上司になります。まずは口の利きき方を直しなさい」


　ヨシュアがプルプルと震ふるえた。面おも白しろかった。


　──まあ、ヨシュアの能力で状況を予測したということですか……。


　彼の能力は未来を〝予測〟する。思えば、エルミナが倒れる前から──エルミナに謳うたを歌わせるな──そんな忠告を投げかけていたのだ。


　マルクは丸メガネの位置を修正して立ち上がると、静かに腰こしを折った。


「あなたのことは気に入りませんが、こんなところまで逃げずにやってきたことは認めて差し上げます。手を、貸していただきたい」


　ヨシュア一人では大した力はないが、この男の真価は強力な駒こまが揃そろっていて初めて発揮される。そこにいる契けい約やく者しやに、最大限の力を発揮させることができるのだから。


　マルクが素直に頭を下げると、ヨシュアは不快そうに顔を歪ゆがめた。


「ふん。手は貸してやるさ。お前を蹴落と────」


「──その通りです！　主は仰おつしやいました──汝なんじ、隣りん人じんを許せ──俺たちは、過去を許し合うことでいくらでも強くなれます！　そう、正義のために！」


　どこまでもテンションの高い台詞せりふを吐はいて、また別の青年が駆け込んできた。


「さあ踊おどれ──〈クーア・ルンゲ〉！　正義のために〈魔ま琴きん〉を奏でろ！」


　凛り々りしく眉まゆを吊つり上げ、キラキラと意志の籠こもった双そう眸ぼうに、かつての病的な空気は残っていない。神父服に身を包み、両手に嵌はめた黒手袋からは鋼こう糸しが振ふるわれる。


「誰ですかあれは……！」


「ペインさん。ヨハエルが気持ち悪いです」


「言うな。みんなそう思っている」


　それはつい先日エルミナを追おい詰つめようとした最後の敵だった。


「ヨハエル……？　逮たい捕ほされたのではなかったのですか？」


「ヴィルヘルムが脱だつ走そうさせたんだよ。あれでも、結構強いから……」


　疲つかれたような声を漏らすグレリオに、マルクは啞然とした。


「あれも、〈契約書〉の副作用であるか？」


　かつてヨハエルに雇われていた身であるアーロンが、呆ぼう然ぜんとしたように呟つぶやいた。


　ヨハエルの対価は〝正の感情〟で、いつでも「悲しいです」と呟きながらグスグスと鼻を啜っていたのだ。そしてエルミナに対して抱いだいた恐きよう怖ふを〝恋こい〟だとはき違ちがえ、エルミナにもその〝恋〟をしてほしくて彼女を陥おとしいれようとした。


　それがどうしてこうもキラキラと目を輝かがやかせて正義を語っているのか。〈契約書〉の力で〝正の感情〟が還かん元げんされたとはいえ、まるっきり別人になってしまっている。


「俺は〈精杯グレイルの姫ひめ〉に心を奪うばわれ、そして救われました！　ならば今まで犯した罪を戦うことで贖あがないます！」


　未いまだに、エルミナのことを好きなのは好きらしい。


　しかし正義を叫さけびながら鋼糸を振るうヨハエルは、確かに強かった。銃じゆうを持ち、訓練された軍人が藁わらのようになぎ倒されていく。


　気勢をそがれてしまったマルクに、ペインが向き直った。


「それで？　こんなところまでやってきたということは、お嬢様を救う算段はついているんだろうな」


　マルクは力強く頷うなずくと、エミリオから預かった小こ瓶びんを取り出した。


「〈眠ねむり姫〉の血を採とれれば、エルミナを起こせます」


「なるほど。では、お前一人いれば手は打てるんだな？」


　そう言って、カナメたちに目を向ける。


　もう、誰も戦えないだろう。カナメもアイシャも、セリアもアーロンも、そしてジェノバとオウマも。傷だけならば軽傷のものもいるが、ずっと戦い続けてきたのだ。体力が保もたない。かくいうマルクとて、もう立っているのも辛つらいほどだった。


　──それは、もう身を守る力もないと言うことです。


　マルクは批ひ難なんするような目を向けた。


「彼らを置いて行けと？」


「俺たちも、ここに来るまでに相当能力を使っている。いつ時間切れになってもおかしくはない。戦えん連中まで連れて進む余よ裕ゆうはない」


「ですが──」


「──構わぬ。行け」


　そう言ったのはカナメだった。


「カナメ……」


「おんしはなんのためにここまで来たのじゃ？　おんしは言ったはずじゃ。私の言った無茶を押し通すと。こんなところで私を失望させるな」


「ですが……」


　マルクが呻うめいていると──ニァァァァァ──猫ねこの声が響ひびいた。


「でしたら、自分が残ります。この中で最初に能力が消えるのは自分ですし」


　フワリと出現したのはリオだった。


　マルクに目を向けると、リオはそっと励はげますような微笑を浮うかべた。エルミナに心を決めていなかったら、グラリと揺ゆれそうな表情だった。


「リオ……」


「それに、シュウさんから頼たのまれましたから。カナメさんを頼むと」


　目を向けられて、カナメはあっと声をあげた。


「あやつが申しておった〝間に合わぬ〟とはおんしのことか」


　シュウが誂あつらえた義ぎ肢しは確かに性能が良いようだ。今の彼女……もとい彼は、カナメに比ひ肩けんする技量だと言って良い。この場を任まかせる程度には信しん頼らいできる実力だった。


「分かりました。カナメたちをお願いします」


　頷き返して、マルクはペインたちに目を向けた。


　皮肉にも、それはエルミナを──〈精杯グレイルの姫〉を狙ねらい続けてきた宿敵──〈宣教師〉の一団だった。


「行きましょう。エルミナを取り戻しに」





　　　　[image: ]





　ガシャンッ──秒読みの針はなおも進む。





　──リオも能力を失いましたか……。


〈契約書〉の音は、マルクがカナメたちと別れてから今ので二度目だった。ジェノバもすでに能力を失っているはずだ。


　それを数えながらも、マルクは足を止めはしなかった。


「ペイン、右前方を〈魔ま銃じゆう〉で足止めしろ。ミリエラ、後ろから来る連中に毒草を見み舞まえ。グレリオは戦せん闘とう機きを叩たたけ」


　ヨシュアからの指示に、ペインたちは速すみやかに行動する。


「ヨシュアさん、俺への指示は！」


「お前は……とりあえず突つっ込めばいい」


「仰おおせつかりました！」


　投げやりな指示に、ヨハエルは満足そうに突っ込んでいく。


　──ですが、見事です……。


　進み始めてから、マルクの元へは弾だん丸がん一つ届いていない。その前にヨシュアが〝予測〟して全てを防いでいるのだ。


　そう考えて、ふと疑問を覚えた。


「〈宣教師〉は、何故これほどの力を持ちながら、初めから全力でエルミナを狙わなかったのですか？」


　契約者集団として組織され、行動してきた彼らには、この国の契約者にはない統率力がある。本来、契約者は個々で思いのままに振る舞まうものなのだから。


　初めから彼らが一いち丸がんとなって襲おそってきていたなら、果たしてマルクたちは退しりぞけることができただろうか？


「俺たちも一枚岩じゃあないのだ。そうそう全戦力を投入できると思うのか？　ペインのような裏切りものを内側に抱かかえているというのに」


　ヨシュアの皮肉に、ペインがフンと鼻を鳴らした。


「その程度も飼かい馴ならせんから、お前は失しつ脚きやくするのだ」


　……内輪は、あまり良いものではないようだが。


「仮にそれができたとしても、返り討うちに遭あったら組織は全戦力を失うことになる。組織という形態を取っている以上、そんな危ない橋は渡わたれないさ」


　小鳥を飛ばしながら語るグレリオに、マルクは首を傾かしげた。


「他の国には契約者が少ないと聞きます。過信するには足る力だと思いますが？」


「前例が、あるんだよ」


　グレリオがブルリと身み震ぶるいした。


「十五年前、ぼくたちはたった一人を相手に壊かい滅めつさせられたんだ。あのころだって、今と比べてそう劣おとるもんじゃなかったっていうのにさ」


「ドミニクさん？」


「そういうことだ。こいつの話じゃ、相当な地じ獄ごくを見せられたらしい」


　ペインは、当時の戦闘に参加していなかったようだ。他ひ人と事ごとのような口調だった。


　──なるほど。〈精杯グレイルの姫〉の隣となりには、常にドミニクさんがいたのでしたね。


〈宣教師〉が〈精杯グレイル〉とその〈姫〉を追うための組織である以上、近づけばドミニクに妨ぼう害がいを受けることになる。総戦力を投じて倒たおせなかった相手に、無策でまた挑いどむ愚おろかものも少ないだろう。


　──ですが、それを差し引いてもペインたちは手傷が少ないですね。


　マルクの疑問を裏付けるように、ミリエラが鬱うつ陶とうしそうに叫んだ。


「ああっもう！　なんだってこいつら急にこんなに増えるんですか」


「増えた？」


　どちらかといえば、マルクたちが進んでいたときよりも〝過去〟の量は薄うすくなっている。近代に近づくにつれて、引き出せる〝過去〟が限られてきたためだろう。


　ペインが怪け訝げんそうな目を向けてきた。


「お前たちが進む間は、こんなものだったのか？」


「ええ、もっと数が多かったときもありますが」


「奇き妙みようだな。何な故ぜお前たちと俺たちとで、障害に差がある？」


　確かに、ペインたちがマルクたちと同じだけの妨害に遭っていたならば、マルクに追いつくことはできなかったはずだ。


「そういえばアルバが言ってた。〈精杯グレイル〉はなにかに怯おびえてるって。お前、なんのことか分かるか？」


「怯える？　〈アルス・マグナ〉が？」


　首を傾げて、マルクはハッとした。


　──〝これ〟を、警けい戒かいしているというのですか？


　マルクはエミリオから預かった小瓶を意識した。エルミナを目覚めさせうる最後にして唯ゆい一いつの切り札。


　──つまり〈空白の契約書〉は〈アルス・マグナ〉に届く……！


　マルクが確かな希望を感じたときだった。


「──止まれ！」


　ヨシュアの声が響いた。


　この男が止まれという以上、進めば厄やつ介かいなことになるはずだ。マルクたちはピタリと足を止めた。


　前を見て、マルクはあっと声を上げそうになった。


　──屋や敷しきです……！


　霧きりのように霞かすんだ世界の向こうに、ヴァレンシュタイン家の正面門が浮かび上がっていた。もう目の前だ。


　ただ、その前に今までの兵とは違ちがう人ひと影かげが佇たたずんでいた。


　──ペインたちの〝過去〟ですか……？


　だとしたら厄介である。マルクたちも、そこで力を使い果たしてしまったのだから。


　そう考えて、マルクは前に倒れている人影を見つけた。


「あれは……アルバ？」


　右みぎ腕うでの通っていないスーツの袖そで。帽ぼう子しは飛ばされたのかかぶっていないが、真っ黒な髪かみと褐かつ色しよくの肌はだ。上質なスーツはあちこち切り裂さかれてボロボロだった。


「やっぱりまだいやがった……」


　呻いたのはグレリオだった。


「なるほど、確かにこいつは〝番人〟だ」


　ペインの声までもが硬かたくなっていた。ヨシュアに至っては、蒼そう白はくで声も出ないといった様子だ。


　霧が晴れていき、マルクもようやくその〝男〟の姿を目視できた。


「まさか……」


　自分の声が、掠かすれたのが分かった。


　皺しわ一つない燕えん尾び服ふくに身を包み、両手に嵌はめた手て袋ぶくろにはヴァレンシュタイン家の紋もん章しよう。金色の髪は後ろへ束ねられ、鋭するどく細められた双そう眸ぼうには感情の色はなく、人形のような無表情でありながら、そこに在あるだけで全てを圧あつ倒とうするような気配が滲にじみ出していた。





「ドミニク、さん……？」





　それはマルクの知る家か令れいとはかけ離はなれた印象だが、確かにドミニクと同じ顔をしていた。


「それも十五年前──たった一人で〈宣教師〉を壊滅させたときの、な」


　呻くように答えたのはペインだった。


　ヴァレンシュタイン家先代執しつ事じにして、恐おそらくは歴代最強の〈眠ねむり姫ひめ〉の番人──ドミニク＝ハーケンスの〝過去〟が、そこに立ち塞ふさがっていた。


　ここにアルバが倒れているということは、彼が勝てなかったのは、自分の〝過去〟ではなく〝ドミニク〟だったということだ。


「誰だれが相手でも、俺は戦うだけです。それが贖しよく罪ざいなんですから！」


「やめろヨハエル！」


　ギギギギギギギギッギギギギギギギギッギギ──〈魔ま琴きん〉を軋きしませ、ヨハエルが飛びかかった。


『………………』


〝ドミニク〟は表情を変えることなく右手を掲かかげる。それだけで、周囲の気配が動いたのを感じた。朝あさ露つゆにまみれた霧が、縦横に裂けていく。


　──これは鋼こう糸し？


〝ドミニク〟の指から伸のびるのも、ヨハエルと同じく鋼糸だった。


　マルクは知らなかった。ヨハエルの鋼糸自体が、この〝ドミニク〟からグレリオが盗ぬすんで伝えた技術であることを。


　ギギギギチンッ──衝しよう突とつする〈魔琴〉と鋼糸。


「いなされたっ？」


　驚きよう愕がくの声を漏もらしたのは、ヨハエルだった。


　鋼鉄も引き裂く〈魔琴〉は、無意味に〝ドミニク〟の周囲を薙ないだだけだった。強度で劣るはずの〝ドミニク〟の鋼糸が、降ふり注そそぐ〈魔琴〉の向きを変えたのだ。


　同じ鋼糸の扱あつかいでも、模も倣ほうと源流の技量差は明白だった。


「ならばもっと近くから──あぐあっあああっ？」


　踏ふみ込もうとしたヨハエルの腕うでが、あらぬ方向へねじ曲げられる。


「この、程度で──〈クーア・ルンゲ〉！」


　果か敢かんに能力を走らせようとするが──


　ドシャッ──顔面から、ヨハエルは地面に叩きつけられた。


　──強い……！


〝ドミニク〟は、片腕しか使っていないのだ。左手は無造作に燕尾服のポケットに突っ込まれている。おまけに、彼はまだ一歩も動いていない。


「削けずり取れ──〈ダー・グッザ〉」


　銃じゆう声せいとともに黒い穴が穿うがたれ〝ドミニク〟は落ち着いた動作で一歩退ひく。


「ミリエラ、ヨハエルを回収しろ」


　吼ほえて、ペインが前に出る。


　ペインの右手が動くのと同時に〝ドミニク〟も左手を揺ゆらす。


　ドドンッ──重なる銃声。早はや撃うちと早撃ち。


　ペインの頰ほおが裂け〝ドミニク〟の足あし下もとで地面が爆はぜる。


「呑のみ込め──〈ダー・グッザ〉」


　黒い花が弾はじけ〝ドミニク〟の鋼糸を呑み込む。


『……チッ』


　軽く舌打ちを漏らし、宙に逃にげる〝ドミニク〟にペインが追い縋すがる。


　軍ぐん靴かが宙を裂き、鋭い回し蹴げりが迫せまる。〝ドミニク〟はそこに自分の足を重ねる。


　ドゴッ──衝突する踵かかとと踵。


　ペインの回し蹴りを踏み台に〝ドミニク〟はさらに宙へと跳ちよう躍やくする。その手にはすでに拳けん銃じゆうが握にぎられていた。


　ペインの方も蹴りの反動を逃がしながら旋せん回かいし、拳銃を抜ぬく。


　ドンッドンッドンッドンッ──瞬またたく間まに弾ける銃じゆう火かと銃火。


　互たがいに身を捻ねじり、迫る銃じゆう弾だんを回かい避ひしながら次なる弾だん丸がんを撃うち放つ。


〝ドミニク〟の着地を狙ねらって、ペインは右手を振ふるう。


「〈ダー・グッ──」


『──遅おそい』


　能力を放とうとしたペインが、地面に叩たたきつけられた。いつの間にか、鋼糸を絡からみつかされていた。


　そこに銃じゆう口こうが向けられる。


「ペインさん！」


　ペインの体が、グイッと引き戻もどされた。見れば足に植物の蔦つたが絡みついている。


「弾けろ──〈キー・アーン〉！」


　業ごう火かが解とき放たれ、それを目め眩くらましにペインはマルクたちの位置まで引き寄せられる。


「ぐ、うぉ……」


　肩かたと腹部から鮮せん血けつを流し、ペインが呻うめいた。互ご角かくに見えたにも拘かかわらず、二発もの弾丸を受けていたらしい。


　ギュパッ──炎ほのおが引き裂かれ、再び〝ドミニク〟の姿が顕あらわになる。


　そこに傷の一つも見当たらなかったことに、マルクたちは呻き声を漏らすことしかできなかった。


「ペイン、お前昔あいつに勝ったことがあるんじゃなかったのかよ！」


「この時代の三年くらい前にな。あれから三年分強くなっている。なにより、こいつはヴィオラ様を守るためにここにいるはずだ。あれとは桁けたが違う」


　ヴィオラ様のため──エルミナのために立ちはだかった〝マルク〟相手でさえ、使用人が総そう崩くずれになったのだ。〈宣教師〉は確かに強力だが、それでもマルクたちを大きく圧倒するほどではない。


「こんなの、どうしろっていうんだ！」


　悲鳴を上げるグレリオの頭を、ペインが摑つかんだ。


「泣き言を漏らすな。分かってて来たはずだろうが」


　それからヨシュアを睨にらみつける。


「どうすれば〝こいつ〟を倒たおせる？」


　ヨシュアは首を横に振った。


「倒せんことはないが、時間内には無理だ」


〈契けい約やく書しよ〉の秒読みは止まらない。次に能力を失うのはペインだ。そして能力を使えば使うだけ、制限時間は早まる。〝ドミニク〟を相手に戦えば、残った時間全てをつぎ込んでも倒しきれるかどうか。


　それでも、ヨシュアは「だが」と続けた。


「そこの男一人を進ませることなら、できるはずだ」


　視線が、マルクに集まった。


　これだけの力を持ったものたちが、捨すて駒ごまになると言っている。それはなにがあってもマルクの失敗を許さないということでもあった。


「上等でございます。その程度もこなせなくては、ヴァレンシュタイン家の執事バトラーは務まりません」


　自分の肩にのし掛かかる責任に、マルクは力強く力強く頷うなずいた。


「決まりだ。それで良い。指示しろ」


　ヨシュアは、マルクに挑いどむような眼光を向けてきた。


「お前、俺に覚かく悟ごがないとか言ったな」


　拳銃を抜くと〝ドミニク〟に向き直った。


「見せてやるさ。俺の〝覚悟〟というものをな」


　そう言ったヨシュアに、かつての歪ゆがみは見当たらなかった。





「ミリエラは蔦を。グレリオは蔦を目眩ましに爆ばく弾だんを。ヨハエルは炎に向かって走れ。ペインはヨハエルを踏み台にしてあの鋼糸を排はい除じよしろ」


　それからマルクに目を向ける。


「お前は、合図とともに走れ。絶対に足を止めるな」


　マルクが頷くと、ヨシュアは号令をかける。


「やれ！」


「狂くるい咲ざけ──〈ダー・ナーン〉！」


　地面を食い破ってクピードの蔦が這はい出す。見る見るうちに開花したそれは〝ドミニク〟の視界を覆おおい隠かくすように生おい茂しげる。


　ズバッ──そのクピードが、造作もなく刈かり取られる。


　だがそこにはすでに三羽の金雀エインジルが回り込んでいた。


「弾けろ──〈キー・アーン〉！」


　ゴウッ──爆炎が弾けるも、敢あえ無く鋼糸に引き裂さかれる。


　そして、そこにヨハエルが飛び込んでいた。


「踊おどれ──〈クーア・ルンゲ〉！　俺の命の続く限りに！」


　暑苦しい台詞せりふとともに〈魔琴〉が降ふり注そそぐ。


〝ドミニク〟はそれすらも容易たやすくいなすが、そこにペインがたどり着いていた。


「皮肉なもんだな。今度は、俺がお前を止める番か──〈ダー・グッザ〉」


　黒くろ渦うずが弾け〝ドミニク〟が張はり巡めぐらせた鋼糸の結界が呑み込まれる。道が開けた。そして──





　ガシャンッ──秒読みがまた一つ進んだ。





「今だ走れ！」


　ヨシュアの言葉に、マルクは迷わず飛び出した。


「ミリエラ壁かべを！」


　拳銃を構えていたミリエラが、トンと地面に触ふれる。


　メシメシメシッ──地面を割って、巨きよ大だいな樹木が壁となって這い出した。


　そこに──ビシンッ──弾丸が衝突する。


「グレリオそれ以上近づくな、標的の頭上で炸さく裂れつさせろ！」


　ヒラヒラと戦場を舞まっていた金雀エインジルが、フワリと〝ドミニク〟の頭上に飛び上がり、そして弾けた。


「やれ、ペイン！」


「おおおおおおおおおおおおっ！」


　爆ばく風ふうでにわかに足を止められた〝ドミニク〟に、能力を失った直後にも拘わらず、ペインが突とつ撃げきする。


　一いつ瞬しゆんでも自由を与あたえれば、またあの厄やつ介かいな鋼糸を展開される。それを止められるほど、接近戦で〝ドミニク〟に肉にく薄はくできるのはペインだけだった。


　肉薄した瞬間、再び銃火が舞う。ペインの肩から鮮血が噴ふき〝ドミニク〟の頰に初めて傷が刻まれる。


　ペインはそのまま撃たれた腕を振るい、銃じゆうのグリップで打ち掛かるが〝ドミニク〟はそれをスルリと躱かわす。


　そこに、もう一いつ挺ちようの拳銃から弾丸が撃ち込まれる。


『……くっ』


「追い込めヨハエル！」


　堪たまらず一歩退ひいた〝ドミニク〟に、今度はヨハエルの〈魔ま琴きん〉が走る。


　マルクやカナメでも確実に追い詰つめられるだろう、戦盤シヤオプラツツのように逃げ道を奪うばうような一手一手。ヨシュアの指示で完全な連れん携けいを組み上げていくが、恐おそろしいことに〝ドミニク〟はそれを一人で凌しのいでいた。


　契けい約やく者しやが五人がかりで足止め程度にしかならない。


　──ですが、足止めとしては完かん璧ぺきです！


　駆かけるマルクは、ついに〝ドミニク〟に並んだ。


『──行かせない』


　その瞬間〝ドミニク〟が動きを変えた。


「──があっ？」「ぎっあ？」「うわっ」「きゃっ！」


　接近戦を挑んだペインが負傷した肩を蹴りつけられ、それを援えん護ごしようと〈魔琴〉を振るったヨハエルが鋼糸でねじ伏ふせられる。次なる爆弾を放とうとしたグレリオが腕うでを撃ち抜かれ、能力で茨いばらを走らせようとしていたミリエラが肩を撃たれる。


　追い詰めていたはずの四人が、一瞬で一いつ蹴しゆうされた。


　──あれで、手加減をしていたというのですか……！


〝ドミニク〟もマルク同様〝人を殺さない〟という誓ちかいを立てて〈精杯グレイルの姫ひめ〉を守ってきたのだ。ペインたちが死なないように戦っていたのだ。


　それが、マルクが抜けだそうとしたことで〝本気〟になったのだ。


〝ドミニク〟の銃口が、真まっ直すぐマルクを捉とらえた。


　──やられる！


　マルクが身を強こわ張ばらせたときだった。





「止まるな、走れ！」





　銃口の前に、ヨシュアが体を投げ出していた。


　ドンッ──仰あお向むけに倒れていくヨシュアに、マルクは手を伸のばしかけて、止めた。


　──確かに見届けましたよ、あなたの〝覚悟〟は……！


　転がるように、マルクはついにヴァレンシュタイン家の門をくぐり抜ぬけた。


　そしてその先で出会ったのは──





「──あ、あなたは……！」
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「きっかけはなんだっただろうか。……そう、確か占うらないだ。果たして人は未来を知りうるのか。占い師には未来が見えているのか。だがしかし、私が出会った占い師は誰だれも真の意味では未来など見えてはいなかった。あるいは、本当にそういったものも存在するのかもしれないがね」


　あえて言い直したのは、きっと前例が確認されたからだろう。エルミナの父──リカルド＝ヴァレンシュタインは未来を〝確定〟する契約者だったのだから。


　それからまた手を組み直す。


「だが、不思議なことにそれでも占いが正しかったと認めるものは、大勢存在した。私が偽にせ物ものだと断じたものであっても。これは一体どういうことなのだろうか。やがて私は気付いた。彼らは〝占いが正しい〟と信じたいのだとね。だが、これは何な故ぜだろうか？」


「……占いとは、人が迷ったときに決断を下すための判断材料だからだ。それは助言であり前に進むための道標。その先で未来を摑んだものは、それを奇き跡せきだと信じる。正しいかどうかは、決断したものが決めることだ」


〝それ〟が追いもとめることを、エルミナも追いかけていた。だから、答えはすでに用意されたものだった。


「そう。私もそう考えた。そしてこうも思った。ならば、未来を開いたものと開けなかったものの差はなんなのか。同じ人でありながら、そこに優ゆう劣れつは存在するのか。悩なやみ悩んで、答えは意外なほど簡単なものだと知った」


　そして、またティーカップを傾かたむける。


「人が真に信じれば、それは奇跡となる。ならば、全ての人に奇跡を信じさせることができたならば、それこそが神の所行なのだ」


「……だから、君は信じさせることにした」


　それが──精せい霊れいとはなんなのか──その命題に挑んだエルミナが見つけた答えだった。


〝それ〟は小さく拍はく手しゆを返した。


「私は怪け我がを癒いやし、病やまいを打うち払はらい、飢うえですらも克こく服ふくした。人が信じるほどに、私は奇跡を起こせるようになった。だが戦いくさだけは覆くつがえせなかった。私は、もっと大きな力に処しよ刑けいされることになったよ」


　そして、どこか寂さみしげな声で続けた。


「私は悔くやんだ。私は、まだ神を見つけていない。だというのに、ここで潰ついえるのか。あるいは、後こう継けい者しやの誰かが私のたどり着けなかった答えを導き出してくれまいかと、私は一つの仕し掛かけを残すことにした」


　そう言って〝それ〟は大おお振ぶりの杯さかずきをテーブルに載のせた。


「私はただの杯に自分の血を注そそぎ、そこに奇跡があると告げた。それで人は奇跡を信じるだろう。だがきっと誰かが気付く。そんなものに力はない。〈精杯グレイル〉などというものは〝在あるはずがない〟のだとね」


「……だが、そうはならなかった」


　エルミナが指し摘てきすると〝それ〟は悔やむように頷いた。


「私が構築したシステムは、本当に奇跡を起こしてしまった。集団の意識が共鳴することで、奇跡は現実となる。それは個人の事象を超こえ、現実を侵しん食しよくし始めた。ああ、私は確かに神を見つけた。なんのことはない。人は自分の中に神を持っていたのだ」


　神を探し求めた〝それ〟は、なんのことはない、最後には自分自身が神になっていたのだ。


　それから、テーブルに置かれた杯をエルミナに押しやってきた。


「さあ、私のことはもう良いだろう。次は君の答えを聞かせてほしい。私の後継者となるか、それとも────」


　──君が望むのならば、私はこの〝揺ゆり籠かご〟の全てを、君に譲ゆずろう──


　次の〈アルス・マグナ〉になることで、エルミナは全てを支配する力を手に入れられる。


「君は、私と同じく奇跡を求め、その鍵かぎを手に入れた。そして今、それを失いつつある。君は──もうじき消えてなくなる」


　エルミナが起こした奇跡──〈空白の契けい約やく書しよ〉は壊こわれてしまった。


　長い〝過去〟を流れ、エルミナに残された時間にも終わりが近づいてきたのだ。


　つまり、この取り引きを受けないならば、エルミナの存在は消えてしまうということだ。


　それを踏ふまえた上でエルミナが出した答えは────





「──断る」





　答えは、明めい瞭りようだった。


〝それ〟は意外そうに首を傾かしげた。


「君は、まだ奇跡を信じるのかね？」


〈アルス・マグナ〉は精せい霊れいの枠わくを超えた力だ。誰にも止められない。眠ねむり姫であるエルミナが生き延びる術すべはない。


　それでもエルミナが未来を摑つかめるとすれば、奇跡でも起こる他ない。


　エルミナは、首を横に振ふった。


「……私は、奇跡など信じない」


　そう、そんなものは信じるに値しない。


「……外では、今も私が愛して、私を愛してくれた人たちが私を救おうとしている。彼らはきっと諦あきらめない。だから、私も諦めない。そこに、神などという力は必要ない」


　そして〝それ〟を見つめてはっきりこう告げた。


「……私が信じるのは、神の奇跡などという無責任なものではない。私が信じるのは──私が出会った全ての人だ」


　その答えに〝それ〟は満足そうに頷うなずいた。


「よろしい。ならば、進みたまえ。君が本当にそれを信じるのならば、きっと奇跡は起こせる」


　その答えを聞いて、エルミナはようやく〝それ〟がなにを求めていたのか理解した。


「……これが君の求める〝対話〟だったのかね？」


　そのひと言で〝それ〟は初めて動どう揺ようを示した。そしてどこか誇ほこらしげに頷いた。


「私は神と語らいたかった。だが気がつけば私が神になってしまっていた。だから私は待った。私と同じく神に挑いどみ、そして奇跡を形にできるものを。あの日の私は、神になにを問い、なにを答えられたのか。そしてなにを成し遂とげるのか。それが知りたかった」


　カチャリとティーカップを下ろして〝それ〟はもうひと言つけ足した。


「信じてもらえるかは分からないが、私は君たちを守りたかったのだ。私が残してしまった奇跡のシステムから、私の娘むすめたちを。せめて、安息の夢を与あたえることで」


　きっと〝それ〟にも止められなかったのだろう。契約精霊ゆえに、守りたい娘たちを契約者にせざるを得なかった。


　それから自じ嘲ちようするようにこう言った。


「そんな中で、君たち姉妹は私にとって不可解で恐ろしいものでもあった。揺り籠の内と外に同時に存在しているのだからね。きっと君たちの身になにか酷ひどいことが起こっているのだと、私は考えたのだよ」


　それが、エルミナに〈アルス・マグナ〉が応こたえていた理由なのだろう。そして蜃しん気き楼ろうの屋や敷しきという〝在るはずのないもの〟が紡つむぎ上げられた。揺り籠の外にいる、エルミナのための揺り籠として。


〝それ〟の言葉を嚙かみしめた上で、エルミナはひとつだけ問いかけた。


「……〈眠り姫〉は、みな幸せだったのかね？」
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「苦痛から逃のがれることのみを、幸せと呼ぶのかは分からないがね」


　エルミナはそっと席を立った。


「……全ての〈眠り姫〉は、眠りに落ちるそのときまで必死に生きた」


　長い〝過去〟の中で、エルミナは確かにそれを見届けてきたのだ。


「……もう、〈眠り姫〉の傍かたわらに揺り籠は必要ない」


　そして〝それ〟に幽かすかな笑みを返した。


「……だから、君もそろそろ逝ゆけ」


〝それ〟は困ったように眉まゆを顰ひそめ、そして次第に消えていった。


「……さようなら」


　長らく揺り籠を揺らしてくれた〝始祖〟に、エルミナはそう言葉を贈おくった。
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「遅おそかったね──マルドゥーク君」


　そこにいる男の姿を見て、マルクは目を疑った。


「あなたは……ドミニク、さん……？」


　たった今、ヨシュアたちが死力を振り絞しぼって足を止めた〝ドミニク〟ではない。


　マルクが知る、フニャリとゆるみ切った空気を垂れ流す、いつもの家令だった。


　ヒラヒラと、ドミニクの周りを尖晶螢オルネイロが舞まっていた。


　尖晶螢オルネイロ──エルミナを守っていた精霊〈フォル・ウォレ〉──それがここに在るということは────


「あなたは、契けい約やく者しやになったのですか？」


　ドミニクは人差し指を立てた。


「契約者の悪い癖くせだよ。不可解なものに出くわすと、それを能力だと考えてしまう」


　どこかで聞いたような言葉を投げ掛かけ、ドミニクは尖晶螢オルネイロを見上げた。


「僕にも良く分からないけれど、どうにもこの子が僕を起こしてくれたみたいなんだ」


　それを肯こう定ていするように、尖晶螢オルネイロは宙を旋せん回かいした。


　恐おそらく、それは一人歩きする精霊〈フォル・ウォレ〉からの、最後の贈り物なのだろう。根こん拠きよもなく、マルクはそう感じた。


「どれくらいの時間が僕に許されているのかは分からないけど、君が間に合って良かったよ。おかげで、この小さな奇跡を無む駄だにせずに済みそうだ」


「どういうことです？」


「マルドゥーク君。君は、エルミナお嬢じよう様さまがこの屋敷に一人は誰だれかを残したかった理由を知ってるかい？」


「それは、エミリオのことがあるからでしょう？」


「実は少し違ちがうんだ。ここは誰もいなくなると〝道〟が途と絶だえてしまうんだ。以前、ここを空からにしたことがあってね。しかも運悪くエルミナお嬢様が不安定なときだった。僕たちは中に入るのにずいぶん苦労したんだよ」


「つまり〝道〟を繫つなぐためにここに……？」


　ドミニクは燕えん尾び服ふくの裾すそを直すと「さあ」と声をかけた。


「もう、あまり時間もなさそうだ。準備は良いかい？」


　いろいろとまだついて行けていないところはあったが、マルクは頷いた。マルクはエルミナを起こすためだけにここまで来たのだ。集まってくれた仲間を踏み台にして。


　マルクが頷くと、ドミニクはクルリと背中を向けた。


「じゃあ、しっかりついておいで。遅おくれても、ちょっと待ってあげられないからね？」


「ついて行くって……」


　言いかけて、マルクはハッとした。


　そこには、いくつもの影かげが揺れていた。


『叩たたき潰つぶせ──〈トウ・レーン〉！』


　ギャングに身を置いているのか、黒のスーツに身を包んだ青年だった。


　地面が砕くだけて浮うかび上がり、そしてマルクたちめがけて降ふり注ぐ。石の飛礫つぶてだった。


　──契約者？


　屋敷の使用人やペインたち──〈契約書〉に署名をした契約者ではない。かつてこの街に存在した契約者や、マルクが交戦したものたちだろう。数十人に上るこの影が全て契約者だとすれば恐るべき戦力だと言えた。


　──〈クフ・リーン〉が使えれば……！


　バキンッ──そう思った目の前で、石の散さん弾だんが弾はじかれた。


「悪いけど〝過去〟に過ぎない君たちに、手加減するつもりはないんだ」


　ドミニクの指には、極ごく細ぼその鋼こう糸しが巻き付いていた。


「行くぞマルク君！」


　吼ほえて駆かけ出したドミニクを、マルクは慌あわてて追う。


　ドドドンッ──ドミニクの右手が幽かに揺れ、銃じゆう声せいが響ひびく。


　石の散弾を使う契約者が慌てて避よけるが──


『お、あ……？』


　避けたはずの胸から、ガラスがポロポロと溢あふれ始め、そして砕ける。その隣となりにいて、電でん撃げきを放ってきた契約者が電光を絡からめた鋼糸に切断される。


　瞬またたく間まに二人の契約者を倒たおしたドミニクは、僅わずかな隙すきを生んでいた。そこにまた新たな契約者が飛び込んで来る。


『遅いな。その程度で俺は捉とらえられない──〈マー・ハー〉！』


　突とつ風ぷうを巻いて飛び込んできたのは、どこかで見覚えのあるスーツ姿の契約者だった。


　──リチャード＝ランナー！


〈神風〉の名で呼ばれる契約者の運び屋だ。高速移動を能力とし、マルクの知るところではないが、ヨシュア＝ヴィルヘルムすらも手玉に取った男である。


　その強つわ者ものが──


「──速ければ良いってもんじゃあ、ないんだよ」


『ゲプッ？』


　マルクのすぐ隣を、バラバラになったリチャードが吹ふき飛んでいった。鋼糸に飛び込んでしまったらしい。


　──これが、手加減を止やめたドミニクさん、なのですか。


　ペインたちが足止めしてくれている〝ドミニク〟ですら及およぶかどうか。


　先代の時代から〈精杯グレイルの姫ひめ〉を守り続けた男は、停てい滞たいすることなく技術を研けん磨まし続けていたのだ。


　マルクがいかに〈四強〉に名を連ねていようとも、そこに積み上げた修練は十年に満たないものである。十八年……いや、生まれたときから戦うための技術を叩き込まれてきたドミニクに及ぶはずがなかった。


　恐らくはそれぞれが通り名の知れた契約者たちなのだろう彼らが、紙の兵隊のようになぎ倒されていく。


　マルクは、その後ろをついて行くだけでも必死だった。


　ドミニクがまた次の契約者をねじ伏ふせようと鋼糸を振るったときだった。


『蝕むしばめ──〈フェル・ディア〉！』


　──あれはアッシュ＝ハザード……！


　個人的には二度と見たくない顔だが、その力はマルクと対等に渡わたり合うだけのものがある。なによりこの男の能力は──


　ブツンッ──〝アッシュ〟を捉えたはずの鋼糸が敢あえ無く霧む散さんした。


　いかに鋭するどい鋼糸とて劣れつ化かすれば脆もろくもなる。


『もらった！』


　鋼糸を破られたドミニクの懐ふところに飛び込み、手てつ甲こうの拳こぶしを撃うち込む。


『──ごべっ？』


　拳は、虚むなしく宙を突ついただけだった。そして返礼と言わんばかりに〝アッシュ〟の顔面にドミニクの拳が突き刺ささっていた。


　バリンッ──ただの拳のひと突きで〝アッシュ〟はガラスと砕けた。


　──素手でも、殺傷力があるのですか……！


〝アッシュ〟の体術はアイシャほどではないにしろ、決して並に劣おとるものではなかった。それが同じ条件でこうも容易たやすくあしらわれるのか。


　異能が技術に圧あつ倒とうされていく。


　愕がく然ぜんとしていると──ガタンゴトン──ヴァレンシュタイン家の庭園にそぐわぬ機械音が響いた。


『痛いてえよぉぉぉぉぉぉぉぉおおお──〈メー・ヴー〉！』


　突とつ撃げきしてきたのは、巨きよ大だいな蒸気機関車だった。


　──ヴィンセント＝ドラッケン……！


　いろいろあって、今はカーネギーの美術館に展示されているはずの契約者だった。


　列車の突撃など、人間にはどうしようもない。総重量20万オーカンという質量が雪な崩だれ込んできた。


「──ふんっ！」


　メキメキメキッ──庭園を彩いろどる樹木の一本がへし折れる。


　ドミニクの鋼糸が大木をへし折り、そこへ──ドンドンドンッ──弾だん丸がんが撃ち込まれて樹木は投げ斧おののように回転する。


『おうああっ？』


　ドゴッ──回転を加えられた樹木は列車の車輪へと突き刺さり、鉄の車両は為なす術すべもなく横転した。


　僅か質量８カンの弾丸とか細い鋼糸が、この時代で人類が築いた最大の鉄鋼物を打だ倒とうした。目の前の奇き跡せきに目を奪うばわれていると、突とつ然ぜんガクンと足あし下もとが沈しずみ込んだ。


「これは、泥どろ？」


『お相手願おうか──〈マク・ダット〉』


　カラカラと車くるま椅い子すが鳴る。


　──今度は〈戦いくさ艦ぶね〉まで！


　リキッド＝マーカー──マルクに契約者の在あり方を伝えた恩師であり、ジェノバの保護者でもある契約者だった。


「飛ぶよマルク君」


　返事も待たず、ドミニクはマルクの腕うでを摑つかんだ。


「へ……？」


　マルクは、宙に放り上げられていた。しかし投げたものは地面に落ちるのが定めである。〝リキッド〟の泥の海に落下するドミニクは、宙でもう一度跳躍した。


　──鋼糸を、踏ふみ台にした！


　そうして頭上を飛び越こえたドミニクに〝リキッド〟は為す術もなかった。


　ドンッ──一筋の火線が、車椅子ごと射い貫ぬく。


『見事』


　出来の良い生徒を褒ほめるようにそう言って〝リキッド〟は砕けて消えた。


　転びそうになりながらなんとか着地して、マルクは目を見張った。


「屋や敷しきです！」


　前を進むドミニクは、とうとう屋敷の玄げん関かんにたどり着いていた。


　バタンッ──ドミニクはそのまま玄関ホールへ飛び込む。


「ド、ドミニクさん、眠ねむり姫の間はここでは────」


　確かに玄関ホールに地下へと降りる階段はあるが、眠り姫の間へ通じる階段は裏庭にしかない。


　マルクが最後まで言い終える前に──ボキンッ──主柱の一つが鋼糸で切断され、ホールの床ゆかを貫いた。


　──強ごう引いん過ぎます……！


　いくら〈アルス・マグナ〉に守られているとはいえ、この下に広がる屋敷の地下にはエミリオの体が眠っているのだ。


　批ひ難なんの声をあげる間もなく、ドミニクは体を反転させて床を滑すべる。マルクが振ふり返ると、そこにはいくつかの影が揺ゆれていた。


　覆ふく面めんで顔を覆おおった男。その隣に寄より添そう無む闇やみに露ろ出しゆつ度どの高い衣装の女性。神父服の男もいればアイシャより小さな少年もいる。枢すう機き卿きようの礼服に身を包んだ青年も、そして大おお鎌がまを携たずさえた美少女と見み紛まがう少年も。


　──ペインたちの〝過去〟ですか……！


　ドミニクが敗やぶれる姿など想像もできないが、ここに来るまでの相手のように簡単には終わらないだろう。


「行け──君のお嬢じよう様さまをお救いしろ！」


　彼が一番救いたかった〝お嬢様〟はもういない。その忘れ形がた見みを救うために、ドミニクはマルクを進ませてくれたのだ。


「仰おおせのままに」


　マルクは、砕かれた床の穴から階下の眠り姫の間へと飛び込んだ。
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「ようやく、たどり着けましたね」


　薄うす暗ぐらいその地下広間で、マルクは懐なつかしそうに呟つぶやいた。


　目の前に、白いドレスに身を包んだ少女が横たわっている。


〈精杯グレイルの姫〉──眠り姫エミリオ＝ヴァレンシュタイン──彼女の本当の体である。


　マルクは胸ポケットから大おお振ぶりの瑠璃ラピス・ラズリを、逆の腕の中には銀ナイフを滑り込ませた。


「ここに来るまで、無む駄だだったものなど一つもありませんでした」


　目を閉じ、マルクはここに来るまでに手を貸してくれた全てを思い返した。


　アイシャ、カナメ、アーロン、ジェノバ、オウマ、グレリオ、ペイン、ミリエラ、リオ、ヨシュア、リーン、ヨハエル、ドミニク。他にもロッジやアルバ、リキッドや他の契けい約やく者しやたち。なによりもエルミナとエミリオ。


　誰だれか一人でも欠けていたら、マルクはここまでたどり着けなかった。この四か月を生き延びることもできなかった。


「眠り姫の歴史を、これで終わらせてみせます」


　──エルミナには対価は還かえってこなかった──


　初めにそう言ったのは、確かアイシャだった。


〈アルス・マグナ〉に魅み入いられ、半身である妹を対価に奪われ、それに抗あらがうことをエルミナが決めたとき、全ては始まったのだ。


「もう、あなたが苦しむ必要はないのです」


　何度も倒れた。


　自分の体まで失った。


　それでもようやく気持ちを告げ、マルクのために恋れん歌かを歌ってくれた。


　そのまま時間が止まれば良いと願うほどに、幸せな一いつ瞬しゆんを、目の前で打うち砕くだかれた。


「あなたがもう一度笑ってくれるならば、私は神様でも殴なぐりつけてやります」


　目を開けると、マルクは瑠璃を前に突き出した。


　──最後の最後であなたを頼たよるのは不本意ですが────


「──手を貸していただきますよ──アルバ＝ディーノ！」


　ゴッ──マルクと眠り姫の間で、風が弾はじけた。


〈アルス・マグナ〉がマルクを拒きよ絶ぜつしているのだ。それを消し去るために〈ヌー・アッド〉が力を吐はき出す。


　気を抜ぬけば吹ふき飛ばされそうな力の渦うず。その中を、マルクは確信とともに一歩、また一歩と足を進めた。


　──届きます……！


　これだけの拒絶反応を示すということは、〈アルス・マグナ〉は〈ヌー・アッド〉が自分を脅おびやかす存在だと認めているのだ。


　つまり、ナイフを突き立ててれば傷を負わせられる。


　そして、ついにマルクは〈眠り姫〉のもとまでたどり着いた。


「行きますよ」


　マルクが少女の腕に銀ナイフを押し当てると、じわりと赤い滴しずくが伝った。


　──届いた！


　これでエルミナを起こせる。そう、思った瞬しゆん間かんだった。





　ピシンッ──瑠璃に、亀き裂れつが走った。





「──がっは？」


　背中から壁かべに叩たたきつけられ、マルクは声にならない悲鳴を漏もらした。


　──〈器うつわ〉が砕けた？


　手の中で、瑠璃はボロボロと崩くずれていった。


「──血は？」


　ハッとしてナイフを確かめ────


「そんな──砕け、て……！」


　銀ナイフは、根本から砕けていた。付着していたはずの血けつ痕こんは、どこにも残っていなかった。


「──まだです！」


　傷はつけたのだ。あとは〈契けい約やく書しよ〉の小こ瓶びんとさえ交まじえさせれば契約は成立する。


「ぐ──っうぅ？」


　立ち上がろうとしたマルクは、もう一度壁に叩きつけられた。


〈アルス・マグナ〉は、マルクを明確な攻こう撃げき対象として認識したらしい。〈眠り姫ひめ〉を中心に広間が消去され始めていた。


　──近づくことさえできない……！


　己おのれの宿やど主ぬしを傷付けられたことに、〈アルス・マグナ〉は怒いかり狂くるっていた。


　そして、腕に刻まれた毛筋ほどの傷までもが消えていく。


「ここまで来て……！」


　小瓶を握にぎり締しめて、マルクは吼ほえた。
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「……ここは、屋敷か？」


　夢のような曖あい昧まいな世界──揺り籠かごの庭園から解放されたエルミナは、気がつくとそこにいた。〈クフ・リーン〉が不思議そうな声をあげたところを見ると、自分はきっと移動もしていなければ、時間も流れていなかったのだろう。


　エルミナは、確かに会ったのだ。この揺り籠の主──〈アルス・マグナ〉の始まりとなった〝それ〟に……。


　──進みたまえ。君が本当にそれを信じるのならば、きっと奇跡は起こせる──


　その言葉に導かれてたどり着いたのがここだった。


　──ここが、終着地なのだろうか？


　そこは、紛まぎれもなくヴァレンシュタイン家の庭園だった。蜃しん気き楼ろうのそれではなく、ラチナスに存在した、今はもうない庭園だ。


　エルミナが進もうとすると──ドサッ──重たい音が、隣となりで聞こえた。


「……〈クフ・リーン〉？」


　何度〝過去〟を渡わたっただろうか。最初の戦場から、エルミナは〝過去〟を流れ続けた。ときおり、マルクたちの存在を感じることもあったが、出会えたのは最初の一度限りだった。


　エルミナはその都つ度ど、菫すみれ色いろの髪かみの少女と出会い、彼女たちとともに戦場を駆かけ抜けた。


　あるときは裕ゆう福ふくな豪ごう邸ていから。あるときは見み窄すぼらしい山小屋から。大都会で貴族の仲間だったこともあれば、農家の娘むすめだったこともあった。


　何代もの〈姫〉たちがオルダー教や〈宣教師〉に見つけ出されては逃にげて行った。


　そんな中、彼女たちが歌うのは〝あの謳うた〟だった。


　──届いていますか、私の謳は──


　眠れる〈姫〉に恋こい焦こがれる謳。エルミナが歩いてきたのは、二千年という気の遠くなるような時間の、〈精杯グレイルの姫〉とオルダー教の回かい合ごうの記録だった。


　オルダー教に見つかり、兵を差し向けられるたびに彼女たちは歌い、〈アルス・マグナ〉の力を振るってまた新たな土地へと逃げて行く。


　そんな〈精杯グレイル〉に挑いどむオルダー教の兵隊たちもまた〝在あるはずのないもの〟に怯おびえ、過か剰じような攻撃反応を示した。


　エルミナはともかく、巨きよ大だいな山犬プリンシツプである〈クフ・リーン〉は攻撃の的まととなり、そしてエルミナや菫色の髪の少女を守って、見る見る傷付いていった。


　そして長い長い旅の果てに、とうとう〈クフ・リーン〉は倒たおれてしまった。


「……〈クフ・リーン〉」


　エルミナは山犬プリンシツプの首を優しく撫なでる。ここまでエルミナが倒れずに進んでこられたのは、〈クフ・リーン〉がいてくれたからなのだ。そうでなければ最初の戦場でエルミナは死んでいただろう。


　──置いて行くわけにはいかない……。


　なんとか抱かかえ起こそうとするが、山犬プリンシツプはエルミナよりも大きいのだ。押しても引いても微び動どうだにしなかった。


「……立ちたまえ。ここまで来たのだ。君もいっしょに」


　縋すがるようにそう言うが、山犬プリンシツプは苦く悶もんの呼吸を返すだけだった。


　──どうすれば良い？


　エルミナが無表情を崩したときだった。


「──そこにいるのは、誰？」


　聞き覚えのない声に、エルミナは身を固くした。


　──見つかった。


　ここが〝いつ〟なのかは分からないが、エルミナが存在していることが正常ではないことは確かだ。ここで取り押さえられては全てが終わってしまう。


　エルミナが振ふり返ると、そこには菫色の髪の娘が立っていた。


　少女と呼ぶのが失礼に当たるだろう歳で、ここに来るまでの間に何度も出会った少女たちと似に通かよった容姿の持ち主。


　ただ、エルミナは〝彼女〟の顔に見覚えがあった。


　──お母様……。


　それは、エルミナの母──ヴィオラ＝ヴァレンシュタインだった。


「その子、怪け我がをしてるの？」


「……そう」


「困ったな。ドミニク君がいてくれれば手当てくらいすぐやってくれるんだけど、今は出かけちゃってるし……」


　服が汚よごれるのも気に留とめず、ヴィオラは山犬プリンシツプの隣にしゃがみ込む。


「あなたは、リカルドさんのお客さんかな？」


　どう答えたものか迷ったが、エルミナは首を横に振った。


「もしかして、人を呼んだら困ったことになる？」


　首しゆ肯こう。


「そうかあ。どうしよう。わたし、手当てとか上う手まくできないような気がするんだけど」


　そう言ってエルミナの顔を見上げ、ヴィオラはキョトンとして瞬まばたきをした。


「あれ？　わたし、あなたと会ったことあったかな？」


「……どうだろうか」


　エルミナが言葉を濁にごすと、ヴィオラは何な故ぜか納得したような顔を見せた。


「そっか、リカルドさん……だからここに行けって……」


　そして、エルミナに窺うかがうような眼まな差ざしを向ける。


「少し、お話してもいいかな？」


〈クフ・リーン〉に目を向け、エルミナは少し迷ったが頷うなずき返した。どの道、今は彼も動けそうにない。


　ヴィオラはホッとしたように息を漏らした。


「わたしね、これでも娘が二人いるんだ。まだ生まれたばかりだけどね。でも、あの子たちが大きくなるころ、わたしは側にいてあげられない。だから、あなたにお願いしたいことがあるの」


「……私に？」


「ええ」


　ヴィオラの二人の娘というのは、自分たちのことだ。この時代にいるはずのないエルミナが、未来の自分たちのための頼たのみ事を引き受けるのは奇き妙みような気持ちだったが、どの道エルミナに関わることならば問題はないだろう。


　躊ちゆう躇ちよしながらも、エルミナは頷いた。


「……なにをすれば良いのかね」


「伝言を、お願いしたいの」


「……伝言？」


　首を傾かしげるエルミナに、ヴィオラは満面の笑みを浮うかべた。





「幸せに、なって」





　なんと言われたか理解できず、エルミナは瞬きをした。


「……幸せ？」


「そう。幸せに」


　慈いつくしむように言いながらも、その表情はどこか翳かげって見えた。


「限られた時間の中で、わたしは精せい一いつ杯ぱい幸せに生きた。どれだけ辛つらいことがあっても、たとえ与あたえられた時間が少なくても、あなたたちは幸せになるために生まれて来たんだってことを、伝えてあげてほしいの」


　エルミナは、首を横に振った。


「……必要ない」


「そう、思うの？」


　失意の声を漏らすヴィオラに、エルミナははっきりと頷いた。


「……その子たちは──少なくとも片方は、半身を奪うばわれて、人形のようになってしまうかもしれない。でも、決して独ひとりにはならない。支ささえてくれる誰だれかがいて、そして恋こいをする。きっと一生に一度だけの、掛かけ替がえのない、そんな恋を」


　だから、エルミナはここまで歩いてこられた。胸を押さえ、それを思い返しながら続ける。


「……答えは、きっと自分たちで見つけられる。長い長い眠ねむり姫の物語に、きっと結末を導いて。私は、絶対に諦あきらめない」


　驚おどろいたように目を大きくするヴィオラを、エルミナは真まっ直すぐ見つめ返した。


「……生きることが辛かった。どうしてエミリオではなく、私が生かされたのか。与えられた命が重かった。逃げ出したくて、やはり逃げ出して、でも、そこから手を引いてくれる人もできた」


　マルクが握ってくれた手を見下ろし、そっと握る。


「……私は幸せになってはいけない。そんなことが許されるはずがない。ずっとそう思っていたのに、彼は簡単に私を許すと言った。世界中の誰が許さなくても、自分が許すから私も許せと」


　そして、父と母が自分を確かに愛してくれたことを伝えてくれたのだ。


「……私は、生まれてきたことに後こう悔かいなどしていない。どれほど困難でも、どれだけ辛くとも、私は私の存在を否定しない。それは私を受け入れてくれた人への裏切りだから。だから私は、感謝している。この世界に生まれてきたことを」





「──私を産んでくれて、ありがとう」





　それが、エルミナから伝えられる精一杯の言葉だった。


　ヴィオラは、困ったように頭をコツンと叩たたいた。


「困ったなあ。わたしの方が、年上なんだけどなあ」


　ポツポツと、ドレスに滴しずくが伝う。


「ごめんね、なにもしてあげられなくて。見てあげられなくてごめんね。ずっと抱だきしめてあげられなくてごめんね。愛してるって言ってあげられなくて、ごめんね」


　ドレスの袖そででゴシッと顔を拭ぬぐい、ヴィオラはふにゃりと緩ゆるんだ笑みを浮かべた。


「あはは、ずるいよね。わたしは今ここで全部投げ出してしまうのに、今すごく嬉うれしい」


　そのひと言で、エルミナは大きく目を見開いた。


「……あなたは」


「あなたに、少しでもお母さんらしいことを言ってあげたかったのに、わたしの方が幸せになっちゃってどうするのかな？　でも、わたしは、あなたが愛いとしい。生きて、大きくなってくれ、た……あなたたちが、愛しい」


　グラリと、ヴィオラの体が揺れた。


「……お母様！」
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　気がついたときには、そう叫さけんでいた。


「夢みたい……これが揺ゆり籠かごの中なのかな？　でも、わたしがこれだけ幸せになったんだから、君だって幸せにならないと、承知しないんだからね、見習い君……」


　そう言って、ヴィオラの体から力が抜ぬけていった。


「……お母様」


　もっと、いろんなことを話したかった。伝えたいことも、訊ききたいこともたくさんあったのだ。


「……お母様」


　どうして最初にそう呼んでやらなかったのだろう。


「……お母様」


　リカルドから全てを知らされていたヴィオラは、当然自分の眠る瞬しゆん間かんも知らされていたはずなのだ。今ここで眠りに落ちてしまうことを、初めから知っていたのだ。


「……お母様！」


　エルミナの言葉はちゃんと届いたのだろうか？


　そっとヴィオラの体を地面に下ろすと、山犬プリンシツプが囁ささやくように鳴いた。


「……分かっている。行こう」


　立ち上がって、エルミナはハッとした。


「……〈クフ・リーン〉？」


　ピシンッ──山犬プリンシツプの体に、亀き裂れつが走っていた。


「……どうして」


　笑うように、山犬プリンシツプは囁く。


「……いやだ。そんなことは自分で伝えたまえ。私は言わない」


　それでも、山犬プリンシツプは立ってはくれなかった。


「……なにかね。……私が、ヴァレンシュタイン家の主あるじだ、だと？」


　頭の中に響ひびく声に、エルミナは唇くちびるを嚙かみしめた。


「……君は、ずるい」


　そして、エルミナは背中を向けた。


「……さようなら、私の愛犬」


〈クフ・リーン〉も、紛まぎれもなくエルミナの家族だった。


　ピシンッ──返事の代わりに、亀裂の音が響いた。


　口の中に、血の味が広がった。嚙みしめた唇が裂さけていた。


　そして、エルミナは独り庭園を駆かけていった。
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「エミリオさん、具合はどう？」


　額ひたいにタオルを載のせて、クリスが心配そうな声をかける。


「まあ、見ての通りですわ……」


〈契けい約やく書しよ〉の秒読みが進むごとに、エミリオの背中には激痛が走る。歌い続けたこともあり、立っていられなくなってソファに横たわっていた。


「何回、鳴りましたの？」


「十四回です」


　答えたのは、本来の姿に戻もどったリーンだった。どうやら彼女の能力も失われたらしい。十四回──最初の一回を別と考えれば、十三人の契約者から能力が失われたことになる。


　──残りは一つですのね……。


　呻うめいていると、リーンがそっと枕まくら元もとに寄ってきた。


「ご心配でしょうか？」


「それは、気になりますわ」


「大だい丈じよう夫ぶだと思います。グラハム……ヨシュアは、あれでこざかしい男です。あれがいっしょにいるならば、きっと上う手まく切り抜けています」


　それがどこか誇ほこらしげに見えたことで、エミリオは素直な疑問をぶつけてしまった。


「ヨシュアさんのこと、好きでしたの？」


　リーンはキョトンとして瞬きをし、それから珍めずらしく苦笑した。


「義兄妹きようだいですから、ある程度の敬意は抱いだいています」


「義兄妹？」


「はい。とは言っても、私もヨシュアも本国に戻るわけにはいきませんし、ヨシュアに至っては戸こ籍せきも失われたようなものですが」


「ヨシュアさん、姉様の使用人になったんですの？」


　ヨシュアとは、列車事故のときに面識がある。彼もまた、なにかを抱かかえているように見えたが、その結末をエミリオは見届けられなかった。


「そう聞いています」


「そう……」


　エミリオも、彼が自分たちの文通相手だったことは聞いた。


　──姉様が嬉しそうだったから読むのを止やめてしまいましたけれど……。


　なんだか、間に割って入るのが悪いような気がしたのだ。


　実際のところ、少し後悔していた。きちんと真ま面じ目めに文章を考えれば、自分も同じ時間を共有できたのに。


　エミリオがため息を漏もらしたときだった。





　ガシャンッ──結末を告げる、最後の音が響いた。





「うぐぅ……っ！」


　悲痛な声をあげて、エミリオは〈契約書〉が失われたことを知った。


　──マルクは、間に合いましたの？


　エミリオは、希望に縋すがるように心の中で呟つぶやいた。
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「ちょっとヨシュアさん、いつまで寝ねてるんですか！」


　ゴンと頭を殴なぐられ、ヨシュアはハッと目を覚ました。


　──生き、ている……のか？


　心臓を撃うたれたはずなのだ。傷を探さぐろうとすると、オルダー教のロザリオが指に当たった。そこに、一発の弾だん丸がんが突つき刺ささっていた。


　──幸運……いや違ちがう。狙ってやったのだ……！


　ヨシュアも噂うわさ程度は聞いていた。


　十五年前、ドミニクは当時の〈宣教師〉を壊かい滅めつさせた。再起不能に追いやろうとも、誰だれ一人ひとり死傷者を出すことなく。


「これが〝覚かく悟ご〟の差というものか……」


　ペインやヨシュアたちを相手に不殺を貫つらぬいてしまう。これを見事だと言わずになんと呼べば良いのか。


　顔を上げて、ヨシュアは周囲の惨さん状じように目を覆おおった。


　グレリオはまだまともに立っているが、ペインとヨハエルは力なく横たわっている。


「状じよう況きようは、どうなっている？」


「あの〝番人〟ならペインさんがやっつけましたよ。でもそこで謳うたが途と絶だえちゃいましたから、今は全力撤てつ退たい中です。そんなわけで動けるんならペインさんたち運ぶの手伝ってください」


「ちょっと待て、あの男はまだ〈アルス・マグナ〉を止めていないのか？」


「良く分かりませんけど、あの人は〈精杯グレイルの姫ひめ〉を起こすとは言いましたけど、〈精杯グレイル〉まで止めるとは言ってませんでしたよ？　起こしたからって、解決する問題じゃないんじゃないですか？」


　説明しながら、ミリエラは銃じゆうを撃つ。まだ〝過去〟は消えていないらしい。


「グレリオさんも休んでないで手伝ってくださいよ。か弱い乙女おとめに全部押しつけるのってどうかと思いますよ」


「うるさい黙だまれ。ぼくの体で銃なんか何度も撃てると思うのか？」


　見ればグレリオの両手はどす黒く変色していた。子供が何発も拳けん銃じゆうを撃っていれば、反動で手首を壊こわすのは明白だった。


　べーっと舌を出してから再び銃を構え「おや」とミリエラは声を漏らした。


「見つけたぞ。おんしら、ここでなにをやっておる」


　屋や敷しきの使用人たちだった。待ちきれなくてここまで追いかけてきたらしい。向こうもペインたちに引けを取らずボロボロだった。


「あたしたちも能力尽つきちゃったんで撤退してるとこですよ」


「マルクはどうなった？」


「さあ？　屋敷までは送りましたけど、あたしたちそれ以上進めなかったから分からないですよ」





　ガシャンッ──最後の音が響いたのは、そのときだった。





　ヨハエルがビクンと体を震ふるわせ、ヨシュアは呻いた。


「〈契約書〉が、失われたのか……？」


　すでにヨシュアの〈ブーリ・クリウ〉も失われている。


　ここから先の未来は、〈観測者〉にも見通すことはできなかった。
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「……うっ」


　ドロリとした血液の感かん触しよくで、マルクは目を覚ました。


　──小こ瓶びんは……？


　自分の手の中に、まだ〈契約書〉の小瓶が握にぎられていることに、マルクはほっと息を吐はいた。


　目の前では、まだ〈アルス・マグナ〉が怒いかりを振ふり撒まいていた。


　マルクは再三あれに挑いどんでは、吹ふき飛ばされていた。


　──どれくらいの間、気を失っていたのですか？


　ドミニクと進む間にも、ガラスの音は何度も聞こえた。残り時間ももう少ないはずだ。


　立ち上がると〈アルス・マグナ〉の迎げい撃げき機能が襲おそって来た。木の葉のように吹き飛ばされながらも、マルクは小瓶を必死で守った。


　──私は、一体なにをやっているのです……。


　アルバが残した切り札はすでに失われた。確かに届いたというのに、マルクは成功させられなかった。


　もう、マルクにはただ無策で体当たりを続けることしかできない。


　血を吐きながらも立ち上がり、また吹き飛ばされたときだった。





　ガシャンッ──最後のガラスの音が響いた。





　──今のは、何度目です！


　それが十五回目だと知るよしもないマルクは、それでも絶望に苛さいなまれた。


　──私は、間に合わなかったのですか？


　そう思ったときだった。


「──っ！」


〈眠ねむり姫〉の唇くちびるから、一滴の血が伝った。見れば、唇を嚙みしめており、それで切ったらしい。


　考えるよりもさきに、体が動いていた。


　マルクは小瓶を咥くわえ、中に収められた血を口に含ふくむ。


　そして、ひたすら〈眠り姫〉の元へ駆け抜ぬけた。


　不思議と〈アルス・マグナ〉の猛もう威いは、それまでほどには感じられなかった。





　そして、マルクは〈眠り姫〉にそっと唇を重ねた。





　口づけは、鉄の味がした。


　──〈姫〉を起こすのは王子の口づけだよ──


　そんなことを言ったのは、エミリオだっただろうか。


「エルミナ」


　この体はエミリオのものだ。そのはずなのだが、マルクが口にしたのはその名だった。


「エルミナ」


　もう一度その名を呼び、マルクは〈眠り姫〉の手を取った。


　いつの間にか、荒あらぶる〈アルス・マグナ〉は沈ちん黙もくしていた。


「エルミナ、起きてください」


　呼びかけても、返事はない。


「エルミナ、迎むかえに来たのです。起きてください。あなたが起きてくれないならば、私はなんのためにここまで来たのですか」


　縋りつくように、マルクはベッドに頭を埋うずめた。


「お願いです、エルミナ。あなたが必要なのです」


　嗚お咽えつを漏らしたマルクの頭に、そっと手が載のせられた。


「エルミナ……？」


　顔を上げると、閉ざされていた双そう眸ぼうに翠すい玉ぎよくの瞳ひとみが現れていた。


「……マル、ク……？」


「エルミナ！」


　マルクが名前を呼ぶと、少女も両手を差し出してきた。


「……逢あいたかった」


「私もです」


　今度こそもう離はなさない。〈アルス・マグナ〉だろうがなんだろうが、これ以上自分とエルミナの間に割って入ることなど許さない。


　互たがいの心音を確かめるように抱だき合い、それから力を緩ゆるめたのはマルクが先だった。


　外では、まだドミニクやペインたち、カナメたちが〝過去〟と戦っているはずなのだ。マルクも行かなければならない。


　少女は名残なごり惜おしむように体を寄せ、それからスルリと腕うでを解といた。


　マルクが手を取ると、〈眠り姫〉は身を起こそうとして、小さく顔を顰しかめた。


「どこか痛むのですか？」


「……いや、髪かみが……長い？」


　ドレスの裾すそを確かめ、それから頭上を見上げて、〈眠り姫〉は愕がく然ぜんとした声を漏もらした。


「……この体、エミリオのものか？」


「その、ようでございますね……」


　マルクが困ったように答えると、少女はハッとしたような顔をした。


「エルミナ？」


「……マルク」


　思い詰つめた声に、マルクは首を傾かしげた。


「……すまない」


「なにを仰おつしやるのです。執事バトラーとして、当然のことをしたまででございます」


「……違う、のだ」


　少女は、泣き出しそうな顔でマルクを見上げ、そしてこう言った。





「……達者でな、相棒……〈クフ・リーン〉が、そう」





　マルクは、なにを言われたのか分からなかった。


　──〈クフ・リーン〉……？


　あの反はん抗こう的で悪戯いたずら好きの契けい約やく精せい霊れいが、何な故ぜそのような別れの挨あい拶さつのような言葉を口にするのだ？


「……揺ゆり籠かごの中でずっと私を守ってくれて、そして逝いった」





　マルクは誰だれよりも愛いとしい少女を取り返した。


　そして、その代だい償しようになによりも大切な相棒を、永遠に失った。










　エピローグ　契けい約やくを越こえて







「……私は、彼になにかを返せたのだろうか」


　マルクとエルミナは墓標の前に立っていた。


　そこに、かつてのヴァレンシュタイン家執しつ事じであり、先代〈精杯グレイルの姫ひめ〉ヴィオラのために人生を捧ささげてくれた男が眠っている。


「体を冷やしますよ、エルミナ」


　マルクは傘かさを差して、エルミナの肩かたをそっと抱だいた。


　空からは、ヒラヒラと白い雪が散っていた。


　エルミナは膝ひざまで届こうかという長い髪をそっと振ふり払はらった。


「姉様、もういらしてましたの」


　花束を抱かかえて、エルミナと同じ顔をした少女が歩いてきた。その隣となりには使用人の少女と青年が控ひかえている。


「……久しぶりだね。エミリオ」


　エルミナのいくらか柔やわらかくなった微笑に、エミリオは短い髪を揺らして笑い返した。


　髪の長いエルミナと髪の短いエミリオ。二人の姉妹の体は入れ替かわってしまい、そしてそのまま元に戻もどることはなかった。きっとそれは、二人が起こした奇き跡せきに対する、ささやかな対価なのだろう。


「ほぼ、一年ぶりになりますわね。蜃しん気き楼ろうの屋や敷しきがなくなってから」


　蜃気楼の屋敷──マルクたちが生活したヴァレンシュタイン家は、今はもうない。


　あの日、ロックウォールを呑のみ込んだ揺ゆり籠かごの戦いで、屋敷は倒とう壊かいしてしまった。地下でマルクが挑いどみ続けた〈アルス・マグナ〉の迎げい撃げき反応と、その上で繰くり広げられたドミニクと〝過去〟との戦せん闘とうに、耐たえられる建造物など存在しなかったのだ。


　ヴァレンシュタイン家の屋敷は二度目の崩ほう壊かいを喫きつし、四季を無視して咲さき誇ほこる庭園も、やがて枯かれ朽くちていった。あの場所は、本来赤あか錆さびた色の石ころの転がる荒こう野やなのだから。


「屋敷のこと、本当に再建しなくてよろしかったんですの？」


　ヴァレンシュタイン家の財産があれば、同じ屋敷を再建するくらいは造作もない。だが、エルミナはそうしなかった。


　エルミナは、懐なつかしむように吐と息いきを漏もらした。


「……初めから〝在あるはずのないもの〟だ。きっと、これで良かったのだ」


　ただ、それでも過去の残ざん滓しのうちいくつかは消えず、そのさらに一年前──今から二年前にラチナスで失われたはずの遺品が残された。


　エルミナとエミリオはそれを二人で分割し、それぞれ新しい住居へと移っていった。


　現在エルミナはロックウォールの郊こう外がいに小さな屋敷を構えており、相変わらず書物に囲まれながら投資を続けている。エミリオの方は一応市街地に住居を用意しているが、物もの珍めずらしいものを見つけては飛んでいくため、ほぼ荷物置き場と化している。


　そして、そんな二つの屋敷を管理するのがマルクの仕事だった。


　エミリオは、マルクと目礼を交かわしてから墓標に跪ひざまずいた。


「遅おそくなって申し訳ありませんわ」


　花束を捧げ、それからどこか批ひ難なんめいた声をかける。


「ヨシュアさん、あなたもご挨拶してはどうですの？　縁えんの浅からぬ方だったのでしょう？」


　エミリオが連れてきた青年──ヨシュアが肩を竦すくめた。彼女は屋敷を出て行く際、アイシャとヨシュアを自分の使用人として引き抜いていったのだ。


「こいつは俺から花をもらって喜ぶ男ではないだろう？」


　戯おどけるようにそう言って、ヨシュアは墓標へ真しん摯しな目を向けた。


「ただ、少しだけ羨うらやましくは思う。こいつは、俺と違ちがって生きる理由を見失わなかった」


　それから胸に手を当て、黙もく禱とうを捧げた。


　隣でそれに倣ならっていたアイシャが、一枚のビラを取り出した。


「アイシャ、それは？」


「はい！　リーンさんの舞ぶ台たいが決まったんです」


　ビラには、ドレスを纏まとった少女の姿が描えがかれていた。


　──私には演じることしかできませんから──


　そう言った少女は、歌劇の舞台に居場所を見み出いだしていた。


「主演の座を射い止とめたのでしたね。一年でよくそこまで成長したものです」


「リーンは影かげ武む者しやとして教育を受けている。演じることに関してなら誰だれにも後おくれを取りはしないさ」


　どこか誇らしげな顔を見て、マルクはため息を漏らした。


「なにか言いたそうな顔だな」


「いえ、あなたの言動が知人に似ていたもので……」


　リーンとヨシュアは義兄妹だ。同じように妹を持つ男を思い出し、マルクはもう一度アイシャに目を向けた。


「そういえば、最近もセリアさんには会っているのですか？」


「はい。というか、アルバさんに会いに行ったら大体顔を合わせますから」


　セリアは現在、ロックウォールの料理店で料理長に就任していた。


　気き性しようの荒あらさは相変わらずで、騒さわぎを起こしたチンピラがボロボロになって店の前で掃そう除じをさせられている姿を、よく見かける。そのくせ料理の味はマルクも知るように文句の付け所がないのだから、客が絶えることがないのだとか。


　そしてその店の経営者というのが、他ならぬアルバなのだ。他にもアジトや地下酒場があるだろうに、晩になると彼女の店によく足を運んでいる。彼らが具体的にどの程度の仲なのかは誰も知らないが、そう悪いものではなさそうだ。


「セリアさん、たぶん待ってるんだと思いますよ」


「あの男は不器用ですからね。果たして自分からそれを打ち明けるものか」


「マルクさんがそれ言っちゃうんですか？」


　苦笑するアイシャは、だいぶ身長が伸のびていた。このまま伸びるとエルミナやセリアを追い抜ぬくかもしれない。顔立ちからも幼さが消え、仕草にも少しは落ち着きが見えるようになっていた。


「あっ！　ご、ごめんなさいエミリオさん。エルミナたちのお土産みやげ持ってくるの忘れました」


　まあ、人間は良くも悪くもそう簡単に変わるものでもなかった。


　エミリオはクスリと笑みを返した。


「ちゃんと持ってきていますわ。昨日の晩にグレリオくんが『アイシャは忘れやすいから』と、あれこれ用意していたではありませんの」


　アイシャは顔を真っ赤にしてスカートを握にぎり締しめた。


「グレリオったら……」


　グレリオは相変わらずアルバのもとで使われているが、今もアイシャのことが気になるらしく、フラフラと彼女の周りをうろついている。


　あのとき集まった契約者たちは、みな能力を失ってただの人間になっていた。そしてそれぞれがそれぞれの道を歩き始めていた。彼らが集つどうべき屋敷は失われたのだから。


　意外なことに、マルクのもとにはときおりリオからの手紙が届く。セリアの近きん況きようを知りたいのだろうとは思うが、何な故ぜか毎回女装に関する小こ知ぢ恵えが記しるされている。マルクは見ない振りを貫つらぬいているが。


「ああ、そう言えばアーロンからも連れん絡らくがありましたよ」


「わあ、なんて言ってました？」


「……『またエルミナ殿どのの屋敷で働きたい』と言っていました」


　アーロンは彼の妻に呼よび戻され、彼女が経営する料理店を切り盛りしている。……なかなかに大変らしい。経営が、ではなく奥方のお怒いかりが。


「セリアさんのお母さん、美人でしたね」


　そして苛か烈れつだった。


　あの日からしばらくしてやってきた彼女は、巨きよ体たいのアーロンの首根っこを摑つかんで、悠ゆう然ぜんと去っていったのだ。


「セリアさんは容姿も性格も母親似なのですね……」


「そうみたいですね……」


　アイシャ共々ため息を漏もらしていると、今度は一組の男女がやってきた。


「ふむ？　我われらが一番最後か。久しいな貴公ら」


　ジェノバだった。一年前と背は変わっていないが、表情には理知的な光が垣かい間ま見みえる。


「急きゆう患かんが入ったんだから仕方ないだろ」


　そのジェノバの頭を気安く撫なでるのは、東洋人の青年だった。


　──この一年で、もっとも忙いそがしかったのは彼らなのでしょうね……。


　ジェノバは──正確には彼女の父は過去の隠いん蔽ぺい工作が取り糺ただされ、家名が取り潰つぶされかねない事態に陥おちいっていた。ジェノバ自身はそれほど糾きゆう弾だんされる立場にはないが、父の弁護ができるのは彼女だけだった。


　それゆえジェノバはラチナスとフロアティナを何度も行き来し、いくつもの裁判に出席することとなった。それに、オウマも付き添そっていった。


　現在はようやく手続きも落ち着き、フロアティナで医師を始めていた。五年の空白ブランクがあろうとも腕うでは衰おとろえておらず、ああいった事件の直後にも拘かかわらず、名医としてあちこちから呼ばれているらしい。


「お久しぶりですね……ええと、オウマ……？」


「なあ、マルク。俺思うんだけど、それたぶん、わざとやってるよな」


「気のせいでしょう」


　涙なみだぐむオウマに、マルクは素知らぬ顔で空を見上げた。


　そんなマルクたちを見つめ、ジェノバがどこか残念そうな声を漏らした。


「カナメ嬢じようとは、相変わらず連絡がつかぬのか？」


「ええ……。シュウも、彼女の行方ゆくえは摑んでいないそうです」


　屋敷を去った使用人の中に、カナメの姿もあった。マルクもエルミナも引き留とめたのだが、彼女の意志を変えることはできなかった。


　そして、それ以降の足取りが摑めていなかった。


　ドレスの裾すそを払って、エミリオが立ち上がった。


「大だい丈じよう夫ぶですわ。カナメさんならきっと。それにドミニクだって」


　全てが終わったとき、そこにドミニクの姿はなかった。今となっては、揺り籠の最深部で再会した彼が現実のものだったのかさえ、自信がなかった。


　──いいえ、私は見たのです。ドミニクさんが道を切り開く姿を。


　マルクは、できるだけ穏おだやかな微笑を浮うかべて頷うなずいた。


「……二人は無事だ」


　そう言ったのは、意外なことにエルミナだった。


「分かるのですか？」


　エルミナは首を横に振ふる。長い髪かみが背中でしゃらしゃらと揺れた。


「……ただ、そう思うのだ。それに」


「それに？」


「……案外……いや、なんでもない」


　エルミナは冬の空を見上げ、幽かすかに微笑ほほえんだ。
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「──屋や敷しきを出る？」


　カナメの申し出に、マルクは耳を疑った。


「今のおんしらに、それほどたくさんの使用人は必要あるまい？」


　エルミナが選んだ住居は街外れの小さな屋敷で、部屋のほとんどが本で埋うめ尽つくされてしまった。正直なところ、本のための保管場所であり、マルク一人で手入れが行き届いてしまう範はん囲いだった。


「……何故、なにも相談してくれない？」


　無表情を崩くずし、寂さびしげな声を漏らすエルミナに、カナメは困ったような顔をした。


「そのような顔をするでない。なにも今こん生じようの別れではあるまい？」


「……だが」


　エルミナの気持ちが分からないカナメではないだろう。


　あの日、揺り籠が崩れ落ちたとき、そこにドミニクはいなかった。彼がいなくなり、エミリオが旅立ち、ペインやジェノバたちも思い思いの場所へ散っていった。この上、カナメまでいなくなるのはエルミナには耐たえ難がたい喪そう失しつだろう。


　引き下がらないエルミナの手を、カナメはそっと握った。


「おんしは独ひとりではない。側にいなくとも、使用人でなくとも、私がおんしの友達であることに変わりはないのじゃ」


　そこまで言われては、エルミナも返す言葉がない。仕方なさそうに頷いた。それでもマルクは引き下がらなかった。


「こ、困ります。アイシャもエミリオについて行ってしまいましたし、エルミナには侍女メイドが必要です！」


「侍女メイドの職務くらい、おんし一人でまかなえよう？」


「冗じよう談だんはよしてください──ッ？」


　カナメが、マルクの紐ひもネクタイを引っ張った。


「たわけが。おんしらの場合、二人きりの方が都つ合ごうがよかろと言っておるのじゃ」


　ハッとしてマルクとエルミナは顔を見合わせ、それから慌あわてて背そむけた。


　そんな二人を笑って眺ながめながら、カナメは「じゃが」と続けた。


「あのとき、本当はなにがあったのじゃ。何故揺り籠は姿を消した？　それにおんしがエルミナを起こしたとき、〈契けい約やく書しよ〉はすでに失われていたはずじゃ」


　それに関しては、マルクも説明できなかった。エルミナが目を覚ますのと同時に、揺り籠は消失した。〝過去〟の幻げん影えいとともに。


　そして〈アルス・マグナ〉もまた、エルミナ姉妹のもとから離はなれていた。


　エルミナが小さく俯うつむいた。


「……たぶん、〈クフ・リーン〉だと思う」


「どういう、ことです？」


〈契約書〉とともに、マルクたち契約者の精せい霊れいも失われた。マルクの呼びかけに〈クフ・リーン〉が応こたえることは、もうなかった。


「……揺り籠の中で、私を守ってくれたのは彼だった。ずっといっしょに走ってくれて、でも最後には力ちから尽つきてしまった。私は屋敷に走って、そこで目が覚めた」


「それが何故〈クフ・リーン〉の仕し業わざになるのじゃ？」


「……マルクは〈契約書〉に署名をしていた。〈契約書〉を通じて、私と〈クフ・リーン〉の間にも〝道〟ができていた。彼が存在していたことが〈契約書〉の崩ほう壊かいを引き留めていたのだと思う」


「なるほど。確かに私が見たとき、〈契約書〉からマルクの名前は失われていたが〈クフ・リーン〉の名は残っていた。最後の欠片かけらだったということはあり得るのじゃ」


「ですが、〈アルス・マグナ〉まで消えたのは？」


「……私が契約したことで、〈アルス・マグナ〉の名も〈契約書〉に刻まれた。割れた鏡に最後に映うつったのは〈アルス・マグナ〉だったのだよ」


　──〈空白の契約書〉は〈アルス・マグナ〉の鏡──


　そう語ったのはドミニクだった。鏡を割れば、自分の姿も割れるのだ。


「それでは、〈契約書〉は〈アルス・マグナ〉を殺したのですか？」


「……そういうことになる。〈空白の契約書〉は、毒として作用したのだ」


　全ては偶ぐう然ぜんの産物だった。


〈契約書〉にもう少し力があれば、砕くだけることはなかった。


　もっと力が弱ければ〈アルス・マグナ〉には届かなかった。


〈契約書〉が砕けなければ、今も〈アルス・マグナ〉と戦い続けなければならなかった。


　完成したとしても、次の〈姫ひめ〉へと繫つながる連れん鎖さは止められなかった。


　砕けて、マルクがあと一歩でも遅おそければ手て遅おくれとなっていた。


　早すぎたとしても、エルミナを連れては揺り籠で持ち堪こたえることはできなかった。


　そして〈アルス・マグナ〉が揺り籠を広げなければ、マルクたちをあそこまで追おい詰つめなければ、もっと別の方法を見つけていたかもしれない。


　一つでも違ちがうことが起きていれば、今はきっと存在しなかった。


「こういったことを、きっと奇き跡せきと呼ぶのでしょうね」


　マルクの呟つぶやきに、エルミナは首を横に振った。


「……奇跡などではない。私は、君がきっと起こしに来ると信じた。君も、私が起きると信じてくれた。だから、この未来を摑み取れた。これは神などが起こした奇跡でも偶然でもない。私たちが信じて切り開いた、必然だ」


　いつになく感情のこもった声に、マルクは思わず見み惚とれてしまった。


　──私たちが出会ってきたものに、意味のないものなど、なにもなかったのですね。


　エルミナの言葉に納得がいったのか、カナメは椅い子すから腰こしを浮かした。


「では、そろそろ行く」


「今から、ですか？　なにもそれほど急でなくとも──」


「もう、決めたことじゃ」


「これから、どうするつもりなのですか？」


　カナメは少し悩なやむ素そ振ぶりを見せてから、苦笑した。


「まずは、シュウのところへ顔を出すかの。そのあとのことは、それから決めるのじゃ」


　カナメには、ここを去る明確な理由はない。それでも、彼女はここではないどこかに、また居場所を作ると決めたのだ。


　だから、カナメは止められない。


「……待って。せめて、なにか贈おくらせてほしい」


　エルミナにもカナメは止められない。代わりになにか受け取ってほしいのだろう。


　しかしカナメは首を横に振った。


「もう、おんしからはたくさんのものをもらった。そう長い時間ではなかったやもしれぬが、今の私がいるのはおんしがいたからじゃ」


　宙を搔かくような仕草を見せ、カナメは「あ」と声を漏もらした。


　カナメのカタナ──暗くら乃の守かみ夜よる之ゆきも今回の騒そう動どうで失われたものの一つだ。少し寂さびしそうな表情を見せて、カナメは思い出したような声を上げた。


「なにかくれるというならば〝これ〟をもらっていくのじゃ」


　そう言って取り出したのは、普ふ段だんから愛用していた短たん剣けんモルドレッドだった。


「それなりに良い銘めいらしいの。切れ味も悪くないし、携けい帯たいに便利なのじゃ」


「……それは、もともと君のものだ」


　不服そうな声を漏もらしてから、エルミナはなにか思い付いたのか、首に巻いたリボンを解ほどいた。


「……これを」


　真っ赤なリボンを手て渡わたされ、カナメは少し戸と惑まどった素振りを見せてから頷いた。それから、髪の一ひと房ふさに結ぶ。


「……私がやろう」


　慣れた手つきで、リボンは耳の上に結ばれた。純白の髪に赤のリボンは、映はえる取り合わせだった。


「……似合う」


　慈いつくしむように囁ささやくと、カナメの瞳ひとみに涙なみだが浮かんだ。


「……カナメ？」


「たわけ……。台無しではないか」


　マルクは今ごろになって理解した。どうしてこうもカナメが別れを急いでいたのか。


「ここは居い心ごこ地ちが好よい。好すぎるのじゃ。ここにいたら、私はきっとおんしらに甘えてしまうのじゃ」


　だから、彼女は旅立つことにしたのだ。カナメがカナメであるために。自分の居場所と幸せを摑つかむために。


　──カナメも、寂しくないわけがありませんでしたね……。


　彼女とて別れるのは辛つらいのだ。だがそれを表に出したら前に進めなくなる。だから、堪こらえていたのだ。


　カナメはギュッとエルミナに抱だきつき、エルミナもその背中に腕うでを回した。


「達者でな」


「……君も」


　それが、二人の別れだった。
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　ロックウォールを出発する列車に、その男はいた。


　フニャリとゆるみ切った表情。十代から五十代までの、どの年ねん齢れいにも見える不思議な容姿。ロックウォールの住人ならば実は誰だれでも顔と名前を知っているような、親しみやすい男なのだが、燕えん尾び服ふくの下には包帯が見え隠かくれし、椅子には松まつ葉ば杖づえが立てかけてあった。


「物語の結末としては、なかなか悪くないと思うんだけど、どうかな？」


　一体誰に問いかけているのか、青年は独りそう呟いた。


　眠ねむりに呑のまれた街の住人も、揺ゆり籠かごの崩壊とともに目を覚ましていた。もっとも、大半はなにがあったのかすら覚えていない。揺り籠の肥大が速すぎたことと、寝ね起おきで記き憶おくの混乱が生じたことが原因だろう。


　表向きには、今回の事件は謎なぞの集団昏こん睡すい事件として報道された。いずれ街の支配者であるアドナイあたりがそれらしい原因をでっち上げ、丸く収めてくれることだろう。


「これで〈精杯グレイルの姫〉の物語は完結。これからは〈精杯グレイル〉なんて関係ない、ヴァレンシュタイン家のお嬢じよう様さまとして、あの子たちは歩いて行く」


　満足そうに、それでいてどこか寂しそうに、青年は囁く。


「僕の役目もこれで終わりなんだけど、……さて、困ったなあ」


　フニャリとゆるみ切った顔で、心底困ったような声こわ音ねを吐はくという器用極きわまりない真ま似ねをして、青年はため息を漏らした。


「これから、どうしようかな」


　彼の本当の主あるじ──ヴィオラ＝ノクターンは、青年に目的を与あたえてくれた。なにがあろうとも、その目的があるから彼は迷わずにここまでやってこられた。


　その目的が、とうとう達成されてしまった。


「いつまでも君に頼たよってちゃあ、いけないんだろうけどねえ」


　だが半生を賭かけた悲願を達成してしまった今、多少戸惑うのは彼でなくとも仕方がないだろう。


　途と方ほうに暮れたように、ロックウォールの構内へ目を向ける。


　人が多い。もともと人の行き来が多い街ではあるが、今回の事件を不気味がって離れるものも少なくない。逆に、事件に興味を抱いた報道関係者や物もの見み遊ゆ山さんの野次馬は次々とやってくる。


　結局、この街は今までと変わることなく、上う手まく回っていくのだ。


「ああ、困った……」


　ちっとも困ったように見えない表情で、青年がそう呟いたときだった。


「おい、ここは空あいているか？」


　車内には二人がけの椅子が並んでいるが、この混みようだ。他の座席はすでに埋うまっている。


「これは失礼。空いて……？」


　松葉杖を立てかけていた青年は慌あわててそれをどかそうとして、ポカンと口を開いた。声をかけた主ぬしもどこか呆あつ気けに取られたように目を丸くした。


「なんじゃ、おんしか？」
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　それは、同じ屋や敷しきで働いていた少女だった。屋敷のときとは違い、緋ひ色いろの着物を纏まとい、髪かみには赤いリボンが結ゆわえ付けられていた。


「おい、聞いておるのか？」


「……は！　これはすまないことをした。どうぞ座ってもらいたい。まさかこんなところで君に出会えるとは思わなくてね」


　瞬しゆん時じに騎き士しのごとく顔を引き締しめ、青年は俊しゆん敏びんな動作で座席を空けた。


「まあ、私もここでおんしに出くわすとは思わなんだが……エルミナたちが心配しておったぞ？」


　冷静な指し摘てきに、青年は呻うめいた。


「フッ……。かねてより申しん請せいしていた休きゆう暇かを取らせてもらっただけだよ」


「戻もどる気がないのに休暇と呼ぶのか？」


　図星を指さされて、青年は今度こそ沈ちん黙もくした。


　少女は呆あきれたようなため息を漏らしながらも、青年の隣となりにちょこんと腰こし掛かけた。


「怒おこらないのかい？」


「私も似たようなものじゃ。責めるのもお門違いであろ」


　呆気に取られて、青年は引き締めた顔を緩ゆるめてしまった。


「ええっと、エルミナお嬢様にお知らせしなくて良いのかい？」


「別におんしを捜さがせとは言われておらぬ」


　沈黙。


　ガタンと車両が揺れ、列車も走り始めた。


　普段ならばもっとペラペラと無む駄だなことをしゃべれるはずなのだが、今は不意打ちで出会ったからか、上手く話せなかった。


「そういえばね、僕は屋敷に来る前の君と会ったことがあるんだ」


　口をついて出たのは、そんな言葉だった。


　お互たがい、顔は見てはいないはずだ。青年には特とく殊しゆな情じよう報ほう網もうがあったためその正体を知ることができたが、彼女の方はそうもいかなかったはずだ。


　──あのころの君は、ヴィオラと出会ったころの僕に少し似てたんだ。


　戦うことしか知らない目をしていながら、それ以外の温ぬくもりを知って戸惑っていた。放っておけない危あやうさがあった。青年にはかつての主の気持ちが少しだけ分かった。


　ただ、そのときの青年にはもっと優先しなければならない案件が存在したのだ。眠れる姫ひめと人形になった主を救うという、途方もない難題が。


　だから、青年は再会した少女の前ではこんな態度を取ってしまっていた。


　世話を焼きたいのか、それともあのときのことを思い出されたくないのか、それは青年自身にも分からないが。


　そう打ち明けると、少女もチラリと視線を返してきた。


「カーネギーでの一件か？　あのときは手を焼いたの」


　当然のように答えられ、今度こそ青年は絶句した。


「気付いて、いたのかい？」


「あれだけ腕の立つ人間がゴロゴロいるわけがなかろ？　まあ、初めは半信半疑であったがの」


「確かめようとは思わなかったのかい？　君は、その、〝契けい約やく者しや狩がり〟だったろう？」


「そう〝契約者狩り〟じゃ。人間は斬きらぬ」


　青年は、吹ふき出してしまった。


　──やっぱり、この子は昔の僕に似ている。


　少女は怪け訝げんそうな目を向けてきた。


「なにがおかしい？　じゃが、まともな顔は久しぶりに見たの」


　自分の顔が緩んでいることに気付き、慌てて直そうとするが、少女は特に関心もなさそうに目を背そむけてしまった。


「それで？　おんしはどこへ行くつもりじゃ？」


「うーん……。とりあえず、ラチナスかな。行きたいところがあるんだ」


　ある男と約束したのだ。そこで眠る〝彼女〟を弔とむらい直すと。


「ラチナスか……。行ったことがないの」


「良かったら、いっしょにどうかな？」


　それはなにかを期待しての言葉ではなかった。軽く流されて、少しでも少女が気を楽にしてくれれば良い。その程度のつもりだった。


「まあ、よかろ」


「え……？」


　予想外な返答に、青年の方が戸と惑まどってしまった。


「良いのかい？」


「特に行く当てもないからの。まあ、シュウのところへ一度くらいは顔を出しておきたいところじゃが……」


　特に嫌いやがる素そ振ぶりもなく、少女は本当にいっしょに来てくれるつもりのようだ。


　──あれ？　なんでこんな息苦しいのかな？


　数日前、数十人からなる契約者の壁かべを引き裂さいてなお、青年がこんな感覚を覚えることはなかった。


　なにか攻こう撃げきを受けたわけでもないのに、息が苦しい。だというのに、何故か嫌な気持ちはしない。辛いのに、どこか嬉うれしいとさえ感じる。


　──僕は、嬉しいのか？


　少女は美しい。容姿はもちろんのこと、その在あり方も一本の刃やいばのごとく鮮せん烈れつで、歪ゆがみがない。それゆえに、脆もろくもある危うい魅み力りよくがあった。


　だから、その刃を守りたい。


　あるいは、それは必然だったのかもしれない。凶きよう器きとして作られた青年が、刃のような少女に惹ひかれるのは。


　──ああ、僕はそれが分からなかったから、道どう化けぶってたんだ……。


　少女の中には別の少年への気持ちがある。それが自分に向かうことなど、まずないだろう。


　それでも、青年は手を差し出した。


「僕の予定はとりあえずのものだから、君の予定を優先してくれてかまわないよ」


「そうか？　ではカーネギーに行くのじゃ」


「お嬢様の仰おおせのままに」


　そう答えると、少女は心外そうに目を丸くした。


「私は、エルミナではないぞ？」


「あいにく、僕はこれしかやったことがないんだ」


　少女はキョトンとして瞬まばたきをしたが、やがて仕方なさそうに自分の手を重ねて来た。


「まあ、執事バトラーというのも悪くはないか」


　その後、少女と執事はカーネギーにて旧友のシュウともどもとある事件に巻き込まれ、かつてのエルミナ同様の特一級取引禁止項こう目もくに登録されてしまうのだが、それはまた別の話だった。
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「で、出歩いて平気なのですか？」


　家の前まで出で迎むかえてくれた女性に、マルクは慌てたようにそう言った。


「別に病気じゃないから平気よ。というか、ある程度歩かないと余計体に悪いのよ」


　そう言って笑ったミリエラに、暗い翳かげは見当たらなかった。


「その、ペインのことは残念でした」


　この日、マルクたちがペインの墓参りに来たのはミリエラから呼び出されたからだった。店があるセリアやアーロン、連れん絡らくが取れなかったカナメやドミニクは来ていないが、あの日関わった契約者全員だ。


　ペインの対価は寿じゆ命みようだった。〈契約書〉である程度還かん元げんされたとはいえ、余命いくばくもない状態だった。それがあの日、手を貸してくれ、過去の〝ドミニク〟を相手に最後まで踏ふみ止とどまってくれた。


　それから数か月して、彼は息を引き取った。あの一件がペインの寿命を削けずったのは、確かめるまでもない。


　ミリエラは首を横に振ふった。


「ペインさんはペインさんの生きたいように生きたわ。あたしは後こう悔かいしてないし、あなたたちが悔くやむことでもないわ。それに……」


　そこで言葉を切って、ミリエラは自分の腹部を撫なでた。


「この子がいるし」


　ミリエラの中には新しい命が宿っていた。


「予定は一か月後か？」


「あは、よく分かるわね」


「我われとて医師の端はしくれだからな」


　ジェノバとミリエラがまともに会話をしているのが不思議だった。


「ミリエラさん、触さわっても良いですか？」


「どうぞ」


　アイシャが恐おそる恐る手を伸のばし、それから歓かん声せいとも悲鳴ともつかぬ声を上げる。


「は、はわわ、動いてます。本当に動くんですね」


「そりゃあもうすぐ臨月だからね。それより、入ってくれない？」


　ミリエラに促うながされ、マルクたちは邸てい宅たくの中に足を踏み入れた。





「あ、そういえばヨハエルのやつ、とうとう賞金首になったらしいわよ」


　本来獄ごく中ちゆうにいるはずのヨハエルは、今も「正義のためです！」と叫さけびながら各地に出しゆつ没ぼつしている。一応、区分としては賞金稼かせぎになるだろうか。賞金のかかった罪人を捕ほ縛ばくして回っているのだが、賞金を受け取る様子もないらしい。


　しかし現れるたびに騒そう動どうを起こすため、本人も賞金首になったのだとか。


「なんにせよ、はた迷めい惑わくな男ですね」


「まったくだわ」


　苦笑しながら、ミリエラが通したのは大きな広間だった。


「……ここは、工こう房ぼうかね？」


「ええ。ペインさんの油絵工房よ」


　──俺が生きたという証あかしが欲しい──


　そう言って、ペインは姿を消した。この工房がその答えなのだろうか。


　ミリエラは工房の奧まで進む。その先に、白い布をかけた大きな絵が立てかけられていた。


「エルミナとエミリオは今日が誕生日なんでしょう？」


「……そう」


「よくご存じですわね」


　今日は十二月二十五日だった。オルダーの聖誕祭として、街中も賑にぎわっている。


　エルミナとエミリオが頷うなずくと、ミリエラは満足そうに頷いた。





「ペインさんから、あなたたちへのプレゼントよ」





　大きな布が取り払はらわれ、マルクたちは息を呑のんだ。


「これは、私たち……なのですか？」


　そこには、大きな屋や敷しきが描えがかれていた。蜃しん気き楼ろうの屋敷だ。そこに使用人たちが整列しており、中央にはエルミナとエミリオの二人が描かれている。リオやペインたちもだ。


　エルミナの髪かみは短く、濃のう淡たんで表現された青のドレスを纏まとっている。エミリオの方は髪が長く、淡あわい茶色で陰いん影えいを刻んだ純白のドレス。まつげの一本一本に至るまで繊せん細さいに描かれており、筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたい存在感を放っていた。


　もう揃そろうことはない仲間たち。それが、ここに刻み込まれていた。


「きれい……」


　吐と息いきとともに溢あふれたエミリオの言葉に、ミリエラは笑みを返した。


「受け取ってもらえるかしら？」


「もちろん──」


「……君は、それで良いのかね」


　エミリオの言葉を遮さえぎって、エルミナが言った。


　ペインが残したというこの絵は、彼の形見だとも言えるものだ。それを本当に手放して良いのか？


　ミリエラは首を横に振った。


「ペインさんは、あなたたちのためにこの絵を残した。あなたたちが喜んでくれるなら、あたしもそれで嬉しい」


「……分かった。謹つつしんで貰もらい受ける」


　エルミナが頷くと、集まったものたちもそれぞれの感想を呟つぶやき始めた。


「この黒の使い方は巧たくみだと認めざるをえまい。特に棺ひつぎの美しさは見事だ」


「なあ、これ、俺のところだけ色が薄うすくないか？　背景が透すけて見える気がするんだけど」


「あは、あんた、いつも透けてたじゃない」


「いつも、透け……っ？」


「この悪あく人にん面づらには悪意を感じるのだがな」


「悪いことを考えているヨシュアさんがよく描けてると思いますわ」


「あ、このドミニクさん、カナメさんのこと見てます」


　エルミナに並んでマルクも絵かい画がを見上げた。


「形を残せる、というのは実は凄すごいことなのですね」


「……そう、だね」


　頷いてから、エルミナはマルクの顔を見上げた。


「……マルク」


「なんでございましょう？」


　エルミナは、柔やわらかく微笑ほほえんだ。


「……私は、物語を書こうと思う」


「物語？」


「……そう。揺ゆり籠かごの中で出会った、たくさんの〈眠ねむり姫ひめ〉たち。そして私が出会った全ての人たち。荒こう唐とう無む稽けいかもしれない。だが、私が歩いてきた道を、一冊の本に収めたい」


「素晴らしい考えだと思います」


　本好きのエルミナらしい目標だった。


　それを素直に褒ほめるのと同時に、マルクはふとあることに気付いた。


　描かれた絵画の中──マルクの足あし下もとには山犬プリンシツプの影かげも刻まれている。


「そういえばエルミナ」


「……なにかね？」


「精せい霊れいは、人がその存在を信じているから力を持っているのですよね？」


「……そう」


　エルミナの返答に、マルクは確信を持った。


「実は、最近奇き妙みようなことが起こります」


「……奇妙なこと？」


「ときおり、影が歪いびつな形を描くのです」


　あの日、マルクは能力を失い、そして今に至るまでただの一度も〈クフ・リーン〉は応こたえていない。それでも……。


　言われて、エルミナはマルクの足下に目を向けた。


　そこに伸びる影は、確かに人の形には見えるものの、人にはあり得ない突とつ起きが付ふ随ずいしていた。山犬プリンシツプの尾おと耳に見えるのは、果たして目の錯さつ覚かくだろうか？


「私やあなたが覚えている限り、案外、あのお調子ものは──」


　最後まで語らなかったマルクに、エルミナは微笑で応じた。


「……君が信じるならば、きっと」


　人が望む限り、奇き跡せきというものは案外身近に存在するものなのかもしれない。


　風に交まじって、山犬プリンシツプの遠とお吠ぼえが聞こえた気がした。






　あとがき







　一巻からお付き合いいただいている皆みな様さま、お久しぶりでございます。なにかの手て違ちがいで本書を手にとってくださいました初めましての方、手違いだけにこれもなにかの縁えんということでよろしくお願いいたします。手て島しま史ふみ詞のりでございます。





　本作は影かげ執しつ事じマルクの手違いシリーズ第十二巻にして最終巻『影執事マルクの契けい約やく』でございます。


　気持ちを確かめ合ったのもつかぬ間、とうとう眠ねむりに呑のまれたお嬢じよう様さま。砕くだけた〈空白の契約書〉。一人、また一人と力を失っていく使用人たち。そして巨大な〝揺ゆり籠かご〟と化した蜃しん気き楼ろうの屋や敷しき。全てが失われ逝ゆく中、執事はお嬢様を救うことができるのか？


　エンドロールはオールキャストで。最後までやりたいことを精一杯詰つめ込みました。結末までお楽しみいただければ幸せです。





　というわけで、マルクも本書を以もつて完結でございます。


　思えば第一巻『手違い』編が発売されたのは、三年前の十月だったりします。最終巻が同じ発売日というのも奇き妙みような縁を感じますね。


　初めてのシリーズで十二巻まで出させていただけた私は幸せ者だと思います。ここまで読んでくださいました読者の皆さんのおかげです。


　そんなわけで、作者の思い出話という駄だ文ぶんにお付き合い願えれば。





　その前に──


　いきなり話が変わりますが、前巻『恋れん歌か』編のあとがきは八行でした。その前──『決断』編のあとがきは二ページ。そして今回、ゲラが上がった時点で告げられたあとがきのページ数は──


　二ページ──ＣＯＭＴＡさんのあとがきを入れると一ページ……。


　さすがに最終巻なので語りたいこともたくさんあるのです！


　というわけで、今回のあとがきは十六ページに増やしてもらいました。


　しかし十六ページ……富士見書房のシステムだとページの増減は十六ページおきですので、事実上、最大の枚数なのです。


　恐らくは最少枚数だろう八行という前回から一変、今回は最大ボリュームでお届けします。倍率でいくと三十二倍です。


　それではのんびり進行させていただくとして、まずは作品に関わることから行きましょうか。





　マルクについて──


　とはいえ、迂う闊かつに内容に触ふれるとネタバレしちゃいそうな気もしますね。


　最終巻といえば、原稿を書き上げて編集部に送ったときはなんとも言えない寂さびしいような気持ちになりました。


　作品づくり以外の事件で何度も地獄を見てきたこのシリーズですが、内容だけ見れば本当にやりたい放題やらせてもらいました。


　最初にやりたかった双ふた子ごの入れ替かわりネタは気が済むまでやらせてもらいましたし、女装ネタはクリスにリオにマルクにと三通りもやらせてもらいました。ジェノバやヨハエルみたいな変態さんもたくさん出せましたし、最後には真・執事も出せました。


　執事はやっぱり表に出ない影で最強なキャラで、それでいて最終回あたりで本性を見せるのが良いと思うのですよ！


　とまあ、少し話が逸それましたが、その辺りの思い出とかなんやらがふっと通り抜ける感じと言いましょうか、ああ、本当に終わるんだな……と、書き残したことがあるわけでもないのですが、なんだか置いて行かれるというか、でもホッとしたというか嬉うれしいところもあるわけで……。


　ああ、あれです。巣立っていく我が子を見送る親の心境です。


　まだうちの子は小三と幼稚園児なのですがね。こうも早くそんな気持ちを抱いだくとは思いも寄りませんでした。


　それと、マルクは小説以外でもいろんなところで関わらせてもらえて幸せでした。


　メディアミックスでコミックやドラマＣＤにもしていただきましたし、作曲やアクセサリー作りにも関わらせていただきましたっけ。


　そうそう。なんとマルクは韓国版や台湾版も出版されていたりします。開始当初はまさか海外にまで羽ばたけるなど夢にも思いませんでした。


　国境を越えた先の読者さん方がどんな感想を抱くのかハラハラしていますが。


　あと、どこかで語ったかもしれませんが、カナメの役職である〝裁縫師ニードルワーカー〟について。


　実は、裁縫師という使用人は存在しなかったりします。正しくはお針はり子こさん、あるいは御針です。「ニードルワーカー」という読みも、洋名に対応するものがなかったので針仕事の「ニードルワーク」から勝手に作った造語だったりします。





　新作について──


『彷ほう徨こう』編あたりからごちょごちょ呟つぶやいておりました新作でございます。


　物語としてマルクとは関係ないのですが、一部世界観が共通していると言いましょうか。ときおり一部のキャラが〝あいつ〟がどうしたとか言ってましたが、その辺がちょこっと関わっていたりするかもしれません。


　タイトルはずばり──未定！


　……すみません。タイトル付けって難しいのです。マルクのときも発売二か月前くらいまであーだこーだ言い合ってましたし。


　そうそう。発売は十二月二十日予定でございます。


　内容は、どこまで触れて良いものでしょうね。





　目覚めはさだめ、さだめは絶望。与えられたのはひと織りの技わざと、そして〈鏡かがみ〉。


　人形使いの名門に生まれた少女と、臆おく病びようで根性無しで不器用な少年。二人が再会したとき、動くはずのなかった歯車が動き始める。


　少年がなけなしの勇気を振ふり絞しぼるとき、さだめは絶望から目覚めへと覆くつがえされる。


　どこか妖あやしいマリオネット・ファンタジー！





　とまあ、そんな感じのお話でしょうか。


　人形といえば女の子のおもちゃという気がしますが、世界の歴史を振り返ってみると多種多様な人形がざっくざっく出てきます。


　そして、そこには必ずと言って良いほど不可思議な逸いつ話わが……。


　ひな人形を始めとする和人形も怪談を始めれば必ずと言って良いほど登場しますし、操り人形に至っては古来の伝承からＳＦ世界に至るまで時代を超えてテーマに描かれていたりします（ちなみに私が初めて読んだＳＦ小説は偉大なるロバート・ハインライン著作『人形つかい』だったりします）。


　中でも陶器人形ビスクドール──特に球体関節人形などは妖しさ満開で、男女や国境を越える魅力があると思います。


　そんな人形をテーマにしたファンタジーに挑戦いたしますので、ご興味のある方はどうぞごひいきによろしくお願いします！


　追記・タイトル決まりました。『黒の夜力神ケルキオン』でございます。





　続・新作について──


「続」ってつくとなんだか続編が出るように見えますね？


　まあ、関係ないのですが。


　実は『黒の夜力神ケルキオン』と並行しまして、小学館ガガガ文庫さんにてもう一つ新シリーズを進めていたりします。


　こちらもまだタイトル未定なのですが『黒の夜力神ケルキオン』を出すころには詳くわしいお話もご報告できるかと思います。


　内容としては、マルクよりもかなりファンタジー寄りでしょうか。舞ぶ台たいは空で、架か空くう言語などにも挑戦してみました。


　ちなみに私は高所恐きよう怖ふ症しようですが、この作品のために親愛なる先せん輩ぱい作家の川口さんを道連れにスカイダイビングへ行ったりもしました。それくらい本気で打ち込んでおります。





　近況について──


　作品絡みは以上ですので、ここからは作者の私生活です。


　ええっと、最近なにがありましたっけ。なんかいろいろ忙しすぎてかなり記き憶おくが飛んでいたりします。


　ああ、そういえば脱サラとかしましたっけ。あとはマイホームを建てたりとか（そのせいで去年から死ぬほど忙しかった）、そうそう、とうとう三み十そ路じに突入しました。


　とまあ、自分のことになるとどうでも良い話ばかりですね？


　うーん……。また子供の話などだらだら垂れ流しても良いのですが、せっかく尺しやくも長いのでたまにはＳシヨートＳシヨート的なものでも行ってみましょうか？





　　　　◇







　　　番外編　あったかもしれない日常







「いらっしゃいませ、アルバさん！」


「アイシャか」


　その日、アルバ＝ディーノは蜃気楼の屋敷を訪れていた。


　正面門を潜くぐるとそこで出迎えてくれたのは、愛らしい侍じ女じよの少女だった。アイシャ＝クラン＝ウィード──彼女がアルバの妹であることは、半なかば公然の秘密となっていた。


　アルバがこの屋敷にやってきた理由の半分は、妹の顔を見ることである。


「この屋敷も久しぶりだな」


「使用人仲間もたくさん増えたんですよ！」


「ほう？　そういえばさっきも見覚えのある女がいたな。頭に花をつけていた」


「ああ、それはミリエラさんです。凄すごいんですよ？　アーロンさんと同じくらい植物を育てるの上う手まいんですけど、趣しゆ味みが少し違うみたいでいつも言い合ってます」


　話しているうちに、屋敷の玄げん関かんが見えてきた。アイシャが扉とびらを開けようとすると、玄関は勢いよく開かれた。


「ひいっ、もう嫌いやです！　誰だれか、誰か助け────」


「誘いざなえ──〈ニーア・ヴー〉！　すみませんマルクさん。セリアさんがどうしても連れて来いって言うんです。マルクさんを連れて行かないと、自分が怒おこられるんです」


　乱れた衣装の侍女が飛び出してきて、それをまた別の侍女の少女が取り押さえていた。二人目の方は契けい約やく者しやらしく、乱れた服装の侍女は時間が止まったように動かなくなる。


　そして、ズルズルと玄関ホールの向こうへと引きずり込まれていく。


「アイシャ。今のはいつもの召使いに見えたんだが、気のせいか？」


「ええっと、その、……はい。マルクさん……だと思います。あ、ちなみに今のは第二裁縫師ニードルワーカーのリオさんです。凄すごく綺き麗れいなんですけど、男の人らしいです」


　一体、屋敷の中でなにが起こっているのだろうか。アルバは「そうか」と答えることしかできなかった。


「──アイシャ、足下に気をつけるが良い。転ぶぞ」


「え？　あ、ヨシュアさん、はわあっ？」


　どこからともなく届いた忠告も虚むなしく、アイシャは絨じゆう毯たんに足を取られて、転倒した。


「おっと」


　顔から転ぶ寸前に、アルバの手がなんとか届いた。


「ご、ごめんなさいアルバさん」


「いや、いつものことだ」


　アルバがそう返すと、正面階段の裏──使用人の生活区である地下階段から一人の青年が姿を見せた。


「ふ……。珍しく忠告が役にたったようだな。客人に感謝すると良い」


「ヨシュアさん」


「おっと、もう一つ警告しておこう。階段を上るときも注意するのだな。そちらで転ぶと、そこの客人でも支えきれない」


　黒髪をかき上げ、青年は不敵に微笑ほほえむ。なんとも癇かんに障さわる笑みだった。


　妹への侮ぶ辱じよくに、アルバが睨ねめ付けたときだった。


「ヨシュア、トイレの掃そう除じが終わっていません。それと厨ちゆう房ぼうの掃除が終わったらオウマさんに報告するよう、命じられたはずですが」


　青年に続いて現れたのはアイシャ同様にワンピースと前掛け姿の少女だった。アイシャのものと比べると飾かざり気がなく、格下の掃除婦だと分かった。


「リーン？　くっ、そんなことは分かっている。だがあのオウマという男は一体どこにいるのだ。俺の能力でも見つけられん」


「え、俺、ずっとここでヨシュアの報告待ってるんだけど……。ほら、マルクはセリアさんに連れて行かれちゃったし……」


　青年のすぐ隣となりから発せられた声に、青年と掃除婦の少女がビクッと身を震わせた。かく言うアルバとて内心ギョッとしたほどだ。


「い、いつからそこに……やはり、監視がついているということか？　だ、だが厨房の掃除は済んだ。確かめるが良い」


「ああ、それなんだけど、竈かまど周りはもっと綺麗に磨みがかないと駄目だよ。あとでセリアさんから血祭りに上げられるぞ。……あれ？　リーン、なに持ってるんだ？」


「エミリオ様から勧すすめられました。恋愛小説だそうです」


「二人とも、そういうの好きだよな」


「はい。あとでジェノバさんとオウマさんの話も聞かせていただくつもりです」


「ぐ、はっ……？　お、俺とジェノバは、その、なんていうか語るようなことも──」


「あ、アルバさんは、こっちでお待ちください」


　なにやら言い合う三人を尻目に、アイシャは応接室へと足を進める。いつの間にか、この少女もたくましくなったものだった。


「ちなみにさっき注意してくれたのが小間使いホールボーイのヨシュアさんで、女の人が洗濯婦ランドリーメイドのリーンさん。あと、従僕のオウマさんです！」


「オウマという男は昔からいたはずではなかったか？」


「え？　あ、あれ？　ええっと……あ、紅茶運んできますね！」


　逃げるようにアイシャが背中を向けると、扉が独りでに開いた。


「なんじゃ。客というのはおんしのことか」


　現れたのは、白い髪の侍女だった。以前は腰を覆おおうほどに長かった髪が、今は首筋で切り揃そろえられている。


「あ、カナメさん」


「飲み物じゃ。エルミナも顔を見せると言っておったぞ」


「エルミナとエミリオさん、今は絵のモデルやってるんじゃありませんでしたっけ」


「一流の絵師ならば被写体が動いたくらいで構図を見失いはしないものじゃ」


　侍女の説明に、アイシャが「はああ」と感嘆の声を漏もらす。


「ペインさん、顔は怖いけど凄いんですね！」


「ペインというのは、いつぞやの契約者か？」


「はい！　エルミナたちの専属画家ペインターさんで、使用人というよりお客さんなんです」


　話している間に、侍女は手際よくティーセットを並べていく。


「上手いもんだな」


「エルミナが毎晩欲しがるのじゃ。日中はマルクに任せているが、毎日やっていれば慣れもする。エルミナが言うには、私の方が甘い味なのだそうじゃ」


「そうとも。カナメ嬢の香かおりは甘美で芳かぐわしい。むろん、舌触りとて──ぐぼあっ？」


　いつの間にか、侍女の背後に黒衣の少女が現れていた。


「ひっ、お、おおおおんし！　今なにをしようとした！」


「カナメ嬢の純白の肌を見ては〈吸きゆう血けつ姫き〉の我でなくとも甘あま嚙がみの一つくらいは──ぎゃっま、待つのだカナメ嬢！　刃物ならばともかく杭くいまで持ち出すとは何事だ！」


「うるさい不ふ埒らちもの！　今日という今日は退たい治じしてくれる！」


　白と黒の侍女はバタバタと応接室を出て行った。


「お久しぶりですわ、アルバさん」


「……騒さわがせてすまない」


　侍女たちと入れ替わりに、二人の少女が入ってきた。どちらも同じ顔をしているにも拘かかわらず、片方は無表情。もう片方はアイシャのように表情豊か。そして髪の長さだけが違った。


「かまわんさ。今日はお前らに用があるわけではない」


　アルバがそう答えると、二人の少女は肩を寄せ合って微笑した。


「……そうだったね」


「アルバさんが迎えにきたのは────」





「──夢……？」


　そこに、蜃気楼の屋敷はなかった。


「ふん。おかしな夢を見るものだ」


　地面に転がったまま、アルバが苦笑していると、不意に目の前に影が差した。


「約束通り、料理を作りに来ましたよ──アルバくん」


　顔を覗のぞき込んできた女性は、夢の中でアルバが迎えに行ったはずの顔だった。


「この前やった銀貨を返せ。どうにも、あれがないとろくな目に遭あわん」


「硬貨……お守り？　使用済み。紛ふん失しつ」


「お前っ」


　ため息を漏らしながら、アルバは目の前の景色に目を向けた。正面門は無残に砕け、美しかった庭園も木々が折れていた。その向こうに聳そびえる屋敷も半壊しているのが分かる。


「蜃気楼が消えた……か」


「帰る、と約束したのですが」


　女性の声がどこか寂さびしげだったことに、アルバはフンと鼻を鳴らした。


「今度、新設の運河沿いに店を出す」


「……？　それが？」


「マズイ飯めししか作れん料理人ばかりだ。時間を持て余しているならば、面倒を見に来い」


「考えておきます」


　そして、アルバと女性は歩き始めた。





　　　　◇





　ということで、夢オチでした。時間軸としては本編３００ページあたりでしょうか。





　ではそろそろページもよろしくなってきましたので各方面へ謝辞。


　懐なつかしき戦隊モノに引きずり込んでくださいまして新作でも引き続きお世話になります担当Ｈ様。マルクの推進力は繊せん細さいなイラストでした。十二巻全て完かん璧ぺきな仕事をしてくださいましたＣＯＭＴＡ様。毎回美しくデザインしていただき最近ではブログでも紹介くださいましてありがとうございますカバーデザインのアフターグロウ様。校正に携わってくださいました皆様。いつも本買ってくれてる元職場のＹ君Ｎさん。夏休みにあれこれ面倒見てくださいました義か母あ様。いつだって笑顔で元気づけてくれる奥さん子供たち。そして今まで読んでくださいましたあなた様。


　ありがとうございました！





　それでは、次の作品でもお会いできることを願って筆を置かせていただきます。




　　　２０１１年８月19日　雨が降る夏の日に




手島史詞




http://teshima.at.webry.info/
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影かげ執しつ事じマルクの契けい約やく





手て島しま史ふみ詞のり






[image: ]


平成23年11月2日　発行


発行者　山下直久


発行所　株式会社富士見書房


〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14


http://www.fujimishobo.co.jp/


(C)2011 Fuminori Teshima, COMTA/Fujimishobo




[image: ]

OEBPS/images/P365.jpg
| 4

73 ‘;&@L&\:Y:Itﬁ\k\\\c%ﬁ\%\&z
\_,(Eﬁ-é\a- %\\1&:&1‘?-%74’\":’! 1;\;‘1\;\“3,\\: vY
— // /', < £ ‘r- /',/ X
S e RN SIS
o= S X :Q‘ ;;f;%t?_\—;‘ﬁ-’;‘mﬂ ~
\ e S \EN

W, Wi






OEBPS/images/FJB_LOGO.png





OEBPS/images/K001.jpg





OEBPS/images/I001.jpg





OEBPS/images/P129.jpg





OEBPS/images/P301.jpg





OEBPS/images/COVER.jpg
T






OEBPS/images/K004.jpg
%

Ur & Y

~

ol
=R

N

\&‘
\
5
A

\ D
W\ B |
us
{

3
#
>
A






OEBPS/images/P105.jpg





OEBPS/images/P171.jpg
@%

' Q‘HL /"

J\

AN =
‘,‘E'f/‘g\ \§ \&

o

"

2\

\ ]

)






OEBPS/images/P277.jpg





OEBPS/images/K002_zzz.jpg
|
|
|
 a
VRSN | < AR QAN o A—N > 18”
028, S R QREER 3900 = QIS © W
M8 S ;RO ROV S~ QRTIDORN®

N

N






OEBPS/images/P335.jpg





OEBPS/images/P231.jpg





OEBPS/images/P033.jpg





OEBPS/images/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/images/P199.jpg





OEBPS/images/ORIKAESHI1.jpg
FBeH
@TUEZHDD

BT 7Y I ITRBIGAE
FEEREE DORICIRS>T] TT
Ea— JIIBHESESN2EE
TY, REMLEESERLTRS
e+ ZHRIE o e DFREIE o fc
D& IR EREDIEAX—IH

BOFETR, ZTITRNERDER f
T ILBRENLSERERLET. V'
RIVOBHES, EDADBIETDE \QT
DEFEDAATHE UTto

ASAN:COMTA
ANR—FHAY  FI5—50Y L‘





OEBPS/images/P077.jpg





OEBPS/images/MARK.png





